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1
ライフサイクル管理について

この章では、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル
管理製品の概要を示します。ライフサイクル管理の使用を始める前に、ライフサイクル管理
の要件を必ず確認してください。

ライフサイクル管理と移行
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemのライフサイクル管理には、
Oracle Enterprise Performance Management System製品のアプリケーション、リポジトリ、
または個別のアーティファクトを製品環境およびオペレーティング・システムの間で移行す
る一貫した方法があります。
アーティファクトは、個別のアプリケーションまたはリポジトリ・アイテム (スクリプト、Web
フォーム、データ・フォーム、ルール・ファイル、ドキュメント、財務レポートなど)です。
アプリケーションおよびリポジトリのアーティファクトは、製品ごとのカテゴリ別に整理さ
れます。
ライフサイクル管理のインタフェースは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleと統合
されています。
一般に、Shared Services Consoleのライフサイクル管理インタフェースは、ライフサイクル
管理をサポートするすべての EPM System製品で一貫しています。ただし、 EPM System製
品では、ライフサイクル管理インタフェースで、様々なアーティファクトのリストおよびエ
クスポートとインポートのオプションが表示されます。製品別のアーティファクト・リスト
とエクスポートおよびインポートのオプションについては、このガイドの巻末付録を参照し
てください。

ライフサイクル管理の機能
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理には、次
の機能があります:

• アプリケーションおよびディレクトリの表示
• アーティファクトの検索
• ファイル・システムからファイル・システムへの移行
• 選択したアーティファクトの表示
• 移行の監査
• 移行のステータスの表示
• ファイル・システム上でアーティファクトを個別にインポートまたはエクスポートするこ
とによる迅速な変更

• ライフサイクル管理のファイル・システム・フォルダのダウンロードおよびアップロード
• 完全なアプリケーション・スイートの移行

1-1



関連するすべてのアーティファクトを一度に選択して移行することで、Oracle
Hyperion Financial Close Managementまたは Oracle Hyperion Planningの完全な
スイートを移行できます。

• 複数のアプリケーションの移行
ライフサイクル管理を使用すると、1つの移行定義で、複数の Oracle Essbase、
Planningまたは Oracle Hyperion Financial Managementアプリケーションを移行
できます。

ライフサイクル管理のコンポーネント
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理
は、次のコンポーネントで構成されています:

• LCM管理者の役割 - ライフサイクル管理タスクを実行する Oracle Hyperion
Shared Servicesのユーザー役割です。LCM管理者は、ライフサイクル管理を使用
して Foundationアプリケーション・グループ内の Shared Servicesのアーティフ
ァクトを表示したり、製品環境およびオペレーティング・システム内のアプリケー
ション、リポジトリまたは個別のアーティファクトを移行したりできます。この役
割をプロビジョニングされたユーザーは、アーティファクトを抽出し、同じ Shared
Servicesインスタンスに登録されている Oracle Enterprise Performance
Management System製品にロードできます。

ノート:

EPM System製品によっては、ライフサイクル管理ユーザーがライフサ
イクル管理タスクを実行するには、LCM管理者の役割の他に追加の製品
の役割がプロビジョニングされている必要がある場合があります。追加
の役割については、このガイドの巻末付録を参照してください。

• LCMデザイナの役割 - ライフサイクル管理タスクを実行する Shared Servicesの
ユーザー役割です。LCMデザイナの役割をプロビジョニングされたユーザーは、
移行の定義やエクスポート操作の実行が可能ですが、インポート操作は実行できま
せん。

• Shared Services Console—ユーザーがプロビジョニングやライフサイクル管理な
どの管理タスクの実行に使用する Shared Servicesユーザー・インタフェースで
す。

• 移行定義ファイル - 移行に関するすべての情報(ソース、宛先、移行するアーティ
ファクト)が含まれています。移行するアーティファクトは、移行定義で定義され
ている必要があります。このガイドの巻末付録に掲載されているサンプル・ファイ
ルを使用して移行定義を最初から作成するか、Oracle Hyperion Shared Services
Consoleのファイル・システム・フォルダにある XMLファイルを移行定義ファイ
ルとして使用することができます。ファイル・システム・フォルダの XMLファイ
ルは、アーティファクトのエクスポート時に作成されます。

• 移行オプション - 移行中に使用する移行エクスポートおよびインポート・オプショ
ンを入力する Shared Services Consoleの機能の一部です。

• 移行プロパティ・ファイル - 移行に関するグローバル・パラメータ; たとえば、フ
ァイル・システムやログ・ファイルの場所、バッチ処理による移行のサイズのグル
ープ化、概算レポートの使用の可否などです。

第 1章
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• 移行ステータス・レポート - ユーザー情報、ソースおよび宛先情報、「処理中」移行の進
捗インディケータ、移行日付、時間、継続時間、および移行ステータス(処理中、完了、
または失敗)を提供します。移行の詳細は、「失敗」のステータスが示される移行に対して
提供されます。

• ライフサイクル管理のログ・ファイル—ライフサイクル管理による移行におけるすべての
アクティビティを記録します。

ライフサイクル管理をサポートする EPM System製品
とコンポーネント

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理は、次の
Oracle Enterprise Performance Management System製品でサポートされています:

• Oracle Hyperion Shared Services

• Oracle Hyperion Calculation Manager

• Oracle Essbase

• Oracle Essbase Studio

• Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition

• Oracle Hyperion Financial Close Management

• Oracle Hyperion Financial Management

• Oracle Hyperion Planning

• Oracle Hyperion Profitability and Cost Management

• デプロイメント・メタデータ
• ドキュメント・リポジトリ
表 1-1 EPM Systemの製品コード

製品コード 製品名
HUB Shared Services

HREG Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリ
CALC Calculation Manager

ESBAPP Essbase

BPM Essbase Studio

AIF FDMEE

FCC Financial Close Management

HFM Financial Management

HP Planning

HPM Profitability and Cost Management

このガイドの巻末付録には、製品ごとの情報が記載されています。

第 1章
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2
ライフサイクル管理の開始

次も参照:

• ライフサイクル管理の要件
• ライフサイクル管理のインストール
• Shared Services高可用性のためのライフサイクル管理の構成
• ライフサイクル管理のクイック・スタート
• バックアップおよびリカバリ
• セキュリティ

ライフサイクル管理の要件
使用の前提条件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Enterprise Performance Management

Systemをインストールして構成し、これらが実行されていることを確認します。
• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理の操
作を行うユーザーに LCM管理者の役割が割り当てられていることを確認します。

• 必要に応じて他の製品固有の役割を割り当てます。このガイドの終わりにある付録を参
照してください。

ソースと宛先に関する考慮事項
• ソースと宛先の環境で、同じユーザー・ディレクトリを使用する必要があります。
• ライフサイクル管理のエクスポートおよびインポートの操作中は、製品サービスが稼働し
ている必要があります。

ファイル・システムの考慮事項
• ファイル・システムとの間で移行する場合は、Oracle Hyperion Shared Services Console
またはネットワーク上のライフサイクル管理ユーティリティからファイル・システムにア
クセスできる必要があります。

• ファイル・システム移行のデフォルトの宛先は、Shared Services Java Webアプリケー
ション・サーバー・コンピュータ上にあります。この領域が Shared Servicesコンピュー
タ上に割り当てられていることを確認してください。
Shared Servicesコンピュータのデフォルトのファイル・システムの宛先は、
MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/import_exportです。ファイル・システ
ムの場所は移行プロパティに定義されています。これは共有ディスクを使用するようカ
スタマイズすることもできます。移行プロパティの編集を参照してください。
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アップグレードの考慮事項
前のリリースからアップグレードする場合は、ライフサイクル管理でエクスポートし
たコンテンツを import_exportの場所に抽出する必要があります。
アプリケーションおよびアプリケーション・グループ
• インポート中のアプリケーションがターゲット環境にない場合、ライフサイクル管
理によってアプリケーション・シェルが作成されます。

• 移行を実行するには、アプリケーションがアプリケーション・グループに割り当て
られているか、デフォルト・アプリケーション・グループに属している必要があり
ます。同じ名前の 2つのアプリケーションが存在する場合は、デフォルト・アプリ
ケーション・グループに属するアプリケーションを移行できません。

ノート:

名前が同じアプリケーションを複数保持できるのは、デフォルト・アプ
リケーション・グループのみです。ただし、別のアプリケーション・グ
ループに割り当てられないかぎり、アーティファクトの移行は行われま
せん。

• インポート中のアプリケーションがターゲット環境に存在しないアプリケーショ
ン・グループに属している場合、ライフサイクル管理にそのアプリケーション・グ
ループが作成されます。

ライフサイクル管理での移行時の EPM System環境の可用性
ライフサイクル管理でのアーティファクトの増分移行操作は、次の場合以外、アプリ
ケーションの通常使用時に行うことができます:

• ある環境から別の環境へのアプリケーションまたはリポジトリの完全移行の場合、
システムをメンテナンス期間とすることをお薦めします。

• Oracle Hyperion Financial Managementでディメンション・メタデータ・アーティ
ファクトがインポートされる場合、アプリケーションの現在のユーザー・セッショ
ンが無効化され、ユーザーはアプリケーションを再度開く必要があります。

ノート:

Oracle Hyperion Planning、Oracle Hyperion Calculation Manager、Oracle
Essbaseおよび Oracle Hyperion Financial Reportingには制限はありませ
ん。

その他の重要事項
• ライフサイクル管理をバックアップとリカバリの唯一の方法にしないでくださ
い。バックアップおよびリカバリを参照してください。

• デプロイメント・メタデータのアーティファクトには、デプロイメントの物理サー
バー名と構成情報が含まれます。この情報は、ある環境から別の環境(たとえば、
Devから Test)に移行しないでください。このデータを移行すると、宛先環境の構
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成情報が破損し、システムが使用できなくなります。配置メタデータとライフサイクル管
理を参照してください。

• ライフサイクル管理での移行は、Windowsの予約名(CON、PRN、AUX、NULなど)と同
じ名前のアーティファクトおよびフォルダで失敗します。(予約名の詳細なリストは、オ
ペレーティング・システムのベンダーのサイトを参照してください。)

• シングル・アーティファクト・エクスポートは、ファイル・システムで変更可能なアーデ
ィファクトでのみ使用される必要があります。ファイル・システムで変更可能なアーディ
ファクトに関する情報の製品の付録を参照してください。

ライフサイクル管理のインストール
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理は、
Oracle Hyperion Shared Servicesとともにインストールされます。
ライフサイクル管理のコンポーネントは、EPM_ORACLE_HOME/common/utilities/LCM/
11.1.2.0にインストールされます。

Shared Services高可用性用のライフサイクル管理の構
成

Oracle Hyperion Shared Servicesを高可用性用に構成し、Windowsサービスとして起動する
場合、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理に
対して構成ステップを実行する必要があります。このシナリオには、移行時に共有ディスク
を使用してアーティファクトを格納することも含まれます。共有ディスクの場所を EPM
Systemコンフィグレータの「LCM共有ディスクの場所」フィールドに入力します。
EPM Systemコンフィグレータの「LCM共有ディスクの場所」フィールドの詳細は、『Oracle
Hyperion Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガイド』の
Foundation固有の構成タスクに関する項を参照してください。高可用性の構成の詳細は、
『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System高可用性および障害リカバ
リ・ガイド』の Shared Services高可用性用のライフサイクル管理の構成に関する項を参照し
てください。

ライフサイクル管理のクイック・スタート
ここでは、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理での移行プロセスの概要を示します。各部分のプロセスの説明は、次の表で説明されてい
るガイドまたは項で説明されています。

注意:

ライフサイクル管理のインポートを実行する前に、宛先環境をバックアップしてお
くことをお薦めします。ライフサイクル管理を使用したエクスポートおよびインポ
ートでは、元に戻せません。
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表 2-1 ライフサイクル管理のプロセス

タスク 追加情報
1. Oracle Hyperion Shared Servicesおよび
Oracle Enterprise Performance
Management System製品をインストールし
て構成します。
2. LCM管理者の役割をライフサイクル管理の
ユーザーに割り当てます。
ノート: ほとんどの製品では、ライフサイクル
管理タスクを実行するための追加の役割をユ
ーザーにプロビジョニングする必要がありま
す。追加の役割については、このガイドの巻末
付録を参照してください。
3. 移行のインポートおよびエクスポートのオ
プションを定義します。

• Oracle Hyperion Shared Services
Consoleについては、ライフサイクル管理
および Shared Services Consoleの操作
を参照してください

• ライフサイクル管理ユーティリティにつ
いては、ライフサイクル管理ユーティリテ
ィの使用を参照してください

4. Shared Services Consoleまたはライフサ
イクル管理ユーティリティを使用して、アーテ
ィファクトをファイル・システムにエクスポー
トします。
1. 必要に応じて、Shared Servicesのアーテ

ィファクトをすべて選択します。
2. 必要に応じて、製品固有のアーティファク

トをすべて選択します。
関連するすべてのアーティファクトを選
択することもできます。たとえば、Oracle
Hyperion Calculation Managerのルー
ル、Oracle Hyperion Financial
Reportingのレポート、Oracle Essbaseの
グローバル代替変数などです。

3. 選択したアーティファクトを単一のファ
イル・システム・フォルダにエクスポート
します。

ファイル・システムへのエクスポート.

5. 製品固有の移行の前提条件を実行します。 各製品の移行の前提条件の項。このガイドの
終わりにある付録を参照してください。

6. 宛先環境をバックアップします。
7. Shared Services Consoleまたはライフサ
イクル管理ユーティリティを使用して、アーテ
ィファクトをファイル・システムからインポー
トします。エクスポートされたファイル・シス
テム・フォルダを右クリックして、「インポー
ト」を選択します。

ファイル・システムからのインポート.

8. 移行ステータス・レポートを表示して、すべ
て正常に移行されたことを確認します。

移行ステータス・レポート.
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バックアップおよびリカバリ
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用す
れば、サーバーやコンテンツの物理バックアップが不要になるわけではありません。ライフ
サイクル管理はほとんどのアプリケーション・アーティファクトをエクスポートできるため、
アプリケーション・コンテンツのアーカイブに適しています。次のような場合にライフサイ
クル管理を使用できます:

• ビジネス・ユーザーがアプリケーション・コンテンツを編集する際の、アーティファクト
の一時バックアップの作成。たとえば、Oracle Essbaseまたは Oracle Hyperion Planning
のディメンションに対して変更を行う場合、何か問題が発生したらその変更を元に戻せる
ようにするため、編集を行う前にこのディメンションのライフサイクル管理によるエクス
ポートを実行できます。このエクスポートされたディメンションは一時バックアップと
して機能します。この後で製品のディメンションを編集できます。

• インポートを実行する前のアーティファクトのアーカイブ。テスト・システムから本番シ
ステムにコンテンツを移行する場合、本番アーティファクトをエクスポートして任意のバ
ージョン・コントロール・システムにチェックインすることで、本番アーティファクトを
アーカイブする場合があります。

ノート:

ライフサイクル管理は、論理的なバックアップとリカバリのソリューションとして
のみ使用できます。データのバックアップとリカバリのソリューションとしては推
奨されません。多くの製品では、独自のバックアップとリカバリのソリューション
が提供されています。これらのソリューションについては、『Oracle Enterprise
Performance Management Systemバックアップおよびリカバリ・ガイド』に記載
されています。

セキュリティ
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用す
るには、ユーザーおよびグループに対してプロビジョニングによるセキュリティを設定する
必要があります。ライフサイクル管理を実行するユーザーには LCM管理者の役割を割り当
てる必要があります。LCM管理者は、Oracle Hyperion Shared Servicesに登録されたすべて
のアプリケーションに対し、移行を実行できます。つまり LCM管理者は同じ Shared
Servicesインスタンスを使用して、すべてのアプリケーションを抽出およびロードできます。

ノート:

デプロイメント・メタデータ、Oracle Essbase、Oracle Essbase Studio、Oracle
Hyperion Financial Management、Oracle Hyperion Planningおよび Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementに対して、ライフサイクル管理ユーザーがライフ
サイクル管理タスクを実行するには、LCM管理者の役割の他に追加の製品の役割が
プロビジョニングされている必要があります。追加の役割については、このガイド
の巻末付録を参照してください。
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LCM管理者の役割の割当ての詳細は、Oracle Enterprise Performance Management
Systemユーザー・セキュリティ管理ガイドを参照してください。
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3
ライフサイクル管理の用途

次も参照:

• Shared Servicesの用途
• アーティファクト移行の用途
• バージョン・コントロール・システムにおけるライフサイクル管理の使用
• ライフサイクル管理と既存のワークフロー・システムとの統合

Shared Servicesの用途
ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ)の移行と一括のセキュリティ更新
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理では、ア
ーティファクト(割り当てられた役割、委任リスト、グループ、役割およびユーザー)が異なる
システム間で移行されます。ライフサイクル管理によって、移行対象のアーティファクトを
定義できます。さらに、ライフサイクル管理では、ある環境内でセキュリティの更新を一括
で実行できます。たとえば、あるユーザーまたはユーザー群に対するセキュリティ割当てを
すべて変更できます。
ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ)の移行を参照してください。
タスクフローの移行
ライフサイクル管理を使用すると、次の Oracle Enterprise Performance Management System
製品の Oracle Hyperion Shared Servicesタスクフロー・アーティファクトを移行できます:

• Oracle Hyperion Financial Management

• Oracle Hyperion Profitability and Cost Management

タスク・フローのアーティファクトを使用して、任意の環境から別の環境へタスク・フロー
の定義を移行したり、ファイル・システムでタスク・フローを編集したりできます。詳細は、
Shared Servicesとライフサイクル管理を参照してください。
Shared Servicesレジストリ・データの編集
ライフサイクル管理を使用すると、Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリ・データを
編集して、Secure Socket Layer(SSL)接続の有効/無効を切り替えたり、その他の構成変更を
手動で実行することができます。Shared Servicesレジストリ・データの編集を参照してくだ
さい。
特定の EPM Systemアプリケーションのプロビジョニング・アーティファクトの移行
ライフサイクル管理では、すべてのアプリケーションのプロビジョニングを移行しなくても、
ある特定のアプリケーションのプロビジョニング・アーティファクトを移行できます。プロ
ビジョニング・アーティファクトは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleの「ネイテ
ィブ・ディレクトリ」(「割り当てられた役割」)ノードの下に表示されます。
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次の図は、Shared Services Console内のプロビジョニング・アーティファクトの場所
を示しています。

図 3-1 Shared Services Consoleのプロビジョニング・アーティファクト

手順情報は、ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ)の移行を参照してください。
LCMデザイナの役割での移行
ライフサイクル管理でのインポート操作は、ターゲット環境の分析を必要とし、通常
は管理者によって実行されます。ただし、アプリケーションのビジネス・ユーザーは
システムにおける変更を認識するため、通常、移行するコンテンツはアプリケーショ
ンのビジネス・ユーザーによって定義されます。LCMデザイナの役割では、ユーザー
は移行を定義し、エクスポート操作を実行できますが、インポート操作の実行は制限
されます。
たとえば、次のシナリオを考えてください:

費用予算の管理を担当するプランニング管理者は、テスト環境の費用勘定科目に関連
するデータ・フォームを変更します。プランニング管理者に LCMデザイナの役割を割
り当てると、管理者はデータ・フォームを本番環境に移動する移行を定義できます。
管理者は、アーティファクトがエクスポートされたことを ITマネージャに通知します。
ITマネージャは、エクスポートされたフォルダを本番環境にコピーし、インポート操
作を実行します。(エクスポートされたフォルダには、Import.xmlファイルでのインポ
ート実行の定義が含まれています。)
LCMデザイナの役割は、Shared Services Consoleで割り当てます。(ユーザー役割と
セキュリティのガイドの EPM Systemの役割に関する項を参照。)

第 3章
Shared Servicesの用途

3-2



図 3-2 Shared Services Consoleの LCMデザイナの役割

ユーザーに LCMデザイナの役割が割り当てられると、Shared Services Consoleは次のよう
に変更されます:

• 編集後に、単一のアーティファクトをインポートする機能が無効になります。
• ファイル・システム・フォルダを右クリックした場合に表示されるインポート・オプショ
ンが無効になります。

• Shared Services Consoleの下部にある「インポート」ボタンが無効になります。

アーティファクト移行の用途
製品間でアーティファクトの依存関係があるアプリケーショ
ンの移行

移行を確実に成功させるために、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理では、製品レベルにかぎり、特定の順序に従ってアーティファク
トがインポートされます。ライフサイクル管理では、(アーティファクト・レベルの)複数の製
品に対しては、アーティファクトのインポートが自動的に指示されません。たとえば、Oracle
Hyperion Financial Managementアプリケーションは、Oracle Hyperion Shared Servicesから
のディメンション、ビジネス・ルール、ユーザー・プロビジョニング、および Oracle Hyperion
Financial Reportingからのレポートで構成されている可能性があります。
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ライフサイクル管理を使用して複数の製品からアーティファクトを移行する場合は、
製品アーティファクトをインポートする前に、製品間に依存するアーティファクトが
宛先に存在することを確認する必要があります。これは、ライフサイクル管理の移行
を初めて実行する場合に、特に重要です。
次のドキュメントには、ライフサイクル管理の移行を初めて実行する場合の手順が示
されています。
• Oracle Enterprise Performance Management Systemの Oracle Hyperion Planning
アプリケーションの移行

• Oracle Enterprise Performance Management Systemの Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementアプリケーションの移行

• Oracle Enterprise Performance Management Systemの Oracle Hyperion Financial
Managementアプリケーションの移行

ドキュメント・ライブラリ(http://docs.oracle.com/cd/E57185_01/index.htm)を参照して
ください。

編集目的でのアーティファクトのエクスポートとインポ
ート

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理で
は、アーティファクトをファイル・システムにエクスポートし、編集してからインポ
ートできます。手順の詳細は、編集する個々のアーティファクトのエクスポートとイ
ンポートを参照してください。

アーティファクトの単独編集
Oracle Hyperion Shared Services Consoleでは、移行定義ファイルを使用しなくても、
個々のアーティファクトをファイル・システムにエクスポートし、編集してからイン
ポートできます。手順の詳細は、編集する個々のアーティファクトのエクスポートと
インポートを参照してください。

ノート:

アーティファクトにはファイル・システムで編集できないものもあります。
個々のアーティファクトの編集を参照してください。

アーティファクトは、エクスポート元と同一のアプリケーションにインポートする必
要があります。

バージョン・コントロール・システムにおけるラ
イフサイクル管理の使用

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理で
は、Oracle® Universal Content Managementなどの既存のドキュメントまたはソース・
コードのコントロール・システムを使用して、Oracle Enterprise Performance
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Management Systemのアーティファクトをバージョン管理できます。最も効果的なアプロ
ーチは、アーティファクトをファイル・システムにエクスポートしてから、それを本番サー
バーにインポートする前にバージョン・コントロール・システムにインポートすることです。

図 3-3 ライフサイクル管理を使用したバージョン管理

このアプローチは、使用されている本番コントロール・ツールに応じていくつかの方法で自
動化できます。たとえば、エクスポートされたアーティファクトを最初にバージョン・コン
トロール・システムにインポートしてから、本番システムにインポートするスクリプトを記
述することで、自動化を実現できます。この変更をプロセスに組み込むことで、本番システ
ムのアーティファクトが、該当する日付メタデータを備えて常に企業のバージョン・コント
ロール・システムに存在するようになります。したがって顧客は、「先週は正常に動作してい
たシステムが、現在は動作していない場合、アーティファクトに対するどの変更が先週、本
番システムに移行されたのでしょうか」などの質問に回答できます。バージョン・コントロ
ール・システムが比較機能をサポートしている場合は、テキストベースまたは XMLベースで
EPM Systemアーティファクトに対する差異を提供できます。
ファイル・システムへの移行やファイル・システムからの移行の詳細は、アーティファクト
の移行を参照してください。

ライフサイクル管理と既存のワークフロー・システ
ムとの統合

Java APIまたはコマンドライン・ユーティリティを使用すると、Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Systemライフサイクル管理を既存のワークフロー・システムに統
合できます。移行のロジックは移行定義ファイルで取得されるため、コマンドライン・ユー
ティリティがほとんどのケースで効率的です。移行定義ファイル(XMLファイル)は、Oracle
Hyperion Shared Services Consoleでライフサイクル管理機能を使用して作成するか、ワーク
フロー・システムによってプログラム的に作成できます。
Shared Services Consoleで作成された移行定義ファイルを使用する場合は、プログラム上で
変更してユーザーの資格証明を追加する必要があります。この資格証明は、XMLファイルへ
の挿入時はプレーン・テキストの状態ですが、最初に移行が実行される際は自動的に暗号化
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されます。移行定義ファイルを一度作成すると、コマンドライン・ユーティリティま
たは Java APIを使用して本番管理システムから起動できるようになります。

第 3章
ライフサイクル管理と既存のワークフロー・システムとの統合

3-6



4
Shared Services Console

次も参照:

• Shared Services Consoleの概要
• Shared Services Consoleの起動
• ライフサイクル管理および Shared Services Consoleの統合

Shared Services Consoleの概要
Oracle Hyperion Shared Services Consoleは、ビュー・ペインとタスク・タブで構成されて
います。初めにログインすると、Shared Services Consoleにはビュー・ペインと「参照」タ
ブが表示されます。
ビュー・ペインは、ユーザー・ディレクトリ、ユーザー、グループ、役割、アプリケーショ
ン・グループおよびアプリケーションなどのオブジェクトを選択できるナビゲーション・フ
レームです。通常は、ビュー・ペインで現在選択されている項目の詳細が「参照」タブに表
示されます。その他のタスク・タブは、実行するタスクに応じて開きます。たとえば、「レポ
ート」タブはレポートを生成するとき、「構成」タブはユーザー・ディレクトリを構成すると
きに開きます。
現在の構成に応じて、Shared Services Consoleのビュー・ペインには既存のオブジェクトが
一覧表示されます。これらのオブジェクトを展開すると、詳細を表示できます。たとえば、
「ユーザー・ディレクトリ」オブジェクトを展開すると、構成済のすべてのユーザー・ディレ
クトリが一覧表示されます。構成済のユーザー・ディレクトリでユーザーとグループを検索
することもできます。
オブジェクトを右クリックすると表示されるショートカット・メニューは、ビュー・ペイン
上のオブジェクトに関連付けられています。
ビュー・ペインのオブジェクトに関連付けられたショートカット・メニューは、オブジェク
トに対する操作を実行する最も早い方法です。ショートカット・メニューのオプションは、
選択した対象に従って動的に変更されます。ショートカット・メニューのコマンドは、メニ
ュー・バーのメニューでも使用可能です。使用可能なメニュー・オプションを表すボタンが
ツールバーに表示されます。

Shared Services Consoleの起動
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceのメニュー・オプションを
使用して、Oracle Hyperion Shared Services Consoleにアクセスします。
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ノート:

EPM Workspaceは、他の Oracle Enterprise Performance Management
System製品へのアクセスに使用するポータルです。現在の EPM
Workspaceユーザーに割り当てられた Oracle Hyperion Shared Servicesの
役割によって、Shared Services Consoleでユーザーが使用できるリソースが
決まります。

Shared Services Consoleを起動するには:

1. 次に移動します:

http://Web_server_name:port_number/workspace
URLの中で、Web_server_nameは Oracle Hyperion Foundation Servicesが使用す
るWebサーバーが実行されているコンピュータの名前を示し、port_numberは
Webサーバー・ポートを示します。たとえば、https://myWebserver:19000/
workspaceのようになります。

ノート:

セキュアな環境の EPM Workspaceにアクセスする場合、プロトコルと
して https (httpではなく)を使用し、セキュアなWebサーバー・ポート
番号を使用します。たとえば、https://myWebserver:19043/workspace
のような URLを使用します。

2. 「アプリケーションの起動」をクリックします。
ポップアップ・ブロッカが原因で EPM Workspaceが開かない場合があることに注
意してください。

3. ログオン・ウィンドウで、ユーザー名とパスワードを入力します。
最初は、Shared Services Consoleへアクセスできる唯一のユーザーは、ユーザー
名とパスワードがデプロイメント・プロセス中に指定された EPM System管理者
です。

4. 「ログオン」をクリックします。
5. EPM Workspaceから、「ナビゲート」、「管理」、「Shared Services Console」の
順に選択します。

ライフサイクル管理および Shared Services Console
の統合

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理は
Oracle Hyperion Shared Services Consoleと統合され、アーティファクトはアプリケ
ーション・グループおよびアプリケーションの下にリストされます。たとえば、Shared
Services Consoleには Developmentというアプリケーション・グループが表示されま
す。Developmentアプリケーション・グループの下には、HFM Management Reporting
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アプリケーションが表示されます。HFM Management Reportingアプリケーションの下に
は、ディメンショナル・モデルまたは非ディメンショナル・モデルが表示されます
(Accounts、Entities、Security、Member Listsなど)。
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5
アプリケーションおよびアプリケーション・グループでの操作

次も参照:

• 概要
• アプリケーション・グループの操作
• アプリケーションの管理

概要
アプリケーション・グループとアプリケーションは、Oracle Enterprise Performance
Management Systemにおける重要な概念です。アプリケーションは、Oracle Hyperion
Shared Servicesに登録されている EPM System製品の 1つのインスタンスへの参照です。
プロビジョニングおよび Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライ
フサイクル管理アクティビティは、アプリケーションに対して実行されます。通常、アプリ
ケーションはアプリケーション・グループにグループ分けされます。

アプリケーション・グループの操作
通常、デプロイしたアプリケーションは、Oracle Enterprise Performance Management
Systemによって、デプロイ時に選択した既存のアプリケーション・グループか、デフォル
ト・アプリケーション・グループ内に置かれます。
アプリケーション・グループは EPM Systemアプリケーションのコンテナです。たとえば、
アプリケーション・グループには、Oracle Hyperion Planningアプリケーションが含まれてい
る場合があります。アプリケーションが属すことのできるアプリケーション・グループの数
は 1つですが、アプリケーション・グループには複数のアプリケーションを含められます。
EPM System製品では、アプリケーションは独自のアプリケーション・グループ内に置かれ
ます。EPM System製品によって独自のアプリケーション・グループが作成されない場合、
アプリケーション・グループ(たとえば、デフォルト・アプリケーション・グループ)を選択
し、アプリケーションを整理します。
Oracle Hyperion Shared Servicesに登録されているが、アプリケーション・グループに追加
されていないアプリケーションは、ビュー・ペインの「デフォルト・アプリケーション・グ
ループ」ノードの下にリストされます。「デフォルト・アプリケーション・グループ」ノード
に一覧表示されているアプリケーションの役割にユーザーおよびグループをプロビジョニン
グし、プロビジョニング情報を失うことなくアプリケーションをアプリケーション・グルー
プに移動できます。必要に応じて、カスタムのアプリケーション・グループを作成できます。
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ノート:

アプリケーション・グループを作成および管理するには、Shared Services管
理者またはプロジェクト・マネージャである必要があります。Shared
Services管理者はすべての登録済アプリケーションを使用できます。プロジ
ェクト・マネージャは自分がプロビジョニング・マネージャであるアプリケ
ーションのみ使用できます。

アプリケーション・グループの作成
アプリケーション・グループの作成中、新規アプリケーション・グループにアプリケ
ーションを割り当てることもできます。
アプリケーション・グループを作成するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、「アプリケーション・グループ」を右クリックし、「新規」を選
択します。
「新規アプリケーション・グループ」画面が表示されます。

3. 「名前」に一意のアプリケーション・グループ名を入力し、「説明」にはオプション
の説明を入力します。

4. このアプリケーション・グループにアプリケーションを割り当てるには:

• 「アプリケーション・グループのアプリケーションのリスト」から、割り当て
るアプリケーションを含むアプリケーション・グループを選択します。

• 「リストの更新」をクリックします。
「使用可能なアプリケーション」リストにアプリケーション・グループに割り
当てることのできるアプリケーションが表示されます。

• 「使用可能なアプリケーション」でアプリケーション・グループに割り当てる
アプリケーションを選択し、「追加」をクリックします。

• 割り当てられたアプリケーションを除去するには、「割り当てられたアプリケ
ーション」から除去するアプリケーションを選択し「削除」をクリックしま
す。現在のセッションで割り当てたアプリケーションをすべて除去するには、
「リセット」をクリックします。

a. 「アプリケーション・グループのアプリケーションのリスト」から、割り当て
るアプリケーションを含むアプリケーション・グループを選択します。

b. 「リストの更新」をクリックします。
「使用可能なアプリケーション」リストにアプリケーション・グループに割り
当てることのできるアプリケーションが表示されます。

c. 「使用可能なアプリケーション」でアプリケーション・グループに割り当てる
アプリケーションを選択し、「追加」をクリックします。

d. 割り当てられたアプリケーションを除去するには、「割り当てられたアプリケ
ーション」から除去するアプリケーションを選択し「削除」をクリックしま
す。現在のセッションで割り当てたアプリケーションをすべて除去するには、
「リセット」をクリックします。
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5. 「終了」をクリックします。
6. 「追加作成」をクリックし、別のアプリケーション・グループを作成するか、「OK」をク
リックしてステータス画面を閉じます。

アプリケーション・グループ・プロパティの変更
プロパティおよびアプリケーションの割当てなどアプリケーション・グループの設定はすべ
て変更できます。

ノート:

また、別のアプリケーション・グループからアプリケーションを移動することで、
アプリケーション・グループにアプリケーションを追加することもできます。アプ
リケーションの移動を参照してください。

アプリケーション・グループを変更するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで「アプリケーション・グループ」を選択します。
3. 「参照」タブでアプリケーション・グループを右クリックし、「開く」を選択します。
4. 必要に応じてアプリケーション・グループ・プロパティを変更します。
アプリケーションの割当てまたは削除の詳細は、アプリケーション・グループの作成を参
照してください。

5. 「保存」をクリックします。
アプリケーション・グループの削除
アプリケーション・グループを除去すると、アプリケーションとアプリケーション・グルー
プとの関連付けが除去され、アプリケーションからプロビジョニング割当てが削除されて、
アプリケーション・グループも削除されます。
アプリケーション・グループを削除するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインでアプリケーション・グループを右クリックし、「削除」を選択します。
3. 「はい」をクリックします。

ノート:

デフォルト・アプリケーション・グループまたは基本アプリケーション・グループ
は削除できません。Shared Services Consoleのファイル・システム・ノードを削除
することもできません。
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アプリケーションの管理
Oracle Hyperion Shared Servicesにより、登録済 Oracle Enterprise Performance
Management Systemアプリケーションが追跡されます。通常、EPM System製品は、
EPM Systemコンフィグレータを使用してデプロイする際に Shared Servicesに登録
されます。EPM Systemアプリケーション・インスタンスは、デプロイする際に
Shared Servicesに登録されます。
一部のアプリケーションを登録すると、アプリケーション・グループが作成され、ア
プリケーションが割り当てられます。登録によりアプリケーション・グループが作成
されない場合は、アプリケーションがデフォルト・アプリケーション・グループの下
にリストされます。これらのアプリケーションをプロビジョニングできます。デフォ
ルト・アプリケーション・グループから別のアプリケーション・グループにアプリケ
ーションを移動すると、Shared Servicesにプロビジョニング情報が保存されます。ア
プリケーションがアプリケーション・グループに割り当てられていなくても、アプリ
ケーションをデフォルト・アプリケーション・グループに移行できます。

ノート:

名前が同じアプリケーションを複数保持できるのは、デフォルト・アプリケ
ーション・グループのみです。ただし、アプリケーションが別のアプリケー
ション・グループに割り当てられないかぎり、アーティファクトの移行は行
われません。

アプリケーションの移動
アプリケーション・グループからアプリケーションを移動すると、アプリケーション
とアプリケーション・グループ間の関連付けが除去されます。
アプリケーションを移動するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 移動するアプリケーションを含むアプリケーション・グループのノードを展開しま
す。

3. アプリケーションを右クリックし、「移動」を選択します。
4. 「移動」タブでアプリケーションの移動先のアプリケーション・グループを選択し
ます。

5. 「保存」をクリックします。

ノート:

Shared Servicesとデプロイメント・メタデータのアプリケーションは、
Foundationアプリケーション・グループから移動できません。
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複数のアプリケーションの削除
Shared Servicesの管理者がアプリケーションを削除すると、プロビジョニング情報も削除さ
れます。
複数のアプリケーションを削除するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、「アプリケーション・グループ」を右クリックし、「アプリケーション
の削除」を選択します。

3. 削除するアプリケーションを選択します。
アプリケーション・グループ内のすべてのアプリケーションを削除するには、そのアプリ
ケーション・グループを選択します。

ノート:

この画面でアプリケーション・グループを削除できません。アプリケーション・
グループの削除を参照してください。

4. 「削除」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。
アプリケーションの削除
Shared Servicesの管理者はアプリケーション・グループからアプリケーションを削除できま
す。アプリケーション・グループからアプリケーションを削除する場合、そのアプリケーシ
ョンのプロビジョニング情報はすべて除去されます。
アプリケーションを削除するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで、削除するアプリケーションを含むアプリケーション・グループのノー
ドを展開します。

3. アプリケーションを右クリックし、「削除」を選択します。
4. 「OK」をクリックします。
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6
ライフサイクル管理および Shared Services
Consoleでの操作

次も参照:

• アーティファクトの表示
• アーティファクトの検索
• アーティファクトの移行
• Shared Servicesレジストリ・データの編集
• 移行プロパティの編集
• 移行データの削除
• ライフサイクル管理のレポート

アーティファクトの表示
Oracle Hyperion Shared Services Consoleの Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理インタフェースを使用して、アーティファクトの表
示、検索、エクスポートおよびインポートが可能です。アーティファクトは各種カテゴリに
ソートされているため、整然と表示されます。
表形式のライフサイクル管理インタフェースにより、複数のアプリケーションを表示できま
す。

ノート:

アーティファクトは製品ごとに異なります。製品のアーティファクトおよびカテゴ
リの詳細は、このガイドの終わりにある付録を参照してください。

Shared Services Consoleでアーティファクトを表示するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで「アプリケーション・グループ」ノードを展開し、アプリケーション・
グループを表示します。

3. アプリケーションを表示するために、アプリケーション・グループを展開します。
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ノート:

「Foundation」アプリケーション・グループには、Oracle Hyperion
Calculation Manager、デプロイメント・メタデータ、Oracle Hyperion
Shared Servicesなどの Foundationアプリケーションが含まれていま
す。「ファイル・システム」ノードでは、EPM Systemコンフィグレータ
に定義されたデフォルトの Shared Servicesファイル・システムの場所が
読み取られます。

4. アプリケーションを選択して(またはアプリケーションを右クリックし、「エクスプ
ローラ」を選択して)、アーティファクトのリストを表示します。
「アーティファクト・リスト」タブにはアーティファクト・リストが表示されます。
アーティファクト・リストの上に、次のビュー・オプションが表示されます。
• 「アーティファクト・リスト」: アプリケーションとリポジトリのアーティファ
クトを表示
各アプリケーション・グループに新しいタブが表示されます。移行が完了する
と、タブは閉じます。

• 「選択済アーティファクト」: タブであらかじめ選択済のアーティファクトを表
示
ライフサイクル管理インタフェースでは、アプリケーションとアプリケーショ
ン・グループ間で移動した際に選択したアーティファクトを記憶しています。
この機能は複数の製品間でアプリケーションの移行を定義するときに役立ち
ます。

• 「アーティファクトの検索」: アーティファクトの検索オプションを表示しま
す。

アーティファクトの検索
アーティファクト・リストの上にあるアーティファクトの検索オプションを使用して、
アーティファクトの検索オプションを表示できます。
Oracle Hyperion Shared Services Consoleでアーティファクトを検索するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. アーティファクトを表示します。アーティファクトの表示を参照してください。
3. 「アーティファクト・リスト」タブで、「アーティファクトの検索」をクリックしま
す。

4. 検索オプションを入力します:

• アーティファクト名 - アーティファクトの名前。アスタリスク(*)をパターン
検索でワイルドカードとして使用するか、フィルタの条件に一致するアーティ
ファクトを検索します。たとえば、A*と指定すると、A(検索は大文字と小文字
を区別しないため、小文字の aも含む)で始まるすべてのアーティファクトが
戻ります。*Aでは A(または小文字の a)で終わるすべてのアーティファクトが
戻ります。
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• 変更日 - 次のオプションから選択します。
– 今日 - 今日変更されたアーティファクト
– 昨日 - 昨日変更されたアーティファクト
– 過去 7日間 - 最近 7日間に変更されたアーティファクト
– 過去 1か月間 - 最近 1か月間に変更されたアーティファクト
– 日付範囲 - 指定した日付範囲内(指定した日付を含む)に変更されたアーティファ
クト

ノート:

変更日をサポートしないアーティファクトは常に表示されます。
変更日または時間をサポートしないアーティファクトのリストは、このガイ
ドの終わりにある付録を参照してください。

• 開始日 - 日付範囲の開始の日(たとえば、01/01/2008)

• 終了日 - 日付範囲の終了の日(たとえば、01/31/2008)

• 変更者 - ユーザーの名前。アスタリスク(*)をパターン検索でワイルドカードとして
使用するか、フィルタの条件に一致するアーティファクトを検索します。検索では大
文字/小文字は区別されません。

ノート:

検索条件が指定されないと、アプリケーションのすべてのアーティファクトが
表示されます。

5. 「検索」をクリックします。

アーティファクトの移行
アーティファクトを次のインスタンスのファイル・システムとの間で移行することができま
す:

• ソースと宛先が同じ Oracle Hyperion Shared Servicesインスタンスに登録されている場
合

• ソースと宛先が異なる Shared Servicesインスタンスに登録されているが、共有ファイ
ル・システムが使用されている場合

ソースと宛先が同じ Shared Servicesインスタンスに登録されておらず、同じネットワーク内
にもない場合は、中間のファイル・システムにアーティファクトをエクスポートし、FTP、
DVD、または他の転送メソッドを使用して、中間のファイル・システムを宛先システムに転
送できます。
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ノート:

転送のシナリオでは、ファイル・システム・フォルダが MIDDLEWARE_HOME/
user_projects/epmsystem1の import_exportフォルダに直接コピーされる
ことを確認します。

ファイル・システムへのエクスポート
ファイル・システムの場所は、Shared Servicesの Java Webアプリケーション・サー
バー・コンピュータです。Shared Servicesコンピュータのデフォルトの宛先は、
MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/import_exportです。ファイル・シス
テムの場所にエクスポート(コピー)されたアプリケーションまたはアーティファクト
は、ビュー・ペインの「ファイル・システム」ノードの下に表示されます。アーティ
ファクトがファイル・システムにエクスポートされると、ネイティブ製品でアーティ
ファクトが更新された最後の変更日時が保持されます。
Oracle Hyperion Shared Services Consoleを使用してファイル・システムにアーティ
ファクトとアプリケーションをエクスポートするには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「移行オプション」を選択します。
3. 移行オプション・タブで、移行用のエクスポート・オプションを確認します。
インストールされた製品に対するオプションのみが表示されます。製品によって
オプションは異なり、すべての製品にエクスポート・オプションがあるわけではあ
りません。必要に応じて何も変更せずにデフォルトのオプションを受け入れるこ
とができます。
製品別のオプションのリストは、移行オプションの設定を参照するか、このガイド
の終わりにある付録を参照してください。

4. 移行オプションを変更した場合は、「保存」をクリックします。
5. 「アプリケーション・グループ」ノードを展開し、エクスポートするアプリケーシ
ョンを選択します。
アプリケーションを選択すると、「アーティファクト・リスト」タブにアプリケー
ションとそのアプリケーションとリポジトリ・アーティファクトが表示されます。

6. 各アプリケーションの「アーティファクト・リスト」タブで、エクスポートするア
ーティファクトを選択します。

ノート:

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサ
イクル管理を使用して Financial Reportingユーザー・プリファレンスを
移行(エクスポートまたはインポート)することはできません。
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個々のアーティファクトを選択するには、アーティファクトの横にあるチェックボックス
をクリックします。すべてのアーティファクトを選択するには、「すべて選択」をクリッ
クします。

7. Shared Services Consoleの右下にある「エクスポート」ボタンをクリックします。
8. 「エクスポート」ダイアログ・ボックスで、アーティファクトがエクスポートされるファ
イル・システム・フォルダを入力し、「エクスポート」をクリックします。
デフォルトのファイル・システム・フォルダ名は、username DD-MM-YY Hour_Min形式で
表示されます。たとえば、admin 03-01-12 09_32です。デフォルトを受け入れるか、ま
たは異なるファイル・システム・フォルダ名を入力します。
ライフサイクル管理では、フォルダ名にネイティブ・オペレーティング・システムでサポ
ートされない文字は許可されないことに注意してください。たとえば、Windowsではフ
ォルダ名にコロンは許可されませんが、ライフサイクル管理でも同様です。
選択されているすべてのアプリケーションおよびアーティファクトは、指定されたファイ
ル・システム・フォルダにエクスポートされます。(複数のアプリケーションがある場合、
異なるファイル・システム・フォルダを指定する必要はありません。)
ファイル・システムにすでに存在するファイル・システム・フォルダ名を指定した場合
は、新しいファイル・システム・フォルダ名を指定することが求められます。

9. 「移行ステータス・レポート」タブで移行ステータスを表示します。
移行ステータス・レポートを参照してください。

アーティファクトが正常に移行された後で、新しいファイル・システムフォルダが Shared
Services Consoleの「ファイル・システム」ノードの下に作成されます。ファイル・システ
ム・フォルダを展開すると、アプリケーションが製品名とそれに続くアプリケーション名で
表示されます。

ヒント:

ファイル・システムに移行されるアーティファクトのセキュリティを保護できます。
第 1レベルのセキュリティは、ファイル・システム・セキュリティです。ファイル・
システム上のアーティファクトへのアクセスを制限するには、Shared Servicesを開
始するユーザーに import_exportフォルダへのすべての権限を許可し、その他のユ
ーザーには許可しないように、import_exportフォルダの権限を変更します。追加
のセキュリティ・レベルが必要な場合は、import_exportフォルダのコンテンツを、
パスワードで保護されたコンテナ(Winzipなど)に移動するか、PGPまたはその他の
データ暗号化メソッドを使用して、ファイル・システム上で暗号化します。アーテ
ィファクトをファイル・システムからインポートする前に、権限のあるユーザーが
アーティファクトの暗号化を解除するようにしてください。

アーティファクトのファイル・システムへの再エクスポート
必要に応じてアーティファクトをファイル・システムに再エクスポートできます。アーティ
ファクトを再エクスポートするには、「ファイル・システム」ノードの下のフォルダを右クリ
ックし、エクスポートの繰返しを選択します。
エクスポートを繰り返すと、アーティファクトは、新しいファイル・システム・フォルダに
エクスポートされます。アーティファクトを再インポートするには、「ファイル・システム」
ノードの下のフォルダを右クリックし、「インポート」を選択します。(インポートする前に製
品に設定された移行オプションをチェックする必要があります。)
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ファイル・システムからのインポート
ファイル・システムの場所は、Shared Servicesの Java Webアプリケーション・サー
バー・コンピュータです。Shared Servicesコンピュータのデフォルトの宛先は、
MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/import_exportです。ファイル・シス
テムの場所にエクスポート(コピー)されたアプリケーションまたはアーティファクト
は、ビュー・ペインの「ファイル・システム」ノードの下に表示されます。アーティ
ファクトがファイル・システムにエクスポートされると、ネイティブ製品でアーティ
ファクトが更新された最後の変更日時が保持されます。
Shared Services Consoleを使用して、ファイル・システムからアーティファクトおよ
びアプリケーションをインポートするには:

1. 宛先環境をバックアップします。
2. Shared Services Consoleを起動します。

Shared Services Consoleの起動を参照してください。
3. 「管理」、「移行オプション」を選択します。
4. 移行オプション・タブで、移行用のインポート・オプションを定義します。
インストールされた製品に対するオプションのみが表示されます。製品によって
オプションは異なり、すべての製品にインポート・オプションがあるわけではあり
ません。必要に応じて何も変更せずにデフォルトのオプションを受け入れること
ができます。
製品別のオプションのリストは、移行オプションの設定を参照するか、このガイド
の終わりにある付録を参照してください。

5. 「ファイル・システム」ノードを展開し、インポートするアプリケーションを選択
します。
アプリケーションを選択すると、「アーティファクト・リスト」タブにアプリケー
ションとそのアプリケーションとリポジトリ・アーティファクトが表示されます。

6. 次のいずれかの方法でアーティファクトをインポートします。
• 「ファイル・システム」フォルダを右クリックして、「インポート」を選択しま
す。
そのフォルダ内のすべてのアプリケーションをインポートします。インポー
トする「ファイル・システム」フォルダを選択すると、ダイアログ・ボックス
が表示され、インポートを続行するかどうかの確認が求められます。

• 「ファイル・システム」フォルダの下の個々のアプリケーションを右クリック
して、「インポート」を選択します。

• それぞれのアプリケーションの「アーティファクト・リスト」タブで、インポ
ートするアーティファクトを選択し、Shared Services Consoleの右下にある
「インポート」ボタンをクリックします。
デザイナ・ロールが割り当てられたユーザーでは「インポート」ボタンは使用
できません。

7. 「インポート」ダイアログ・ボックスで、インポートするアプリケーションを選択
し、「インポート」をクリックします。
デフォルトでは、ファイル・システム(移行定義ファイル)からのアプリケーション
名が表示されます。存在しない場合は、アプリケーションが作成されます。
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8. 「移行ステータス・レポート」タブで移行ステータスを表示します。
移行ステータス・レポートを参照してください。

移行オプションの設定
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理による移
行では、インポートおよびエクスポートのオプションを設定できます。インストールされた
製品に対するオプションのみが表示されます。製品によってオプションは異なり、すべての
製品にオプションがあるわけではありません。必要に応じて何も変更せずにデフォルトのオ
プションを受け入れることができます。
移行オプションはすべてのライフサイクル管理の移行にグローバルに適用できます。これら
は移行定義ファイルで明示的にオプションを指定することで上書きできます。
移行オプションを設定するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」、「移行オプション」を選択します。
3. 「移行オプション」タブで、移行に必要なオプションを入力します。
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例 6-1 移行のインポート・オプション
表 6-1 インポート・オプション

インポート・オプション 説明
Essbase Studio - インポート・モード インポート・オプションを選択します:

• 置換: 要素がカタログ・データベースにす
でに存在する場合は、カタログ・ファイル
の新しい要素で上書きされます。

• マージ: 要素がカタログ・データベースに
すでに存在する場合は、その要素が保持さ
れ、XMLファイルの重複する要素は使用
されません。XMLファイルを使用して、
カタログ・データベースが作成されます。
少なくとも 1つのインポートされたオブ
ジェクトがカタログに存在する場合、イン
ポート・プロセスは終了します。

• 要素が存在する場合は中止: XMLファイ
ルを使用してカタログ・データベースが作
成されます。少なくとも 1つのインポー
トされたオブジェクトがカタログに存在
する場合、インポート・プロセスは終了し
ます。

ノート: 「移行オプション」ダイアログ・ボッ
クスで指定された値を上書きするには、移行定
義ファイルに次を直接入力します:

<Options
option="OverwriteCatalogObjects"
Value="value"/>
例:

<Options
option="OverwriteCatalogObjects"
Value="SKIP"/>
移行定義ファイルに直接入力する場合の有効
な値は Replace/Merge/Abort (要素が存在
する場合)です。
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表 6-1 (続き) インポート・オプション

インポート・オプション 説明
Essbaseアプリケーション - アーティファク
トを上書き

「はい」の場合、宛先の場所にあるすべてのア
ーティファクトを上書きします。デフォルト
値は「いいえ」です。
ノート: 「移行オプション」ダイアログ・ボッ
クスで指定された値を上書きするには、移行定
義ファイルに次を直接入力します:

<Options option="overWriteArtifact"
Value="value"/>
例:

<Options option="overWriteArtifact"
Value="false"/>
移行定義ファイルに直接入力する場合の有効
な値は True/falseです。

Essbaseアプリケーション - キューブの再構
築

次のいずれかのオプションを選択します:
• 「キューブ・データを保持」 - キューブの
アウトラインを再構築するときにキュー
ブのデータを保持します。

• 「キューブ・データを破棄」 - キューブの
アウトラインを再構築するときにキュー
ブのデータを破棄します。

• 「入力データのみ保持」 - キューブのアウ
トラインを再構築するときに入力データ
のみを保持します。

• レベル 0データのみ保持 - キューブのア
ウトラインを再構築するときにレベル 0
のデータのみを保持します。

ノート: 「移行オプション」ダイアログ・ボッ
クスで指定された値を上書きするには、移行定
義ファイルに次を直接入力します:

<Options option="restructureCube"
Value="value"/>
例:

<Options option="restructureCube"
Value="Retain cube data"/>
移行定義ファイルに直接入力する場合の有効
な値は Retain cube data/Discard cube
data/Keep only input data/Keep only
0 level dataです。
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表 6-1 (続き) インポート・オプション

インポート・オプション 説明
FDMEE - 検証のスキップ <guilabel moreinfo="none">インポート中に

宛先の場所でのターゲット次元メンバーの検
証をスキップします。
ノート: 「移行オプション」ダイアログ・ボッ
クスで指定された値を上書きするには、移行定
義ファイルに次を直接入力します:

<Options option="skipValidation"
Value="value"/>
例:

<Options option="skipValidation"
Value="true"/>
移行定義ファイルに直接入力する場合の有効
な値は True/falseです。

Financial Close Management - インポー
ト・モード

次のいずれかのオプションを選択します:
• 置換 - インポートしたアーティファクト

で選択したアーティファクトを上書きし
ます

• すべて置換 - インポートしたアーティフ
ァクトで既存のアーティファクトをすべ
て上書きします

ノート: 「移行オプション」ダイアログ・ボッ
クスで指定された値を上書きするには、移行定
義ファイルに次を直接入力します:

<Options option="replaceOption"
Value="value"/>
例:

<Options option="replaceOption"
Value="Replace"/>
移行定義ファイルに直接入力する場合の有効
な値は Replace/Replace Allです。
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表 6-1 (続き) インポート・オプション

インポート・オプション 説明
HFM - ディメンションのインポート・モード 次のいずれかのインポート操作を選択します:

• 置換 - アーティファクトをインポートし
たアーティファクトで上書きします。

• マージ - アーティファクトをインポート
したアーティファクトとマージします。
ノート: このオプションは、移行で定義さ
れたすべてのディメンションに適用され
ます。

ノート: 「移行オプション」ダイアログ・ボッ
クスで指定された値を上書きするには、移行定
義ファイルに次を直接入力します:

<Options
option="ImportDimensionMode"
Value="value"/>
例:

<Options
option="ImportDimensionMode"
Value="Merge"/>
移行定義ファイルに直接入力する場合の有効
な値は Replace/Mergeです。

HFM - フェーズ送信割当てインポート・モード 次のいずれかのインポート操作を選択します:

• 置換 - アーティファクトをインポートし
たアーティファクトで上書きします。

• マージ - アーティファクトをインポート
したアーティファクトとマージします。

ノート: <Options
option="ImportPhaseSubmissionAssignm
entMode" Value="value"/>
例:

<Options
option="ImportPhaseSubmissionAssignm
entMode" Value="Replace"/>
移行定義ファイルに直接入力する場合の有効
な値は Replace/Mergeです。
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表 6-1 (続き) インポート・オプション

インポート・オプション 説明
Shared Services - 最大エラーしきい値 インポート・プロセスが停止されるまでに許容

されるエラーの数。
ノート: 「移行オプション」ダイアログ・ボッ
クスで指定された値を上書きするには、移行定
義ファイルに次を直接入力します:

<Options option="maxerrors"
Value="value"/>
例:

<Options option="maxerrors"
Value="100"/>
移行定義ファイルに直接入力する場合の有効
な値は 10/50/100/500/1000/5000/>5000
です。

Shared Services - インポート・モード 次のいずれかのインポート操作を選択します:
• 作成または更新
• 作成
• 更新
• 削除
ノート:
• 非アクティブ化されたネイティブ・ディレ
クトリのユーザーを削除するには、ユーザ
ーを最初にアクティブ化してから削除す
る必要があります。

• 「移行オプション」ダイアログボックスで
指定された値を上書きするには、移行定義
ファイルに次を直接入力します。
<Options option="operation"
Value="value"/>
例:

<Options option="operation"
Value="Delete"/>
移行定義ファイルに直接入力する場合の
有効な値は Create or Update/
Create/Update/Deleteです。

例 6-2 移行オプションのあるサンプルの移行定義ファイル
次に、移行オプションの行を太字で示したサンプルの移行定義ファイルを示します。
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="admin" password="" />
   <Task>
      <Source type="Application" product="HUB" project="Foundation" 
application="Shared Services" />
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      <Target type="FileSystem" filePath="/exp1/HUB.Shared Services" />
      <Options option="operation" Value="delete" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Native Directory" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Taskflows" pattern="*" />
   </Task>
   <Task>
      <Source type="FileSystem" filePath="/exp22/HUB.Shared Services" />
      <Target type="Application" product="HUB" project="Foundation" 
application="Shared Services" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Native Directory" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Taskflows" pattern="*" />
   </Task>
</Package>

エクスポート
アーティファクトがエクスポートされたファイル・システム・フォルダを入力し、 「エクス
ポート」をクリックします。
デフォルトのファイル・システム・フォルダ名は、username DD-MM-YY Hour_Min形式で表示
されます。たとえば、admin 03-01-12 09_32です。デフォルトを受け入れるか、または異な
るファイル・システム・フォルダ名を入力します。
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System Lifecycle Managementでは、
ネイティブ・オペレーティング・システムでサポートされていない文字はフォルダ名に使用
できません。たとえば、Windowsではフォルダ名にコロンは許可されませんが、ライフサイ
クル管理でも同様です。
選択されているすべてのアプリケーションおよびアーティファクトは、指定されたファイル・
システム・フォルダにエクスポートされます。(複数のアプリケーションがある場合、異なる
ファイル・システム・フォルダを指定する必要はありません。)
ファイル・システムにすでに存在するファイル・システム・フォルダ名を指定した場合は、
新しいファイル・システム・フォルダ名を指定することが求められます。

インポート
インポートするアプリケーションを選択し、「インポート」をクリックします。
デフォルトでは、ファイル・システム(アプリケーション定義またはメタデータ XMLファイ
ル)からのアプリケーション名が表示されます。存在しない場合は、アプリケーションが作成
されます。

インポート
インポートを続行するには「OK」をクリックします。「OK」をクリックすると、「ファイル・
システム」ノードの下の選択したフォルダ内のすべてのアプリケーションまたはファイル・
システム・フォルダの下の選択した個々のアプリケーションがインポートされます。

第 6章
アーティファクトの移行

6-13



フォルダの名前変更
新規フォルダ名を入力し、「OK」をクリックします。
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System Lifecycle Management
では、ネイティブ・オペレーティング・システムでサポートされていない文字はフォ
ルダ名に使用できません。たとえば、Windowsではフォルダ名にコロンは許可されま
せんが、ライフサイクル管理でも同様です。
ファイル・システムにすでに存在するフォルダ名を指定した場合は、新しいフォルダ
名を指定することが求められます。

アップロード
「参照」をクリックし、アップロードするファイルを選択して「終了」をクリックしま
す。

変更あり
この画面には、日付以降に変更されたアーティファクトが画面の上部にリストされま
す。アーティファクトをエクスポートするには、アーティファクトの横にあるチェッ
ク・ボックスを選択して「エクスポート」をクリックします。

編集する個々のアーティファクトのエクスポートとイン
ポート

Oracle Hyperion Shared Services Consoleでは、個々のアーティファクトをファイル・
システムにエクスポートし、編集してからインポートし直すことができます。アーテ
ィファクトは、エクスポート元と同一のアプリケーションにインポートする必要があ
ります。

ノート:

アーティファクトにはファイル・システムで編集できないものもあります。
個々のアーティファクトの編集を参照してください。

編集する個々のアーティファクトのエクスポートとインポート
Oracle Hyperion Shared Services Consoleを使用して個々のアーティファクトをエク
スポートするには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで「アプリケーション・グループ」ノードを展開し、アプリケーシ
ョン・グループを表示します。

3. アプリケーションを表示するために、アプリケーション・グループを展開します。
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4. アプリケーションを選択して(またはアプリケーションを右クリックし、「エクスプロー
ラ」を選択して)、アーティファクトのリストを表示します。

5. エクスポートするアーティファクトを右クリックし、「編集用にエクスポート」を選択し
ます。

6. 「ファイルのダウンロード」で、「保存」をクリックします。
7. ローカル・ファイル・システムの保存場所を入力し、「保存」をクリックします。

個々のアーティファクトの編集
アーティファクトは、個別のアプリケーションまたはリポジトリ・アイテム (スクリプト、Web
フォーム、データ・フォーム、ルール・ファイル、ドキュメント、財務レポートなど)である
ため、その編集方法はアーティファクトのタイプによって異なります。一部のアーティファ
クトはテキスト・エディタで編集可能ですが、中には編集時に製品が必要なものもあります。
たとえば、Oracle Hyperion Calculation Managerアーティファクトは XMLベースであるた
め、テキスト・エディタで編集できます。
アーティファクトがファイル・システム上で編集可能かどうかを判別するには、このガイド
の巻末付録のアーティファクト・リストを確認してください。

注意:

編集用にエクスポートしたファイルは名前変更しないでください。インポートが失
敗します。

編集後の個々のアーティファクトのインポート
アーティファクトは、エクスポート元と同一のアプリケーションにインポートする必要があ
ります。また、アーティファクトのエクスポート中に使用された同じファイル名を使用する
必要があります。
Oracle Hyperion Shared Services Consoleを使用して個々のアーティファクトをインポート
するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで「アプリケーション・グループ」ノードを展開し、アプリケーション・
グループを表示します。

3. アプリケーションを表示するために、アプリケーション・グループを展開します。
4. アプリケーションを選択して(またはアプリケーションを右クリックし、「エクスプロー
ラ」を選択して)、アーティファクトのリストを表示します。

5. アプリケーション内の任意のアーティファクトを右クリックし、「編集後にインポート」
を選択します。

6. 「アーティファクトのロード」で、アーティファクトを保存するローカルのファイル・シ
ステムの場所を入力し、「終了」をクリックします。
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アプリケーション・アーティファクトのダウンロードおよ
びアップロード

Oracle Hyperion Shared Services Consoleの「ファイル・システム」ノードからアー
ティファクトをダウンロードすることで、アプリケーション・アーティファクトをあ
る環境から別の環境に移動できます。Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理のアーティファクトをダウンロードすると、
ZIPファイルとして保存されます。さらにアーティファクトを含む ZIPファイルを別
の環境にアップロードできます。

アプリケーション・アーティファクトをダウンロードおよびアッ
プロードするステップ

アプリケーション・アーティファクトをダウンロードおよびアップロードするには :

1. 既存の環境で、Oracle Hyperion Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインで「ファイル・システム」ノードを展開します。
3. 「ファイル・システム」フォルダを右クリックして、「ダウンロード」を選択しま
す。
「ダウンロード」オプションは、ファイル・システム・フォルダがサーバー上の ZIP
ファイルの場合にのみ使用できます。ファイル・システム・フォルダは、エクスポ
ート操作中、フォルダ・サイズが 2GB以下の場合にのみ、Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理によって圧縮さ
れます。2GBより大きいコンテンツの場合、ある環境から他の環境に移動するに
は、FTPなどのメカニズムを使用する必要があります。
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4. 「ファイルのダウンロード」ダイアログ・ボックスで、「保存」をクリックして、アプリケ
ーション・アーティファクトを ZIPファイルとして保存します。
ZIPファイルのコンテンツ全体を 1つのファイルとしてダウンロードします。

5. 新しい環境で、Shared Services Consoleを起動し、「ファイル・システム」ノードを展開
します。

6. 「ファイル・システム」ノードを右クリックし、「アップロード」を選択して、アップロー
ドする ZIPファイルを選択します。
ZIPファイルがすでに存在する場合、アップロードは中止されます。必要に応じてアップ
ロードする前に ZIPファイルの名前を変更できます。
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ZIPファイルおよびアーカイブについての重要事項
• ダウンロードしたコンテンツを抽出したり、圧縮した LCMフォルダをサーバーに
アップロードするには、7-Zipなどのファイル圧縮ソフトウェアを使用する必要が
あります。

• 2GBより大きい ZIPファイルのアップロードはサポートされません。
• データ・セットをアーカイブする場合、Unicodeのパスおよびファイル名を維持す
る必要があります。
7-Zipを使用してこれを行うには:

1. 「ファイル・システム」フォルダを右クリックして「7-zip」を選択し、次に
「Add to Archive」を選択します。

2. 「Add to Archive」ダイアログ・ボックスで、次の情報を設定します:

– 「Archive Format」フィールドで、「Zip」を選択します。
– 「Parameters」フィールドに、cu=onを入力します。

3. 「OK」をクリックします。
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ノート:

UTFエンコードが維持されない場合に、データ・セットにそれらのエンコード
を必要とする文字が含まれていると、移行はエラーになります。

ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ)の移行
アプリケーション・アーティファクトを移行する場合と同じ方法でアーティファクト (割り当
てられた役割、グループ、役割およびユーザー)を移行できます。
Oracle Hyperion Shared Servicesアーティファクトは、「Foundation」アプリケーション・グ
ループの下の「Shared Services」ノードにリストされます。

ノート:

製品アプリケーションのセキュリティ・アーティファクト (たとえば、Oracle
Hyperion Financial Managementセキュリティ・クラシックや Oracle Essbaseフィ
ルタなど)は、製品アプリケーション・グループの下に個別にリストされています。
製品別のアプリケーションのセキュリティ・アーティファクト・リストについては、
このガイドの巻末にある付録を参照してください。

Oracle Hyperion Shared Services Consoleを使用して Shared Services (セキュリティ)アー
ティファクトを移行するには:

1. 宛先環境をバックアップします。
2. Shared Services Consoleを起動します。

Shared Services Consoleの起動を参照してください。
3. ビュー・ペインで「アプリケーション・グループ」ノードから、「Foundation」アプリケ
ーション・グループを展開します。

4. 「Shared Services」を選択します(または、「Shared Services」を右クリックして、「エ
クスプローラ」を選択します)。

5. 「ネイティブ・ディレクトリ」を展開して、次のアーティファクトを選択します:

• 割り当てられた役割
割り当てられた役割を展開し、移行するアーティファクトを選択します。アーティフ
ァクトには通常、アプリケーション名にちなんだ名前が付けられます。

• 委任リスト
• グループ
• 役割
• ユーザー

6. 「割り当てられた役割」を展開して、移行するアプリケーションに割り当てられた役割を
選択します。
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7. 「エクスポート」を選択します。
8. 「エクスポート」ダイアログ・ボックスで、アーティファクトがエクスポートされ
るファイル・システム・フォルダを入力し、「エクスポート」をクリックします。

9. 「移行ステータス・レポート」タブで移行ステータスを表示します。

Shared Servicesレジストリ・データの編集
Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリとは Oracle Hyperion Shared Services
用に構成するデータベースの一部です。(Shared Servicesのデータベースとテーブル
スペースを共有しています。)

ノート:

前のリリースでは、Shared Servicesレジストリは EPM Systemレジストリ
とも呼ばれていました。

Shared Servicesレジストリは Oracle Enterprise Performance Management System
製品の初回構成時に作成され、インストールする主な EPM System製品の次の情報を
保管および再使用することで、構成を簡略化します。
• インストール・ディレクトリ、データベース設定、デプロイメント設定などの初期
構成値

• 複数の統合された EPM System製品およびコンポーネントを実装するために使用
するコンピュータ名、ポート、サーバー、URL

• 依存するサービス・データ
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理に
は、ユーザーがレジストリのコンテンツを表示したり、レジストリ・データをファイ
ル・システムにエクスポートし、編集してから再びインポートできるユーザー・イン
タフェースが用意されています。
配置メタデータのライフサイクル管理操作を行うユーザーには、LCM管理者と Shared
Services管理者の両方の役割が割り当てられている必要があります。

注意:

Shared Servicesレジストリ・アーティファクトは指定された環境にかぎり、
ライフサイクル管理の一部として構成情報の編集などに使用可能です。
Shared Servicesレジストリ・データを 1つの環境から別の環境に移行する
ためにライフサイクル管理を使用しないでください。

ライフサイクル管理を使用すると、エクスポートする Shared Servicesレジストリのア
ーティファクトを定義できます。Oracle Hyperion Shared Services Consoleでは、個
々のレジストリ・アーティファクトをファイル・システムにエクスポートし、編集し
てからインポートし直すこともできます。
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Foundationアプリケーション・グループの Deployment Metadataノードの下で、Shared
Services Consoleに属す Shared Servicesレジストリ・アーティファクトをすべて表示できま
す。
• ノード(レジストリの分類ごと)はすべてライフサイクル管理のディレクトリです。
• ノードの属性はすべてライフサイクル管理のアーティファクトです。
• ファイル(XMLファイルなど)の属性には、対応するファイル・タイプのアーティファクト
が存在します。

• ノード(コンポーネントまたは製品)の名前付き値ペアの属性はいずれも、1つのアーティ
ファクトにグループ分けされます。このアーティファクトはこうした属性のすべてを含
むファイルで、ライフサイクル管理のエクスポートが実施されるときにコピーされます。

Shared Servicesレジストリ・アーティファクトおよび Shared Servicesレジストリの移行オ
プションのリストは、配置メタデータとライフサイクル管理を参照してください。
Shared Servicesレジストリ・データの表示
Shared Services Consoleを使用して、Shared Servicesレジストリ・データを表示するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインのアプリケーション・グループ・ノードで、Foundationアプリケーショ
ン・グループを展開します。

3. 「デプロイメント・メタデータ」を選択します(または「デプロイメント・メタデータ」を
右クリックして、「エクスプローラ」を選択します)。

4. 「Shared Servicesレジストリ」を選択します。
Shared Servicesレジストリ・データのエクスポート

注意:

Shared Servicesレジストリ・アーティファクトは指定された環境にかぎり、ライフ
サイクル管理の一部として構成情報の編集などに使用可能です。Shared Services
レジストリ・データを 1つの環境から別の環境に移行するためにライフサイクル管
理を使用しないでください。

Shared Services Consoleを使用して Shared Services レジストリをエクスポートするには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインのアプリケーション・グループ・ノードで、Foundationアプリケーショ
ン・グループを展開します。

3. 「デプロイメント・メタデータ」を選択します(または「デプロイメント・メタデータ」を
右クリックして、「エクスプローラ」を選択します)。

4. 「Shared Servicesレジストリ」を展開します。
5. エクスポートする Shared Servicesレジストリのアーティファクトを選択します。
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個々のアーティファクトを選択するには、アーティファクトの横にあるチェックボ
ックスをクリックします。すべてのアーティファクトを選択するには、「すべて選
択」をクリックします。

6. 「エクスポート」を選択します。
7. 「エクスポート」ダイアログ・ボックスで、アーティファクトがエクスポートされ
るファイル・システム・フォルダを入力し、「エクスポート」をクリックします。

8. 「移行ステータス・レポート」タブで移行ステータスを表示します。
Shared Servicesレジストリ・データの編集
ファイル・システムで Shared Servicesレジストリ・データを編集するには:

1. Shared Servicesレジストリ・データがコピーされている、またはエクスポートさ
れているファイル・システムの場所に移動します。

2. データを編集します。
3. 変更を保存します。
Shared Servicesレジストリ・データのインポート
Shared Services Consoleを使用して、Shared Servicesレジストリ・データをインポ
ートするには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. ビュー・ペインの「ファイル・システム」ノードで、エクスポートするときに指定
したファイル・システム・フォルダを右クリックし、「インポート」を選択します。

移行プロパティの編集
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理で
は、移行プロパティを使用して移行に関するグローバル・パラメータを設定します。
移行プロパティを変更するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「表示ペインで「アプリケーション・グループ」ノードを展開します。
3. 「アプリケーション・グループ」下で「Foundation」、「デプロイメント・メタデー
タ」の順に展開します。

4. 「アーティファクト・リスト」タブで、「Shared Servicesレジストリ」、「Foundation
Services」、「Shared Services」の順に展開します。

5. 「プロパティ」アーティファクトを選択して右クリックし、「編集用にエクスポー
ト」を選択します。

6. 「ファイルのダウンロード」ダイアログ・ボックスで、希望の場所に「プロパティ」
アーティファクトを保存します。

7. 必要に応じて移行プロパティを編集します。
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8. ライフサイクル管理に戻り、ステップ 5で使用した「プロパティ」アーティファクトを右
クリックして「編集後にインポート」を選択します。

9. 「編集後にインポート」ダイアログ・ボックスで、編集されたプロパティ・アーティファ
クトが使用可能なファイル・システムを指定します。

10. Oracle Hyperion Shared Servicesを再起動します。
表 6-2 移行プロパティとその説明

プロパティ 説明
double-encoding Oracle Hyperion Financial Managementアプリ

ケーションの移行で UTF-8エンコードに加えて
Base64エンコードを使用できます。
このプロパティは、混在リリース環境(Financial
Managementの前のリリースと Shared Services
のこのリリースを使用する場合など)で Financial
Managementの移行を実行する場合にはサポー
トされません。混在リリース環境で Financial
Managementアプリケーションの移行を実行す
る場合は、このプロパティを FALSEに設定します。
デフォルト値: true

filesystem.artifact.path エクスポートされたアプリケーションが保管され
るディレクトリの場所。これは、Shared Services
が高可用性用に構成されている場合の共有ディス
クの場所です。このパラメータをカスタマイズす
るには、この行のコメントを解除し、パスの場所
を追加します。
デフォルト値: このパラメータはコメント化され、
ライフサイクル管理エンジンでは Shared
Servicesコンピュータのデフォルト・ファイル・
システムの場所が使用されます
(MIDDLEWARE_HOME/user_projects/
epmsystem1/import_exportなど)。
ノート: 分散環境間でデータ移行を可能にするに
は、filesystem.artifact.pathが共有パス(//
servername/sharedなど)である必要がありま
す。

groupcount グループでの移行されるアーティファクトの数。
このオプションは、グループでの移行をサポート
している製品(Oracle Hyperion Planning、
Financial Management、Oracle Hyperion
Financial Close Management、Oracle Hyperion
Financial Data Quality Management,
Enterprise Edition)で使用可能です。Financial
Close Managementのアーティファクトは、アー
ティファクトのサイズや数に関係なく常に 1つの
グループとして移行されます。
デフォルトのグループ数は 30です。これは 30の
グループでアーティファクトが移行されるという
ことです。アーティファクトのタイプ、アーティ
ファクトのサイズ、アーティファクトの数に関す
るデータに基づいて、移行のパフォーマンスを改
善するため、この値を変更できます。
デフォルト値: -1
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表 6-2 (続き) 移行プロパティとその説明

プロパティ 説明
MSR.PURGE.EARLIERTO.DAYS ライフサイクル管理の移行に関連する管理設定。

この値より以前の移行は、24時間ごとに実行され
るチェックに基づいて、Oracle Hyperion
Foundation Servicesシステムの起動時に定期的
に削除されます。
デフォルト値: 30日

report.folder_path 移行ステータスのレポートとアーティファクトの
概算レポートが保管されるディレクトリ。
デフォルト値: ../reports (MIDDLEWARE_HOME/
user_projects/epmsystem1/diagnostics/
logs/migration/reports)

zip.threshold 最大 ZIPファイル・サイズのしきい値。
エクスポート・コンテンツのサイズがこのしきい
値を超えると、エクスポート・コンテンツはフォ
ルダとして保管されます。このサイズは 1.8GBを
超えることはできません。これより大きいサイズ
の圧縮およびダウンロードには、ブラウザと JDK
の制限があります。
デフォルト値: 1.8GB

移行データの削除
削除アクティビティは、Oracle Hyperion Shared Services Webアプリケーションの起
動時に開始されるバックグラウンド・プロセスです。削除は、移行プロパティ
MSR.PURGE.EARLIERTO.DAYSで指定された期間に実行されます。デフォルト値は 30日
です。移行プロパティの編集を参照してください。

ライフサイクル管理のレポート
ノート:

この項で説明するレポートに加えて、Oracle Hyperion Shared Servicesでは
プロビジョニング・レポート、セキュリティ・レポートおよび構成レポート
も生成されます。これらのレポートについては、Oracle Enterprise
Performance Management Systemユーザー・セキュリティ管理ガイドで説
明されています。

移行ステータス・レポート
LCM管理者は、移行ステータス・レポートを表示してすべての移行のステータスを確
認できます。
• 処理中 - 移行の処理中です。
• 完了 - すべてのアーティファクトが正常に移行されました。
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• 警告付きで完了—すべてのアーティファクトが正常に移行されましたが、調査が必要とな
る可能性がある問題があります。

• 失敗 - 一部のアーティファクトが移行されませんでした。

ノート:

移行のステータスが「警告付きで完了」または「失敗」の場合は、ステータスをク
リックして移行の詳細を確認します。移行の詳細は、「処理中」または「完了」の移
行では表示できません。

移行ステータスを表示するには:

1. Oracle Hyperion Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」から、「移行ステータス・レポート」を選択します。
各移行に関する次の情報を表示できます。
• ユーザー
• ソース
• 宛先
• 開始時間
• 完了時間
• 期間
• ステータス - 「処理中」、「完了」、「警告付きで完了」または「失敗」

ノート:

ソース - 宛先列の進捗インディケータには、「処理中」の移行で処理される
アーティファクト数が示されます。

3. 移行のステータスが「警告付きで完了」または「失敗」の場合は、「ステータス」列のハ
イパーリンクをクリックすると、次の移行の詳細を確認できます:

• ソースと宛先のアプリケーション
• アーティファクト・パス
• アーティファクト名
• メッセージ・タイプ(エラーまたは警告)

• メッセージ
4. 移行ステータス・レポートを再生成するには、「リフレッシュ」をクリックします。
5. 移行ステータス・レポートを閉じるには、「取消し」をクリックします。
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アプリケーション監査レポート
アプリケーション監査レポートには、Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理を使用してインポートまたはエクスポート
されたアーティファクトの情報が表示されます。Shared Services管理者のみが、監査
レポートを生成および表示できます。LCM管理者は監査タスクを実行できません。
監査は、監査レポートを生成する前に使用可能にする必要があります。監査を使用可
能にするには、Shared Services Consoleを起動し、「管理」、「監査の構成」を選択し
て、「監査の使用可能」チェック・ボックスを選択します。
監査を使用可能にすると、アプリケーション・レベルまたはアプリケーション・グル
ープ・レベルで監査レポートを生成できるようになります。ライフサイクル管理で実
行されたすべてのアクションは、アプリケーション監査レポートに記録され、どのア
ーティファクトが移行され、いつ移行されたかが追跡されます。レポートは外部ファ
イルにエクスポートできます。
アプリケーション監査レポートを生成するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」で「監査レポート」を選択してから、「アプリケーション監査レポート」を
選択します。
アプリケーション監査レポートが表示されます。

3. レポート・パラメータを入力します:

• 実行者-レポートを生成するユーザーを選択するか、すべてのユーザーを選択
します。

• 実行された期間 - レポートを実行する期間を選択します。
– 5日 - 過去 5日間のイベント
– 10日 - 過去 10日間のイベント
– 15日 - 過去 15日間のイベント
– 20日 - 過去 20日間のイベント
– 25日 - 過去 25日間のイベント
– 30日 - 過去 30日間のイベント
– 日付範囲 - 指定した日付範囲内(指定した日付を含む)のイベント

4. レポートを表示するには、「レポートの表示」をクリックします。
5. レポートを CSVファイル・フォーマットで表示または保存するには、「エクスポー
ト」をクリックします。

6. レポートを閉じるには「閉じる」をクリックします。
アーティファクトの変更レポート
アーティファクトの変更レポートでは、Oracle Enterprise Performance Management
System内のアーティファクトに対して行われた変更を識別します。このレポートに
は、アプリケーション・グループ、アプリケーション、アーティファクト名、アーテ
ィファクト・タイプ、変更されたユーザー、変更日、およびアーティファクト・パス
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が示されます。アーティファクト変更レポートを作成する場合は、アーティファクト名、ア
ーティファクト・タイプ、変更ユーザー、開始日、終了日の各属性に基づいて結果をフィル
タ処理できます。
アーティファクトの変更レポートを生成するには:

1. Shared Services Consoleを起動します。
Shared Services Consoleの起動を参照してください。

2. 「管理」から、アーティファクトの変更レポートを選択します。
3. レポート・パラメータを入力します:

• アーティファクト名 - アーティファクトの名前。特定のアーティファクト名、または
名前の一部を入力できます。たとえば、Cost*と入力して、Costで始まるすべてのデ
ータ・フォームを検索できます。
これはオプションのパラメータです。アーティファクト名を入力しない場合は、すべ
てのアーティファクトが含まれます。

• アーティファクト・タイプ - アーティファクトのタイプ。
これはオプションのパラメータです。アーティファクト・タイプを入力しない場合
は、すべてのアーティファクト・タイプが含まれます。

• 変更者 - アーティファクトを変更した人のユーザー ID。
これはオプションのパラメータです。ユーザー IDを入力しない場合は、アーティフ
ァクトを変更したすべてのユーザーが含まれます。

• 開始日 - レポートの開始日。デフォルトの日付は昨日の日付です。
• 終了日 - レポートの終了日。デフォルトの日付は今日の日付です。

ヒント:

開始日と終了日を変更して、異なる日付範囲を指定できます。たとえば、2
年前の開始日を設定して、過去 2年間に変更されたアーティファクトを検
索できます。

4. レポートに含めるアプリケーションを選択します。
すべてのアプリケーションを選択するには、「すべて」の横にあるチェック・ボックスを
選択します。

ノート:

特定のアプリケーションを検索するには、アプリケーションの検索テキスト・
ボックスにアプリケーションの名前を入力します。たとえば、アプリケーショ
ンが複数あり、Oracle Essbaseアプリケーションのみを参照する場合は、
Essbaseと入力して、表示されるアプリケーションを Essbaseアプリケーショ
ンのみに絞り込むことができます。

5. 「レポート作成」をクリックします。
6. レポートが生成された後、次のいずれかのオプションを選択します。
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• 戻る: アーティファクトの変更レポートの入力画面に戻り、別のレポート・パ
ラメータを入力します。

• 印刷プレビュー: 印刷する前に、レポートをプレビューします。レポートをプ
レビューした後、「印刷」をクリックして、レポートを印刷できます。

• CSVにエクスポート: レポートをカンマ区切り値ファイルにエクスポートし
ます。

• 閉じる: アーティファクトの変更レポートを終了します。

ノート:

ライフサイクル管理ユーティリティでアーティファクトの変更を追跡する方
法の詳細は、アクティビティの変更レポートを参照してください。

第 6章
ライフサイクル管理のレポート

6-28



7
ライフサイクル管理ユーティリティの使用

次も参照:

• ライフサイクル管理ユーティリティのプロセス
• ライフサイクル管理ユーティリティの機能
• ライフサイクル管理ユーティリティのインストール
• 移行定義の操作
• ライフサイクル管理ユーティリティの使用
• 追加のコマンドライン・ユーティリティ

ライフサイクル管理ユーティリティのプロセス
ライフサイクル管理ユーティリティは、製品環境間およびオペレーティング・システム間で
のアーティファクトの移行をサポートするコマンドライン・ユーティリティです。このユー
ティリティにより、アプリケーション全体または個別のアーティファクトを、ソースから宛
先に移行する代替手段が提供されます。
次の図は、サービスとライフサイクル管理ユーティリティの間の通信フローを示しています:

図 7-1 ライフサイクル管理と製品のやりとり
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1. 移行定義ファイルの処理: ライフサイクル管理ユーティリティは、最初に移行定義
ファイルを読み取り、処理します。

2. 認証: 次に、ライフサイクル管理ユーティリティは、Oracle Hyperion Shared
Servicesとともに使用するように構成された企業 LDAPディレクトリまたは他の
プロバイダに対してユーザーを認証します。初期化時には、Oracle Hyperion
Shared Servicesレジストリ・データベースが実行されている必要があります。

3. 許可: 認証後、ライフサイクル管理ユーティリティは、Shared Servicesに問い合
せて、ユーザーの役割が要求された操作の実行を許可しているかを確認します。

4. 登録情報: ライフサイクル管理ユーティリティは、Shared Servicesレジストリお
よび Shared Servicesデータベースと通信し、Oracle Enterprise Performance
Management Systemアプリケーションの登録情報を取得します。

5. 各アプリケーション移行要求の処理: ライフサイクル管理ユーティリティは、適切
な EPM Systemアプリケーションに問い合せて各インポートまたはエクスポート
操作を処理します。

6. 監査: ライフサイクル管理ユーティリティは、監査が使用可能な場合、HTTPを介
して Shared Services Java Webアプリケーションに問い合せて、各 Oracle
Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理アク
ションを監査します。

7. ステータス・レポートのパブリッシュ: ライフサイクル管理ユーティリティは、
HTTPを介して Shared Services Java Webアプリケーションに問い合せて、移行
ステータス・レポートをパブリッシュします。

ライフサイクル管理ユーティリティの機能
• 異なる環境間で 1つ以上の Oracle Enterprise Performance Management System
アプリケーションまたはアプリケーション・アーティファクトを移行する

• ユーザーはWindowsタスク スケジューラまたは Oracle Enterprise Managerなど
のサード・パーティのスケジューリング・サービスを使用して、スケジュールされ
た移行を実行できる

• ユーティリティへの保護されたアクセスを保証する
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理の操作を実行できるのは、LCM管理者の役割が割り当てられたユーザーのみで
す。

• 国際データの移行をサポート
• トラブルシューティングを容易にするためのエラーの記録

ノート:

ライフサイクル管理ユーティリティの要件は、ライフサイクル管理の要件を
参照してください。
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ライフサイクル管理ユーティリティのインストール
ライフサイクル管理ユーティリティは、Oracle Hyperion Shared Servicesとともにインスト
ールされます。ユーティリティのコンポーネントは EPM_ORACLE_HOME/common/
utilities/LCM/11.1.2.0にインストールされます。コンポーネントはここにインストール
されますが、ユーティリティは MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/binから実行
する必要があります。

移行定義の操作
移行定義の作成
移行するアーティファクトは、移行定義で定義されている必要があります。移行定義につい
て次のことに注意してください:

• 移行定義は、エクスポート操作またはインポート操作を実行する際に Oracle Hyperion
Shared Services Consoleで作成します。

• アーティファクトをエクスポートする際には、Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理により、エクスポート用とインポート用の 2つ
の XMLファイルが作成されます。これらの XMLファイルは、ライフサイクル管理ユー
ティリティの移行定義ファイルに使用できます。

• エクスポート操作を実行するときに、そのエクスポートおよび対応するインポート用の
MDFファイルが、ルート・フォルダの下のファイル・システム・フォルダに自動的に作
成されます。

移行定義ファイルの XMLスキーマ
次の図は、移行定義の XMLスキーマのアウトラインを示しています。

図 7-2 移行定義ファイルの XMLスキーマのアウトライン

移行定義ファイルの要素
ここでは、移行定義ファイルの XMLスキーマで使用される要素および属性について説明しま
す。
ロケール
移行定義ファイルの作成時に、サーバーのロケールを定義します。このロケールには、すべ
てのエラー・メッセージとコンソール・メッセージが含まれます。
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ユーザーおよびパスワード
移行定義ファイルを実行するユーザーのユーザー名と暗号化されたパスワードを定義
します。
タスク
移行中に完了するタスクを定義します。移行定義ファイルに定義されているタスク
は、ソース、宛先、移行するアーティファクトによって異なります。各タスクには、
少なくともソース、宛先およびアーティファクト・タグが含まれます。
複数のソースと宛先がある場合は、ソースと宛先の組合せごとに少なくともタスクを
1つずつ定義する必要があります。たとえば、ファイル・システムへのアーティファク
トの抽出はタスク 1として定義されます。ファイル・システムからアプリケーション
へのアーティファクトのロードは、タスク 2として定義されます。

ノート:

デフォルトでは、タスクが失敗すると、ユーティリティは次のタスクに進み
ます。タスクのソースとターゲットの接続の検証は、タスクが実行されてい
る場合にのみ行われ、タスクの実行開始前には行われません。

タスクには次の要素が含まれます:

• ソース
• ターゲット
• アーティファクト
• オプション
ソース
移行するソースを定義します。タスクごとにソースと宛先をそれぞれ 1つずつ定義す
る必要があります。
表 7-1 ソース属性

属性 説明
application アプリケーションが登録される名前。アプリ

ケーションの名前は Shared Services Console
に表示されます。
例: HPAPP1

filePath アーティファクトが格納されるファイル・シス
テム上のディレクトリ。
例: filePath="/Essbase.Sample.Basic"
ノート: MDFファイルが UIから生成される場
合、パスは作業フォルダへの相対パスです。
MDFファイルが作業フォルダに存在しない場
合、-bコマンドライン引数を使用して、ファ
イル・システム・パスが設定されている場所に
相対するベース・パスを使用します。
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表 7-1 (続き) ソース属性

属性 説明
product Shared Servicesに登録するアプリケーショ

ンの製品コード。
例:
• HUB (Oracle Hyperion Shared Services)
• CALC (Oracle Hyperion Calculation

Manager)
• ESBAPP (Oracle Essbase)
• BPM (Oracle Essbase Studio)
• AIF (Oracle Hyperion Financial Data

Quality Management, Enterprise
Edition)

• HFM (Oracle Hyperion Financial
Management)

• FCC (Oracle Hyperion Financial Close
Management)

• HP (Oracle Hyperion Planning)
• HPM (Oracle Hyperion Profitability and

Cost Management)
project アプリケーションが属する Shared Services

アプリケーション・グループの名前。プロジェ
クト名は Shared Services Consoleに表示さ
れます。
例: DevPlan_Proj

type 接続タイプ:
• FileSystem(ファイル・システムの接続

用)
• Application(Shared Servicesで登録さ
れているアプリケーションの接続用)

ターゲット
移行の宛先を定義します。タスクごとに 1つの宛先を定義する必要があります。
表 7-2 ターゲット属性

属性 説明
application アプリケーションが登録される名前。アプリケー

ションの名前は Shared Services Consoleに表示
されます。
例: HPAPP1
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表 7-2 (続き) ターゲット属性

属性 説明
filePath アーティファクトが格納されるファイル・システ

ム上のディレクトリ。
例: filePath="/Essbase.Sample.Basic"
ノート: MDFファイルが UIから生成される場合、
パスは作業フォルダへの相対パスです。MDFフ
ァイルが作業フォルダに存在しない場合、-bコマ
ンドライン引数を使用して、ファイル・システム・
パスが設定されている場所に相対するベース・パ
スを使用します。

product Shared Servicesに登録するアプリケーションの
製品コード。
例:
• HUB (Shared Services)
• ESBAPP (Essbase)
• HFM (Financial Management)
• HP (Planning)
• CALC (Calculation Manager)
• HPM (Profitability and Cost Management)

project アプリケーションが属する Shared Servicesアプ
リケーション・グループの名前。プロジェクト名
は Shared Services Consoleに表示されます。
例: DevHP_Proj

アーティファクト
現行の移行に使用されるフィルタです。
表 7-3 アーティファクト属性

属性 説明
parentPath 移行するアーティファクトまたはデータが保

管されている最上位のディレクトリ。製品デ
ィレクトリ構造については、このガイドの巻末
付録を参照してください。
例: /Data Analysis &amp; Report
Creation
注意: 親のパス・ディレクトリにアンパサンド
(&)文字が含まれている場合は、移行定義ファ
イルでは"&amp;"に置き換えます(次の例を参
照)。
ノート:
recursive="true"である場合は、このディレ
クトリ内のサブディレクトリに含まれている
すべてのアーティファクトがインポートされ
ます。
pattern属性は、すべての製品に必要です。
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表 7-3 (続き) アーティファクト属性

属性 説明
pattern アーティファクトの選択基準。

インポートするアーティファクトの名前を指
定するか、* (アスタリスク)を使用してフィル
タ条件に一致するすべてのアーティファクト
をインポートします。
例: *
ノート: pattern属性はすべての製品に必要
です。

recursive サブディレクトリに保管されているアーティ
ファクトで移行を行う必要があるかどうか。
例: true
ノート: recursive属性はオプションです。

オプション
オプションは製品に固有です。設定可能なインポートとエクスポートのオプションについて
は、このガイドの巻末付録を参照してください。ソースまたは宛先でオプションを解釈する
ことによって、移行対象のアーティファクトが把握されます。
オプションが設定されていない場合は、Oracle Hyperion Shared Services Registryレジスト
リに設定されているデフォルトのオプションが使用されます。
表 7-4 オプション属性

属性 説明
option Shared Servicesレジストリに定義されているオ

プション名のオーバーライドに使用する名前。
例: ExportJobOutput

value Shared Servicesレジストリに定義されているオ
プション値のオーバーライドに使用する値。
例: true

サンプルの移行定義ファイル
次にサンプル移行定義ファイルを示します。構造または構文が変更されると、移行中にエラ
ーが発生します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<Package>
<LOCALE>en_US</LOCALE>
<User name="admin" password=""/>
   <Task>
      <Source type="Application" product="HUB" project="Foundation" 
application="Shared Services"/>
      <Target type="FileSystem" filePath="/folder/HUB.Shared Services" />
      <Options option="GroupFilter" Value= "*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Native Directory" pattern="*"/>
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Taskflows" pattern="*"/>
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   </Task>
   <Task>
      <Source type="FileSystem" filePath="/folder/HUB.Shared 
Services" />
      <Target type="Application" product="HUB" project="Foundation" 
application="Shared Services" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Native Directory" 
pattern="*"/>
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Taskflows" pattern="*"/>
       </Task>
</Package>

ライフサイクル管理ユーティリティの使用
概要
ライフサイクル管理ユーティリティでは次のオプションが提供されています:

• ファイル・システムを対象としたアーティファクトの移行
• 最後のエクスポート時刻以降に変更されたアーティファクトのリスト
• エクスポートされたコンテンツで変更されたアーティファクトのリスト
• Oracle Enterprise Performance Management System環境で変更された内容のリ
スト

ノート:

移行時に発生するエラーは、logging.xml(MIDDLEWARE_HOME/user_projects/
epmsystem1/Config/FoundationServicesディレクトリ内)および
log.directoryプロパティで定義されます。移行プロセス中に発生した問題
は、エラー・ログをモニターして把握します。

移行を開始する前に
ライフサイクル管理ユーティリティを使用して移行を開始する前に、次を行います:

• Oracle Hyperion Shared Servicesが実行されていることを確認します。
• 宛先環境をバックアップします。
• 移行定義を作成します。
• オプション: 移行に使用するプロパティ・ファイルを変更します。
ライフサイクル管理ユーティリティの実行
ユーティリティを実行するには:

1. 移行する場合は、宛先環境をバックアップしてください。
2. コマンド・プロンプト・ウィンドウを開きます。
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3. ディレクトリを Utility.batの場所(MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/bin
など)に変更します。

4. コマンド・プロンプトで次のテキストを入力して、ユーティリティを実行します:

Utility.bat c:/lcm/lcmdefinition.xml
c:/lcm/lcmdefinition.xmlは、移行定義ファイルがある場所です

Foundation Services以外のマシンからライフサイクル管理ユーティリティの実行
Oracle Hyperion Foundation Servicesが構成されているマシン以外の EPM Systemでライフ
サイクル管理ユーティリティを使用して移行を実行できるのは、EPM System製品が分散
EPM System構成の一部として構成されているマシンのみです。ユーティリティを使用した
移行は、EPM System製品がインストールされていないスタンドアロンのクライアント・マ
シンからは実行できません。
Foundation Services以外のマシンからライフサイクル管理ユーティリティを実行するには:

1. Utility.bat (Windows)を EPM_ORACLE_HOME/common/utilities/LCM/11.1.2.0/binから
MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/binにコピーします。

2. MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/binに移動し、Utility.batを実行しま
す。

コマンドライン引数
[-b]: ベース・パスを指定します
[-b]引数は、ファイル・システム・パスが設定されている場所に相対するベース・パスを使
用するようライフサイクル管理ユーティリティに指示します(ファイル・システムは、すべて
のエクスポートとインポートが保管される場所です)。
utility.bat c:/lcm/lcmdefinition.xml [-b path]

パスには、現在の作業ディレクトリに対して絶対パスまたは相対パスを指定できます(また、
絶対パスに対して"."および".."も含められます)。ベース・パスが指定されていない場合は、
MDFファイルのディレクトリの場所が使用されます(このディレクトリは、ユーティリティが
存在するディレクトリとはかぎりません )。
次に例を示します:

utility.bat c:\import_export\HPFullApplicationSuite\Import.xml
utility.bat c:\import.xml -b
c:\Oracle\Middleware\user_projects\epmsystem1\import_export\HPFullApplicationSui
te

ノート:

指定したパスが存在しない場合は、Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理にエラーが表示されます。

次に、エクスポートされたコンテンツ内に存在する MDFファイルを指定する例を示します:
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utility.bat
c:\Oracle\Middleware\user_projects\epmsystem1\import_export\SS1.zip\Export
.xml
utility.bat
c:\Oracle\Middleware\user_projects\epmsystem1\import_export\SS1.zip\HSS-
Shared Services\Import.xml

[-ls]: EPM Systemのコンテンツのリスト
[-ls]引数は、移行定義ファイルによって定義された移行のアーティファクトをリスト
します。ソース・システムとターゲット・システム両方のアーティファクトをリスト
します。エクスポート MDFでは、たとえば、ソースが Oracle Enterprise Performance
Management Systemアプリケーションになり、ターゲットがファイル・システムにな
ります。
utility.bat importMDF.xml -ls
utility.bat exportMDF.xml -ls

結果の出力は 2つのファイルで、1つはソース、もう 1つは宛先に関するものです:

• <mdf name>_application name.txt
• <mdf name>_file system folder name.txt
サード・パーティのファイル比較ユーティリティを使用して出力を比較できます。こ
れにより、移行の成功を確認できます。
出力ファイルの詳細:

• アーティファクト名
• アーティファクト・タイプ
• パス
• コンテンツ・サマリーのサマリー
コンテンツ・サマリーの例:

CONNECTION NAME = AppConnection2
CONNECTION TYPE = Application

APPLICATION RESOURCE DETAILS - 
APPLICATION ID - 1111
PRODUCT NAME - Hyperion Shared Services
PRODUCT CODE - HUB
PRODUCT VERSION - 11.x.x.x
PROJECT NAME - Foundation

TOTAL ARTIFACT: 48
Aggregated Roles      1     (artifact count by type)
Assigned Roles        15
Groups                1
Process Definition    15
Taskflow ACL          15
Users                 1
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出力ファイルは、MDFファイルと同じパスに作成され、同じ名前の既存のファイルを置換し
ます。出力ファイルのパスは次のように指定できます:

utility.sh c:\importMDF.xml -ls -p c:\compare\

複数のタスクがある MDFファイルの場合、タスクごとに異なるリスト構造セットが作成さ
れ、ファイルの先頭にタスク番号が付きます:

• <mdf name>_application name_<tasknumber>.txt
• <mdf name>_file system folder name_<tasknumber>.txt
-ls -msを指定した場合、最終エクスポート時間以降に変更されたアーティファクトがリスト
されます。ls -lmu "username"を指定した場合、エクスポートされたコンテンツの中で、該
当するユーザーによって変更されたすべてのアーティファクトがリストされます。
[-ls -ms]: 最終エクスポート時間以降に変更されたアーティファクトのリスト
[-ls -ms]引数は、移行定義ファイルによって定義された最終移行後にシステムで変更された
アーティファクトをリストします。これらのアーティファクトは、Oracle Hyperion Shared
Services Consoleにリストされます。
エクスポート MDFファイル(ソース = アプリケーション、ターゲット = ファイル・システム・
コンテンツ)の場合、[-ls -ms]によって、最終変更日がファイル・システム・コンテンツの
アーティファクトの日付と異なっているアプリケーション内のアーティファクトがリストさ
れます。
インポート MDFファイル(ソース = ファイル・システム・コンテンツ、ターゲット = アプリ
ケーション)では、[-ls -ms]によって、最終変更日がアプリケーションのアーティファクト
の日付とファイル・システム内で異なっているアーティファクトがリストされます。

ノート:

アーティファクトの変更日を使用できない場合、そのアーティファクトはリストさ
れます。

utility.bat c:\exportMDF.xml -ls -ms

コンソールの出力フォーマット:

アーティファクト・タイプ アーティファクト 最終変更日
[-ls -lmu ユーザー名]: エクスポートされたコンテンツでユーザーによって変更されたアーテ
ィファクトのリスト
[-ls -lmu]引数は、特定のユーザーによって変更されたアーティファクトをリストします。
エクスポート MDFファイル(ソース=アプリケーション、ターゲット=ファイル・システム・
コンテンツ)では、ユーティリティによって、変更者名がファイル・システム・リストのアー
ティファクトと照合されます。
インポート MDFファイル(ソース=ファイル・システム・コンテンツ、ターゲット=アプリケ
ーション)では、ライフサイクル管理ユーティリティによって、変更者名が製品リストのアー
ティファクトと照合されます。
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utility.bat c:\exportMDF.xml -ls -lmu "user"

コンソールの出力フォーマット:

アーティファクト・タイプ アーティファクト 変更者

ノート:

ユーザー名を指定しない場合、エラーが表示されます。ユーザー名は引用符
で囲まれている必要があります。

追加のコマンドライン・ユーティリティ
アクティビティの変更レポート
アクティビティの変更レポート・ユーティリティは、特定の期間または特定のアプリ
ケーションについて Oracle Enterprise Performance Management System環境で機能
的に変更されたアーティファクトを追跡するレポートを生成します。
acr.bat input.properties -<日数> -app<アプリケーション名>

パラメータ:

• input.properties: ユーザー名とパスワードを含むプロパティ・ファイル。
input.propertiesの内容は次のとおりです:

User=admin
Password=password

• -d: 日数。値は次のとおりです:

– -X = xより少ない日数
たとえば、-1では、最終日に変更されたアーティファクトのレポートが生成さ
れます。

– +X = xより多い日数
たとえば、+3では、3日より前に変更されたアーティファクトのレポートが生
成されます。

• -app: アプリケーション名
– アプリケーション表示名 = このアプリケーションのみ
– *または ALL = すべてのアプリケーション。

[-acr]コマンドからの出力は、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理のデフォルトのファイル・システムの場所にある Reports
という名前のフォルダに生成されます。レポート名のフォーマットは、
acr_mm_dd_yyyy_hh_mm_ss.htmlです。
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ノート:

Oracle Hyperion Shared Services Consoleを使用して EPM System環境でアーテ
ィファクトの変更を追跡する方法の詳細は、アーティファクトの変更レポートを参
照してください。

EPMExportAll

EPMExportAllユーティリティは、環境内のすべてのアプリケーションをクローニングしま
す。
EPMExportAllを使用する場合は、次のことに注意してください:

• すべてのアプリケーションが、1つのフォルダにエクスポートされます。
• LCM対応のアプリケーションのみがエクスポートされます。
• 環境のバックアップまたはスナップショットとして使用するこのタスクは、自動化できま
す。

EPMExportAllでは、入力としてプロパティ・ファイル(input.properties)を使用します。
input.propertiesファイルには、ユーザー名とパスワードが含まれます。
例:

user=admin
password=password

EPMImportAll

EPMImportAllユーティリティは、EPMExportAllでクローニングされたすべてのアプリケーシ
ョンを別の環境にインポートします。
EPMImportAllを使用する場合、次の点を考慮してください。
• EPMImportAllは、Oracle Hyperion Planning、Oracle Hyperion Financial Managementお
よび Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementのアプリケーションが存在しな
い環境でのみ実行できます。

• EPMExportAllフォルダ内のクローニングされたエクスポート・コンテンツを、ソース環
境からターゲット環境の同じファイル・システム・フォルダの場所にコピーする必要があ
ります。

• デフォルトでは、EPMImportAllは、EPMExportAllフォルダの import.xmlを使用してイ
ンポートを実行します。

EPMImportAllでは、入力としてプロパティ・ファイル(input.properties)を使用します。
input.propertiesファイルには、ユーザー名とパスワードが含まれます。
例:

user=admin
password=password
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A
デプロイメント・メタデータとライフサイクル管理
デプロイメント・メタデータのアーティファクトに
ついて

デプロイメント・メタデータのアーティファクトには、デプロイメントの物理サーバー名と
構成情報が含まれます。この情報は、ある環境から別の環境(たとえば、Devから Test)に移行
しないでください。このデータを移行すると、宛先環境の構成情報が破損し、システムが使
用できなくなります。デプロイメント・メタデータのアーティファクトのエクスポートおよ
びインポートの使用事例は、構成の変更をモニターするためのバージョン・コントロール・
システムへの構成情報のアーカイブのみです。
次のタイプのデプロイメント・メタデータのアーティファクトを編集するには、Oracle
Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用します:

• 登録: 任意の環境でアプリケーションの構成情報を編集できるようにする登録アーティフ
ァクト(たとえば、製品を非 SSLから SSLに更新する場合は、登録インスタンス・ファ
イルでコールバック URLを編集する必要があります)。

• Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリ: Shared Servicesレジストリのアーティフ
ァクトにより、レジストリのコンテンツを表示したり、レジストリ・データをファイル・
システムにエクスポートし、編集してから再びインポートできます。

注意:

ある環境から他の環境にデプロイメント・メタデータのアーティファクトを移行す
るのにライフサイクル管理を使用しないでください。デプロイメント・メタデータ
のアーティファクトをファイル・システムにエクスポートするには、ライフサイク
ル管理を使用します。テキスト・エディタを使用してアーティファクトを編集した
ら、ライフサイクル管理を使用して編集済のアーティファクトを Oracle Hyperion
Shared Servicesにインポートし直します。

デプロイメント・メタデータのアーティファクトのリストは、デプロイメント・メタデータ
のアーティファクト・リストを参照してください。

デプロイメント・メタデータの役割の要件
デプロイメント・メタデータに対して Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理の操作を行うユーザーには、LCM管理者の役割が割り当てられ
ている必要があります。
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デプロイメント・メタデータのエクスポートおよ
びインポートの前提条件

• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Enterprise Performance Management
Systemをインストールして構成し、これらが実行されていることを確認します。

• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理の操作を行うユーザーに LCM管理者と Shared Services管理者の役割が割り当
てられていることを確認します。

デプロイメント・メタデータのアーティファク
ト・リスト

デプロイメント・メタデータのアーティファクトは、Oracle Hyperion Shared Services
Consoleの「Foundation」アプリケーション・グループにリストされます。ユーザー
がデプロイメント・メタデータのアーティファクトを表示するためには、LCM管理者
の役割が割り当てられている必要があります。

ノート:

Shared Services Consoleに表示されるアーティファクトは、実装ごとに異な
ります。

登録アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトが
インポートされた時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間の
パラメータをサポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファク
トを最後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更
ユーザーのパラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・
エディタを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、ア
ーティファクトは製品内でのみ編集できます。

• 依存 - アーティファクトの依存関係を一覧表示します
登録アーティファクト
「登録」ディレクトリには、製品、アプリケーションおよびアプリケーション・グルー
プのアーティファクトが含まれます。

付録 A
デプロイメント・メタデータのエクスポートおよびインポートの前提条件
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表 A-1 登録アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

製品 Oracle
Enterprise
Performance
Management
Systemにおける
アプリケーショ
ン・タイプ(Oracle
Hyperion
Planningや
Oracle Essbase
など)

はい いいえ はい—XML なし

アプリケーション Oracle Hyperion
Shared Services
に登録されている
EPM System製
品のインスタンス

はい いいえ はい—XML なし

Shared Servicesレジストリのアーティファクト
Shared Servicesレジストリ・ディレクトリには、Shared Servicesレジストリのプロパティ
と以前のリリースからの製品レジストリのアーティファクトが含まれます。

デプロイメント・メタデータの移行に関する考慮事
項

• デプロイメント・メタデータの編集されたデータベース・パスワードをインポートする場
合、プロパティ名の前に"ENCR"を付けてパスワードが暗号化された形式で格納されるよ
うにします。
たとえば、component.Propertiesの対応する行を次のように編集します:

ENCR:key1=plaintext
• LCM管理者および LCMデザイナは、デプロイメント・メタデータ情報をエクスポートま
たはインポートできません。

デプロイメント・メタデータのエクスポートおよび
インポートのオプション

Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリのアーティファクトにはエクスポートまたはイ
ンポートのオプションはありません。デプロイメント・メタデータ・アーティファクトはす
べて、ファイル・システムにエクスポート、またはファイル・システムからインポートする
必要があります。デフォルトでは、デプロイメント・メタデータのアーティファクトは更新
またはマージされます。

付録 A
デプロイメント・メタデータの移行に関する考慮事項
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ライフサイクル管理のログ・ファイル
デプロイメント・メタデータの Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理のログ・ファイルについては、Oracle Enterprise
Performance Management Systemインストールおよび構成トラブルシューティン
グ・ガイドに記載されています。

付録 A
ライフサイクル管理のログ・ファイル
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B
Calculation Managerとライフサイクル管理
Calculation Managerのアーティファクトについて

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、次のタイプの Oracle Hyperion Calculation Managerアーティファクトを移行できます:

• ルール
• ルール・セット
• 式
• スクリプト
• テンプレート
Calculation Managerアーティファクトのリストは、Calculation Managerのアーティファク
ト・リストを参照してください。

Calculation Managerの役割の要件
Oracle Hyperion Calculation Managerに対して Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理の操作を行うユーザーには、次の役割が割り当てら
れている必要があります:

• LCM管理者
• 計算マネージャ管理者
• アプリケーション・レベルの役割

Calculation Managerの移行の前提条件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Hyperion Calculation Managerをインストー
ルおよび構成し、これらが実行されていることを確認します。

• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理の操
作を行うユーザーに LCM管理者の役割、Calculation Manager管理者の役割およびアプリ
ケーション・レベルの役割が割り当てられていることを確認します。

• 製品固有のアーティファクトを移行する前に、Shared Servicesアーティファクト (ユーザ
ー、グループおよびプロビジョニング)を移行します。ネイティブ・ディレクトリ(セキュ
リティ)の移行を参照してください。Shared Servicesアーティファクトのリストは、
Shared Servicesとライフサイクル管理を参照してください。

• Oracle Hyperion Planning、Oracle Hyperion Financial Managementおよび Oracle
Essbaseアプリケーションのアーティファクトを Calculation Managerにインポートす

B-1



るには、事前にこれらのアプリケーションをソースにおける名前と同じ名前で作成
する必要があります。

Calculation Managerのアーティファクト・リスト
Oracle Hyperion Calculation Managerアーティファクトは、Oracle Hyperion Shared
Services Consoleの「Foundation」アプリケーション・グループの「Calculation
Manager」ノードの下にリストされます。
アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトが
インポートされた時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間の
パラメータをサポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファク
トを最後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更
ユーザーのパラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・
エディタを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、ア
ーティファクトは製品内でのみ編集できます。

• 依存 - アーティファクトの依存関係を一覧表示します
ルールのアーティファクト

表 B-1 ルールのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

ルール コンポーネントで
グループ化された
テンプレートと計
算を含めることの
できるオブジェク
ト

はい はい はい—XML なし

ルール・セットのアーティファクト
表 B-2 ルール・セットのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

ルール・セット 同時または連続の
計算が可能なルー
ルおよびその他の
ルール・セットを
含むオブジェクト

はい はい はい—XML なし

付録 B
Calculation Managerのアーティファクト・リスト
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式のアーティファクト
表 B-3 式のアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

式 ビジネス・ルール
およびテンプレー
ト内で使用でき、
メンバー、関数お
よび条件文(オプ
ション)を使用し
てユーザーが記述
または設計できる
計算文を含むコン
ポーネント

はい はい はい—XML なし

スクリプトのアーティファクト
表 B-4 スクリプトのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

スクリプト ビジネス・ルール
およびテンプレー
ト内で使用でき、
Visual Basic
(Oracle
Hyperion
Financial
Managementの
場合)または
Oracle Essbase
(Oracle
Hyperion
Planningおよび
Essbaseの場合)
の計算スクリプト
文のみを含むコン
ポーネント

はい はい はい—XML なし

テンプレートのアーティファクト
表 B-5 テンプレートのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

テンプレート 1回または複数回
の計算を実行す
る、ユーザーが作
成したコンポーネ
ント

はい はい はい—XML なし

付録 B
Calculation Managerのアーティファクト・リスト
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Calculation Managerアプリケーションの移行および
製品間のアーティファクトの依存関係

Oracle Hyperion Calculation Managerアプリケーションを 2つの環境間、つまり開発
環境からテスト環境またはテスト環境から本番環境に移行する場合、製品間アーティ
ファクトの依存関係が存在します。
Calculation Managerでは、次に示す他の製品のアーティファクトも Calculation
Manager固有のアーティファクトとともに移行する必要があります。
• Oracle Hyperion Shared Services (ユーザー、グループおよびプロビジョニング)

• Oracle Essbase

• Oracle Hyperion Planning

• Oracle Hyperion Financial Management

移行におけるエクスポートとインポートのオプシ
ョン

Oracle Hyperion Calculation Managerアーティファクトのインポート時には、宛先環
境の既存のアーティファクトが置き換えられます。アーティファクトをマージするオ
プションはありません。
Calculation Managerには、製品固有のエクスポート・オプションおよびインポート・
オプションはありません。

サンプルの移行定義ファイル
Oracle Hyperion Calculation Managerの移行定義ファイルで使用されている製品コー
ドは CALCです。

ノート:

移行定義ファイルで正しい構文が使用されていない場合、「MDFファイルのフォ
ーマットが正しくありません」というエラーが表示されます。

例 B-1 ファイル・システムへのエクスポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="Application" product="CALC" project="Foundation" 
application="Calculation Manager" />
      <Target type="FileSystem" filePath="/CALC-Calculation Manager" />

付録 B
Calculation Managerアプリケーションの移行および製品間のアーティファクトの依存関係
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      <Artifact recursive="true" parentPath="/Consolidation" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Essbase" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Planning" pattern="*" />
...</Task>
</Package>

例 B-2 ファイル・システムからのインポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="FileSystem" filePath="/CALC-Calculation Manager" />
      <Target type="Application" product="CALC" project="Foundation" 
application="Calculation Manager" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Consolidation" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Essbase" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Planning" pattern="*" />
...</Task>
</Package>

ライフサイクル管理のログ・ファイル
Oracle Hyperion Calculation Managerの Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理のログ・ファイルについては、Oracle Enterprise
Performance Management Systemインストールおよび構成トラブルシューティング・ガイド
に記載されています。

付録 B
ライフサイクル管理のログ・ファイル
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C
Essbaseとライフサイクル管理
Essbaseアーティファクトについて

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、次のタイプの Oracle Essbaseアーティファクトを移行できます:

• 計算スクリプト
• カスタム定義マクロおよび関数
• データ
• データベース・プロパティ
• データベース・アウトライン
• ディスク・ボリューム
• ドリルスルー定義
• Excelファイル
• ロケーション別名
• レポート・スクリプト
• ルール・ファイル
• セキュリティ・フィルタ
• 代替変数
• 表領域
• テキスト・ファイル
Essbaseアーティファクトのリストおよび説明は、Essbaseのアーティファクト・リストを
参照してください。

Essbaseの役割の要件
Oracle Essbaseに対して Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemラ
イフサイクル管理の操作を行うユーザーには、次の役割が割り当てられている必要がありま
す:

• LCM管理者
• サーバー・アクセス
• 計算
• データベース・マネージャ

C-1



ノート:

Essbaseのサーバー・レベルでは、サーバー・アクセスの役割が必要になり
ます。アプリケーション・レベルでは、ソース・アプリケーション・アーテ
ィファクトをエクスポートするために計算の役割が必要で、宛先のアプリケ
ーションにインポートするためにデータベース・マネージャの役割が必要に
なります。

Essbaseの移行の前提条件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Essbaseをインストールおよび構成
し、これらが実行されていることを確認します。

• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理の操作を行うユーザーに LCM管理者、サーバー・アクセス、計算およびデータ
ベース・マネージャの役割が割り当てられていることを確認します。

• Essbaseアプリケーション—セキュリティ・フィルタを移行する前に、Shared
Services (ユーザー、グループおよびプロビジョニング)を移行する必要がありま
す。ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ)の移行を参照してください。Shared
Servicesアーティファクトのリストは、Shared Servicesとライフサイクル管理を
参照してください。

ノート:

Oracle Hyperion Planningまたは Essbaseに対してライフサイクル管理
を使用するには、Essbaseで従来のセキュリティ・モードではなく、
Shared Servicesを使用している必要があります。

• Essbaseデータをエクスポートする前に、エクスポート・プロセスが完了するまで
更新できないようにするため、データベースが読取り専用モードに設定されている
ことを確認します。

• データ・アーティファクトをエクスポートする前に、必ずデータベースにデータを
ロードしてください。それ以外の場合、アーティファクトに値がないため、データ
の移行が失敗します。

Essbaseのアーティファクト・リスト
Oracle Essbaseアーティファクトは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleの
「Essbase」アプリケーション・グループにリストされます。

ノート:

Shared Services Consoleに表示されるアーティファクトは、実装ごとに異な
ります。

付録 C
Essbaseの移行の前提条件
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アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトがインポ
ートされた時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間のパラメータを
サポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトを最
後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更ユーザーのパ
ラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・エディ
タを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、アーティファク
トは製品内でのみ編集できます。

• 依存 - アーティファクトの依存関係を一覧表示します。たとえば、Essbaseのセキュリテ
ィ・フィルタ・アーティファクトを移行する場合は、Oracle Hyperion Shared Servicesの
セキュリティ・アーティファクトも移行する必要があります。

Essbaseサーバー・アーティファクト
Essbaseサーバー・ディレクトリには、代替変数アーティファクトが含まれています。

表 C-1 Essbaseサーバー・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

カスタム定義マク
ロおよび関数

計算関数 いいえ いいえ はい—XML なし
代替変数 定期的に変更され

る情報のグローバ
ル・プレースホル
ダ

いいえ いいえ はい—XML なし

Essbaseアプリケーション・アーティファクト
各アプリケーション・ディレクトリ(Demoなど)には、アプリケーション固有の代替変数アー
ティファクトが含まれています。

表 C-2 Essbaseアプリケーション・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

カスタム定義マク
ロおよび関数

計算関数 いいえ いいえ はい—XML なし
代替変数 定期的に変更され

る情報のグローバ
ル・プレースホル
ダ

いいえ いいえ はい—XML なし

付録 C
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表 C-2 (続き) Essbaseアプリケーション・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

表領域
* ノートを参照

データ・ストレー
ジの最適化

いいえ いいえ はい—XML なし

ノート:

1. ASOアプリケーションにのみ当てはまります。
2. エクスポートおよびインポートは、同じ動作環境内でのみサポートされ
ます。たとえば、Windows環境からエクスポートする場合、Windows環
境にインポートする必要があります。

Essbaseデータベース・アーティファクト
各 Essbaseアプリケーションには、1つ以上のデータベース・ディレクトリ
(Sample.Basicなど)があります。これらのディレクトリには、データベース固有のア
ーティファクトが含まれています。

表 C-3 Essbaseデータベース・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

計算スクリプト データベースの集
計方法や集約方法
を定義する一連の
コマンドです。集
計プロセスとは別
に、割当てや他の
計算ルールを指定
するコマンドが計
算スクリプトに含
まれることもあり
ます。

はい いいえ はい—テキスト なし

データ 入力メンバー・レ
ベルに存在する場
合、および親レベ
ルで集約/集計さ
れている場合のす
べての保管済デー
タ(たとえば、保管
済データ、動的計
算および保管)

いいえ いいえ はい—テキスト データベース・ア
ウトライン

付録 C
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表 C-3 (続き) Essbaseデータベース・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

データベース・プ
ロパティ

bufferSize、
dataCacheSettin
g、
dataFileCacheSe
tting、
indexCacheSetti
ng、
sortBufferSize
などのプロパテ
ィ。

いいえ いいえ はい—XML なし

データベース・ア
ウトライン

キューブのアウト
ライン・ファイル

はい いいえ いいえ なし
ディスク・ボリュ
ーム
* ノートを参照

データ・ストレー
ジの割当て

いいえ いいえ はい—XML なし

ドリルスルー定義 Oracle Hyperion
Financial Data
Quality
Managementお
よび Oracle
Hyperion
Financial Data
Quality
Management,
Enterprise
Editionの情報

いいえ いいえ はい—XML なし

Excelファイル Essbaseのセルに
関連付けられる外
部スプレッドシー
ト・ファイル

はい いいえ はい—テキスト、
XML

なし

ロケーション別名 データ・ソースを
特定する記述子で
す。ロケーション
別名により、サー
バー、アプリケー
ション、データベ
ース、ユーザー名、
およびパスワード
が指定されます。
ロケーション別名
は、DBAのデータ
ベース・レベルで
Oracle Essbase
Administration
Services、
ESSCMD、または
APIを使用して設
定されます。

いいえ いいえ はい—XML なし

付録 C
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表 C-3 (続き) Essbaseデータベース・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

レポート・スクリ
プト

プロダクション・
レポートを生成す
る、Essbaseレポ
ート・ライター・
コマンドを格納し
たテキスト・ファ
イル

はい いいえ はい—テキスト、
XML

なし

ルール・ファイル Essbaseがデー
タ・ソースを処理
するときにデータ
値またはディメン
ションとメンバー
上で行う一連の操
作

はい いいえ いいえ なし

セキュリティ・フ
ィルタ

データ値またはセ
ルに対するセキュ
リティ・アクセス
をコントロールす
る制限

いいえ いいえ はい—CSV Shared Services
セキュリティ・ア
ーティファクト

代替変数 定期的に変更され
る情報のグローバ
ル・プレースホル
ダ

いいえ いいえ はい—XML なし

テキスト・ファイ
ル

Essbaseキューブ
にデータをロード
するためのテキス
ト・ファイル

はい いいえ はい—テキスト なし

ノート:

1. BSOアプリケーションにのみ当てはまります。
2. エクスポートおよびインポートは、同じ動作環境内でのみサポートされ
ます。たとえば、Windows環境からエクスポートする場合、Windows環
境にインポートする必要があります。

Essbaseの移行に関する考慮事項
• MaxLスクリプト*.mxl、MaxL *.mshおよび MDXスクリプト*.mdxなどの特定の
テキスト・ファイルは、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理を使用して移行できません。

• トリガーはライフサイクル管理を使用して移行できません。かわりに MaxLを使
用して移行できます。

• パーティション定義はライフサイクル管理を使用して移行できません。かわりに
MaxLを使用して移行できます。

付録 C
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• カスタム定義マクロおよび関数はライフサイクル管理を使用して移行できません。かわ
りに MaxLを使用して移行できます。

• ライフサイクル管理では、移行する際に宛先で新しいデータベースを作成する必要がない
かぎり、BSOアーティファクトから ASOアプリケーションへの移行および ASOアプリ
ケーション・アーティファクトから BSOデータベースへの移行は抑制されません。アウ
トラインにはこの制限があります。したがって、アウトラインに依存するデータ移行も移
行できません。

• Oracle Essbase Spreadsheet Add-inでは、サーバー・レベルの代替変数がサポートされ
ています。

• Oracle Essbaseに対してライフサイクル管理を使用するには、Essbaseが Oracle
Hyperion Shared Servicesモードになっている必要があります。

Essbaseでは、宛先アプリケーションに関して次の点を考慮する必要があります。
• Oracle Essbase Administration Servicesでアプリケーションを事前に定義することも、

import.xmlファイルでアプリケーション名を指定して、CLUから移行を実行することも
可能です。

• データベースが存在しない場合、自動的に作成されます
• データ・ソースと宛先の名前が同じである必要があります。
• キューブが存在せず自動的に作成される場合は、上書きフラグが選択されていなくても、
アウトラインは強制的に上書きされます。

• 空のアウトラインが存在する場合は、計算スクリプト・ディレクトリの下にあるアーティ
ファクトのリストには、「デフォルトの計算」アーティファクトは表示されません。

• Essbaseがターゲット環境にない場合、ライフサイクル管理によってアプリケーション・
シェルが作成されます。

Essbaseアプリケーションの移行と製品間アーティフ
ァクトの依存関係

Oracle Essbaseアプリケーションを 2つの環境間、つまり開発環境からテスト環境またはテ
スト環境から本番環境に移行する場合、製品間アーティファクトの依存関係が存在します。
Essbaseでは、他の製品のアーティファクトもこれらの Essbase固有のアーティファクトと
ともに移行する必要があります。
• Oracle Hyperion Shared Servicesセキュリティ(ユーザー、グループおよびプロビジョニ
ング)

• オプション: ドキュメント・リポジトリ

移行におけるエクスポートとインポートのオプショ
ン

移行のエクスポート・オプション
Oracle Essbaseには、製品固有のエクスポート・オプションはありません。

付録 C
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移行のインポート・オプション
インポート時に、Essbaseアーティファクトは、宛先環境で既存のアーティファクト
を置換します。アーティファクトをマージするオプションはありません。
Essbaseのインポート・オプションは次のとおりです:

• 「アーティファクトを上書き」: 宛先の場所にあるすべてのアーティファクトを上書
きします。

• 「キューブを再構築」: 次のオプションから選択します。
– 「キューブ・データを保持」 - キューブのアウトラインを再構築するときにキ
ューブのデータを保持します。

– 「キューブ・データを破棄」 - キューブのアウトラインを再構築するときにキ
ューブのデータを破棄します。

– 「入力データのみ保持」 - キューブのアウトラインを再構築するときに入力デ
ータのみを保持します。

– レベル 0データのみ保持 - キューブのアウトラインを再構築するときにレベ
ル 0のデータのみを保持します。

ノート:

エクスポートおよびインポートのオプションにアクセスするには、Oracle
Hyperion Shared Services Consoleを起動し、「管理」、「移行オプション」を
選択します。

サンプルの移行定義ファイル
Oracle Essbaseの移行定義ファイルで使用されている製品コードは ESBAPPです。

ノート:

移行定義ファイルで正しい構文が使用されていない場合、「MDFファイルのフォ
ーマットが正しくありません」というエラーが表示されます。

例 C-1 ファイル・システムへのエクスポート
<xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="Application" product="ESBAPP" 
project="EssbaseCluster-1" application="Sample" />
      <Target type="FileSystem" filePath="/ESB-Sample" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Configuration" 
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pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Databases" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Substitution Variables" 
pattern="*" />
   </Task>
</Package>

例 C-2 ファイル・システムからのインポート
<xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="FileSystem" filePath="/ESB-Sample" />
      <Target type="Application" product="ESBAPP" project="EssbaseCluster-1" 
application="Sample" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Configuration" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Databases" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Substitution Variables" 
pattern="*" />
   </Task>
</Package>

ライフサイクル管理のログ・ファイル
Oracle Essbaseの Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサ
イクル管理のログ・ファイルについては、Oracle Enterprise Performance Management
Systemインストールおよび構成トラブルシューティング・ガイドに記載されています。
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D
Essbase Studioとライフサイクル管理
Essbase Studioアーティファクトについて

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、Oracle Essbase Studioカタログ・アーティファクトを移行できます。カタログ・アーテ
ィファクトには、ディメンショナリティ、階層、データ・ソース、フォルダ、および Essbase
Studio内のすべてのアーティファクトが含まれます。カタログ・アーティファクトは Oracle
Hyperion Shared Services Consoleのリポジトリ・フォルダの下にリストされます。Essbase
Studioアーティファクトを参照してください。

Essbase Studioの役割の要件
Oracle Essbase Studioに対して Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理の操作を行うユーザーには、次の役割が割り当てられている必要
があります:

• LCM管理者
• Essbase Studio管理者

Essbase Studioの移行の前提条件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Essbase Studioをインストールおよび構成
し、これらが実行されていることを確認します。

• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理の操
作を行うユーザーに LCM管理者と Essbase Studio管理者の役割が割り当てられている
ことを確認します。

• Essbase Studio製品固有のアーティファクトを移行する前に、Shared Servicesアーティ
ファクト(ユーザー、グループおよびプロビジョニング)を移行します。ネイティブ・ディ
レクトリ(セキュリティ)の移行を参照してください。Shared Servicesネイティブ・ディ
レクトリのアーティファクトのリストは、Shared Servicesとライフサイクル管理を参照
してください。

Essbase Studioのアーティファクト・リスト
Oracle Hyperion Shared Services Consoleに表示されるアーティファクトは、実装ごとに異
なります。
アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
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• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトが
インポートされた時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間の
パラメータをサポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファク
トを最後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更
ユーザーのパラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・
エディタを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、ア
ーティファクトは製品内でのみ編集できます。

Essbase Studioアーティファクト
Oracle Essbase Studioアーティファクトは、Shared Services Consoleのリポジトリ・
フォルダの下のカタログと呼ばれる 1つのアーティファクトにパッケージ化されま
す。

表 D-1 Essbase Studioアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

カタログ ディメンショナリ
ティ、階層、デー
タ・ソース、フォ
ルダ、および
Essbase Studio
内のすべてのアー
ティファクトが含
まれます。

はい はい いいえ なし

Essbase Studioの移行に関する考慮事項
Oracle Essbase Studioの移行に関する特定の考慮事項はありません。

Essbase Studioアプリケーションの移行と製品間ア
ーティファクトの依存関係

Oracle Essbase Studioでは、Oracle Hyperion Shared Servicesセキュリティ(ユーザ
ー、グループおよびプロビジョニング)も Essbase Studioアーティファクトとともに移
行する必要があります。

移行におけるエクスポートとインポートのオプシ
ョン

移行のエクスポート・オプション
Oracle Essbase Studioには、製品固有のエクスポート・オプションはありません。
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移行のインポート・オプション
Essbase Studioには、次のインポート・オプションがあります。
インポート・モード
• 置換: 要素がカタログ・データベースにすでに存在する場合は、カタログ・ファイルの新
しい要素で上書きされます。

• マージ: 要素がカタログ・データベースにすでに存在する場合は、その要素が保持され、
XMLファイルの重複する要素は使用されません。XMLファイルを使用して、カタログ・
データベースが作成されます。少なくとも 1つのインポートされたオブジェクトがカタ
ログに存在する場合、インポート・プロセスは終了します。

• 要素が存在する場合は中止: XMLファイルを使用してカタログ・データベースが作成され
ます。少なくとも 1つのインポートされたオブジェクトがカタログに存在する場合、イン
ポート・プロセスは終了します。

ノート:

エクスポートおよびインポートのオプションにアクセスするには、Oracle Hyperion
Shared Services Consoleを起動し、「管理」、「移行オプション」を選択します。

サンプルの移行定義ファイル
Oracle Essbase Studioの移行定義ファイルで使用されている製品コードは BPMです。

ノート:

移行定義ファイルで正しい構文が使用されていない場合、「MDFファイルのフォーマッ
トが正しくありません」というエラーが表示されます。

例 D-1 ファイル・システムへのエクスポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password=""/>
   <Task>
      <Source type="Application" product="BPM" project="Essbase Studio 
Server 11.1.2 Servers" application="Essbase Studio Server1"/>
      <Target type="FileSystem" filePath="/BPM-Essbase Studio Server1"/>
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Repository" pattern="*"/>>
   </Task>
</Package>
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例 D-2 ファイル・システムからのインポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password=""/>
   <Task>
      <Source type="FileSystem" filePath="/BPM-Essbase Studio 
Server1"/>
      <Target type="Application" product="BPM" project="Essbase Studio 
Server 11.1.2 Servers" application="Essbase Studio Server1"/>
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Repository" pattern="*"/>
   </Task>
</Package>

ライフサイクル管理のログ・ファイル
Oracle Essbase Studioの Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理のログ・ファイルについては、Oracle Enterprise
Performance Management Systemインストールおよび構成トラブルシューティン
グ・ガイドに記載されています。
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E
FDMEEおよびライフサイクル管理
FDMEEアーティファクトについて

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、次のタイプの Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionア
ーティファクトを移行できます:

アプリケーション・データ・アーティファクト
• アプリケーション・カテゴリ・マッピング
• アプリケーション定義
• アプリケーション期間マッピング
• バッチ定義
• 確認エンティティ・グループ
• 確認ルール・グループ
• カスタム・スクリプト
• カスタム・スクリプトの登録
• データ・ロード・マッピング
• データ・ロード・ルール
• イベント・スクリプト
• 明示ソース期間マッピング
• HRデータ・ロード・ルール
• インポート・フォーマット
• インポート・スクリプト
• ロケーション
• ロジック・グループ
• メタデータ・ルール
グローバル設定アーティファクト
• アプリケーション設定
• バッチ・グループ
• カテゴリ・マッピング
• カスタム・スクリプト・グループ
• 期間マッピング

E-1



• 問合せ定義
• レポート定義
• レポート・グループ
• セキュリティ設定
• ソース会計エンティティ
• ソース・アダプタ
• ソース期間マッピング
• システム設定
• ユーザー設定
これらの FDMEEアーティファクトの説明は、FDMEEのアーティファクト・リストを
参照してください。

FDMEEの役割の要件
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionに対して
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理の
操作を行うユーザーには、次の役割が割り当てられている必要があります:

• FDMEE管理者
• LCM管理者

FDMEEの移行の前提条件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Hyperion Financial Data Quality

Management, Enterprise Editionをインストールおよび構成し、これらが実行され
ていることを確認します。

• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理の操作を行うユーザーに LCM管理者と FDMEEアプリケーション管理者の役
割が割り当てられていることを確認します。

• FDMEE製品固有のアーティファクトを移行する前に、Shared Servicesアーティ
ファクト(ユーザー、グループおよびプロビジョニング)を移行します。ネイティ
ブ・ディレクトリ(セキュリティ)の移行を参照してください。Shared Servicesネ
イティブ・ディレクトリのアーティファクトのリストは、Shared Servicesとライ
フサイクル管理を参照してください。

• FDMEE製品固有のアーティファクトを移行する前に、ターゲット環境のすべての
ソース・システムの登録を手動で作成し、初期化します。

FDMEEのアーティファクト・リスト
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionアーティファ
クトは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleの「FDM」アプリケーション・グ
ループの「FDMEE」ノードの下にリストされます。
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ノート:

Shared Services Consoleに表示されるアーティファクトは、実装ごとに異なりま
す。

アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトが最後に
変更された時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間のパラメータを
サポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトを最
後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更ユーザーのパ
ラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・エディ
タを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、アーティファク
トは製品内でのみ編集できます。

• 依存 - アーティファクトの依存関係を一覧表示します。たとえば、ユーザー・プリファレ
ンス・アーティファクトを移行する場合は、ユーザー変数アーティファクトも移行する必
要があります。

アプリケーション・データ・アーティファクト
アプリケーション・データ・ディレクトリには、連結アプリケーションと Oracle Hyperion
Planningアプリケーションのアーティファクトが含まれます。

表 E-1 アプリケーション・データ

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

アプリケーショ
ン・カテゴリ・マ
ッピング

ソース・システム
のデータを分類
し、アプリケーシ
ョンごとの特定の
ターゲット・シナ
リオ・ディメンシ
ョンにマッピング
します。このマッ
ピングにより、グ
ローバル・カテゴ
リ・マッピングは
オーバーライドさ
れます。

はい はい はい アプリケーション
定義、カテゴリ・
マッピング

アプリケーション
定義

ターゲット・アプ
リケーションの定
義

はい はい はい なし
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表 E-1 (続き) アプリケーション・データ

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

アプリケーション
期間マッピング

ソース FDMEE
システム期間とタ
ーゲット Oracle
Enterprise
Performance
Management
Systemアプリケ
ーション期間の間
の期間マッピン
グ。このマッピン
グにより、グロー
バル期間マッピン
グはオーバーライ
ドされます。

はい はい はい アプリケーション
定義、期間マッピ
ング

バッチ定義 FDMEEバッチ処
理の定義およびパ
ラメータ

はい はい はい データ・ロード・
ルール、HRデー
タ・ロード・ルー
ル、メタデータ・
ルール

確認エンティテ
ィ・グループ

場所ごとに検証レ
ポートに表示され
るターゲット・シ
ステム・エンティ
ティを分類します

はい はい はい アプリケーション
定義

確認ルール・グル
ープ

検証レポート・プ
ロセスの一部であ
る詳細な検証ロジ
ックを定義します

はい はい はい アプリケーション
定義

カスタム・スクリ
プト

必要に応じて実行
されるスクリプト

いいえ いいえ はい アプリケーショ
ン・データ、アプ
リケーション定義

カスタム・スクリ
プトの登録

カスタム・スクリ
プト・グループお
よびターゲット・
アプリケーション
とのスクリプト・
ファイルの関連付
けを設定するスク
リプトの登録

はい はい はい アプリケーショ
ン・データ、カス
タム・スクリプ
ト・グループ、ア
プリケーション定
義、カスタム・ス
クリプト

データ・ロード・
マッピング

単一ディメンショ
ン内のソース・デ
ィメンション・メ
ンバーとターゲッ
ト・ディメンショ
ン・メンバー間の
関係

はい はい はい ロケーション

データ・ロード・
ルール

FDMEEのソー
ス・システムから
データを抽出する
ルール

はい はい はい ロケーション

付録 E
FDMEEのアーティファクト・リスト
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表 E-1 (続き) アプリケーション・データ

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

イベント・スクリ
プト

FDMEEイベント
に応答して実行さ
れるスクリプト

いいえ いいえ はい アプリケーショ
ン・データ、アプ
リケーション定義

明示ソース期間マ
ッピング

ソース FDMEE
システム期間とタ
ーゲット EPM
Systemアプリケ
ーション期間の間
の期間マッピン
グ。これにより、
期間が開始日およ
び終了日で定義さ
れていない追加の
GLデータ・ソー
スをサポートでき
ます。

はい はい はい アプリケーショ
ン・データ、アプ
リケーション定
義、期間マッピン
グ

HRデータ・ロー
ド・ルール

Oracle Hyperion
Public Sector
Planning and
Budgetingアプ
リケーションにデ
ータおよびメタデ
ータを移入するル
ール

はい はい はい ロケーション

インポート・フォ
ーマット

ソースのセグメン
トまたはチャー
ト・フィールドか
らターゲットのア
プリケーション・
ディメンションま
たはフラット・フ
ァイルのフィール
ドへのマッピング

はい はい はい アプリケーション
定義、ソース・ア
ダプタ、ソース会
計エンティティ

インポート・スク
リプト

ソース・ファイル
として実行される
スクリプトをイン
ポートします

いいえ いいえ はい アプリケーショ
ン・データ、アプ
リケーション定義

ロケーション ソース会計エンテ
ィティおよびター
ゲット・アプリケ
ーションのマッピ
ング

はい はい はい インポート・フォ
ーマット

ロジック・グルー
プ

ロジック勘定科目
の分類

はい はい はい アプリケーション
定義

メタデータ・ルー
ル

ソース・システ
ム・ディメンショ
ン・メンバーをタ
ーゲット EPM
Systemアプリケ
ーションにロード
するルール

はい はい はい ロケーション

付録 E
FDMEEのアーティファクト・リスト
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グローバル設定アーティファクト
グローバル設定ディレクトリには、ソース会計エンティティ、ソース期間マッピング、
カテゴリ・マッピング、期間マッピングおよびソース・アダプタのアーティファクト
が含まれます。

表 E-2 グローバル設定アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

アプリケーション
設定

EPMアプリケー
ション・レベルで
設定された構成設
定

はい はい はい アプリケーション
定義

バッチ・グループ 割り当てられたバ
ッチ・グループに
基づきバッチをグ
ループ化すること
でバッチを実行す
る際のセキュリテ
ィ資格を割り当て
ます

はい はい はい なし

カテゴリ・マッピ
ング

ソース・システム
のデータをグロー
バルに分類し、特
定のターゲット
EPM Systemシ
ナリオ・ディメン
ション・メンバー
にマッピングしま
す。

はい はい はい なし

カスタム・スクリ
プト・グループ

使用しやすく、セ
キュリティの割当
てに役立つよう
に、同様のタイプ
のカスタム・スク
リプトをグループ
の下に割り当てま
す

いいえ いいえ はい なし

ドリルスルー・ス
クリプト

URLではなくグ
ラフィカル・ユー
ザー・インタフェ
ースにドリルスル
ーできる
JavaScriptベー
スのドリルスルー

いいえ いいえ はい なし

期間マッピング ソース FDMEE
システム期間と、
ターゲット EPM
Systemアプリケ
ーション期間の間
のグローバル期間
マッピング

はい はい はい なし

付録 E
FDMEEのアーティファクト・リスト

E-6



表 E-2 (続き) グローバル設定アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

問合せ定義 FDMEEレポート
の問合せ定義。こ
れらの問合せ定義
エントリは、
FDMEEに付属し
ている BI
Publisherテンプ
レートにより使用
されます

はい はい はい なし

レポート定義 FDMEEレポー
ト・テンプレート。
これらのテンプレ
ートは、問合せ定
義セクションに定
義されている問合
せを使用します。

はい はい はい クエリ定義、レポ
ート・グループ

レポート・グルー
プ

レポートを分類
し、ユーザー・イ
ンタフェース内の
レポートのリスト
をフィルタします

はい はい はい なし

セキュリティ設定 システム機能また
は場所ごとにセキ
ュリティを定義し
ます

はい はい はい なし

ソース会計エンテ
ィティ

統合で使用される
ソース元帳または
事業部門

はい はい はい なし

ソース・アダプタ 外部システムから
データをプルする
アダプタ。

はい はい はい なし

ソース期間マッピ
ング

ソース FDMEE
システム期間と、
ソース・システム
別に編成されたタ
ーゲット EPM
Systemアプリケ
ーション期間の間
の期間マッピング

はい はい はい 期間マッピング

システム設定 FDMEEに対して
システム・レベル
で有効になってい
る構成設定

はい はい はい なし

ユーザー設定 特定のユーザーに
対して有効になっ
ている構成設定

はい はい はい なし

付録 E
FDMEEのアーティファクト・リスト
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FDMEEの移行に関する考慮事項
• ソース・システムは、ソース・システムと Oracle Hyperion Financial Data Quality

Management, Enterprise Editionの両方で初期化する必要があります。
• ターゲット・アプリケーションは、それぞれのターゲット製品すべてに存在する必
要があります。

ノート:

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイク
ル管理によるリリース 11.1.2.3からリリース 11.1.2.4への移行はサポートさ
れません。

FDMEEアプリケーションの移行と製品間アーテ
ィファクトの依存関係

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionアーティファ
クトを 2つの環境間、つまり開発環境からテスト環境またはテスト環境から本番環境
に移行する場合、FDMEEでは、他の製品のアーティファクトも FDMEE固有のアーテ
ィファクトとともに移行する必要があります。FDMEEの製品間アーティファクトに
は、Oracle Hyperion Shared Servicesネイティブ・ディレクトリ(ユーザー、グループ
およびプロビジョニング)が含まれます。

移行におけるエクスポートとインポートのオプシ
ョン

Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionアーティファ
クトのインポート時には、宛先環境の既存のアーティファクトが検証されます。
FDMEEのインポート・オプションは次のとおりです:

検証のスキップ — インポート中に宛先の場所でのターゲット・ディメンション・メン
バーの検証をスキップします。

ノート:

エクスポートおよびインポートのオプションにアクセスするには、Oracle
Hyperion Shared Services Consoleを起動し、「管理」、「移行オプション」を
選択します。

付録 E
FDMEEの移行に関する考慮事項
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サンプルの移行定義ファイル
提供されているサンプル移行定義ファイルは、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionアプリケーションの移行用です。FDMEEの移行定義ファイ
ルに使用される製品コードは、AIFです。

ノート:

移行定義ファイルで正しい構文が使用されていない場合、「MDFファイルのフォーマッ
トが正しくありません」というエラーが表示されます。

例 E-1 ファイル・システムへのエクスポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
     <Source type="Application" product="AIF" project="FDM" 
application="FDMEE" />
      <Target type="FileSystem" filePath="/FDMEE" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Global Setup Artifacts" 
pattern="*" />
   </Task>
</Package>

例 E-2 ファイル・システムへのインポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
     <Source type="FileSystem" filePath="/FDMEE" />
      <Target type="Application" product="AIF" project="FDM" 
application="FDMEE" /> 
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Global Setup Artifacts" 
pattern="*" />
   </Task>
</Package>

ライフサイクル管理のログ・ファイル
Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionの Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理のログ・ファイルについて
は、Oracle Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成トラブルシ
ューティング・ガイドに記載されています。

付録 E
サンプルの移行定義ファイル
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F
Financial Close Managementとライフサイクル管理
Financial Close Managementアーティファクトについて

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、次のタイプの Oracle Hyperion Financial Close Managementアーティファクトのリポジ
トリ・コンテンツを移行できます:

Close Managerアーティファクト
• アラート・タイプ
• カスタム属性
• フィルタ
• グローバル統合トークン
• 統合アプリケーション
• 統合タイプ
• 期間
• 保存済ビュー
• スケジュール(タスク・アラートを含む)

• タスク・タイプ
• テンプレート
• ユーザー・プリファレンス
• 年
Account Reconciliation Managerアーティファクト
• 勘定科目タイプ
• 経過期間プロファイル
• 通貨
• カスタム属性
• カスタム通貨
• ダッシュボード定義
• フィルタ
• フォーマット

F-1



• 頻度
• グローバル統合トークン
• グローバル設定
• 期間
• パワー・ユーザーのセキュリティ
• プロセス
• プロファイル・セグメント
• プロファイル
• レート・タイプ
• リスク評価
• 保存済ビュー
• チーム
• ユーザー・プリファレンス
Supplemental Data Managerアーティファクト
• 接続
• 通貨
• 通貨レート
• 通貨レート・タイプ
• データ
• データ収集期間
• データ・セット
• ディメンション
• フィルタ
• フォーム・テンプレート
• 頻度
• 統合プロファイル
• 期間
• プリファレンス
• 保存済ビュー
• システム設定
これらのアーティファクトの説明は、Financial Close Managementのアーティファク
ト・リストを参照してください。

付録 F
Financial Close Managementアーティファクトについて
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Financial Close Management役割の要件
Oracle Hyperion Financial Close Managementに対して Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Systemライフサイクル管理の操作を行うユーザーには、次の役割
が割り当てられている必要があります:

• FCM管理者
• LCM管理者

Financial Close Management移行の前提条件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Hyperion Financial Close Managementをイ
ンストールおよび構成し、これらが実行されていることを確認します。

• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理の操
作を行うユーザーに LCM管理者と FCM管理者の役割が割り当てられていることを確認
します。

• Financial Close Management製品固有のアーティファクトを移行する前に、Shared
Servicesアーティファクト (ユーザー、グループおよびプロビジョニング)を移行します。
ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ)の移行を参照してください。Shared Services
ネイティブ・ディレクトリのアーティファクトのリストは、Shared Servicesとライフサ
イクル管理を参照してください。

• Close Managerの場合、統合タイプを移行する前に、次のプログラムが稼働していること
を確認します。
– 移行されるシステムで自動化された統合タイプの外部非同期Webサービス
– 管理サーバー
– Oracle SOA Suiteサーバー

• Account Reconciliation Managerの場合、Oracle Hyperion Financial Data Quality
Management, Enterprise Editionが稼働してデータが入力されている必要があります。

• Account Reconciliation Managerの場合、ユーザーや役割などの Shared Servicesデータ
を、Account Reconciliation Managerデータのインポート前にインポートする必要があり
ます。

Financial Close Managementのアーティファクト・リスト
Oracle Hyperion Financial Close Managementアーティファクトは、Oracle Hyperion Shared
Services Consoleの「Financial Close Management」アプリケーション・グループにリスト
されます。

ノート:

Shared Services Consoleに表示されるアーティファクトは、実装ごとに異なりま
す。

付録 F
Financial Close Management役割の要件
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アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトが
インポートされた時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間の
パラメータをサポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファク
トを最後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更
ユーザーのパラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・
エディタを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、ア
ーティファクトは製品内でのみ編集できます。

• 依存 - アーティファクトの依存関係を一覧表示します。たとえば、Financial Close
Management統合タイプのアーティファクトを移行する場合は、Financial Close
Management統合アプリケーションのアーティファクトも移行する必要がありま
す。

Close Managerアーティファクト
表 F-1 Financial Close Management Close Managerアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

アラート・タイプ アラートをハード
ウェア障害、ソフ
トウェアの問題、
システム障害など
のタイプに分類し
ます

はい いいえ はい—XML なし

カスタム属性 テンプレート、ス
ケジュール、タス
ク・タイプおよび
タスクを分類しま
す

はい いいえ はい—XML なし

フィルタ リスト・ビュー、
ダッシュボードお
よびレポート・バ
インダに表示され
るレコードを制御
します。

はい いいえ はい—XML テンプレート

グローバル統合ト
ークン

パラメータ化され
た URLの作成を
有効にします

はい いいえ はい—XML カスタム属性
ノート: グローバ
ル統合トークンは
カスタム属性に依
存している可能性
がありますが、常
にそうとはかぎり
ません。

付録 F
Financial Close Managementのアーティファクト・リスト
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表 F-1 (続き) Financial Close Management Close Managerアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

統合アプリケーシ
ョン

Financial Close
Managementが
統合される外部ア
プリケーションを
表します

はい いいえ はい—XML なし

統合タイプ Financial Close
Managementと
統合されるアプリ
ケーションによっ
て提供されるサー
ビスの定義。

はい いいえ はい—XML 統合アプリケーシ
ョン

期間 月や四半期など、
決算アクティビテ
ィが適用される期
間を指定する階層
ディメンション

はい いいえ はい—XML なし

タスク・タイプ データ入力や G/L
抽出など、決算期
間によく行われる
タスクを識別し、
分類します

はい いいえ はい—Zip
ノート: アーティ
ファクトは抽出さ
れる必要があり、
圧縮されたコンテ
ンツの形式は保持
される必要がある
ため、編集は推奨
されません。

期間、年、アラー
ト・タイプ、カス
タム属性、統合ア
プリケーション、
統合タイプ

テンプレート 複数の決算期間で
反復できるタスク
のセット。管理者
は、月次や四半期
など、様々なタイ
プの決算期間のテ
ンプレートを作成
できます。

はい いいえ はい—Zip
ノート: アーティ
ファクトは抽出さ
れる必要があり、
圧縮されたコンテ
ンツの形式は保持
される必要がある
ため、編集は推奨
されません。

期間、年、アラー
ト・タイプ、カス
タム属性、統合ア
プリケーション、
統合タイプ、タス
ク・タイプ

ユーザー・プリフ
ァレンス

Financial Close
Managementア
プリケーションに
使用される、タイ
ムゾーンに固有の
プリファレンス

はい いいえ はい—XML なし

年 2009、2010、FY09
や FY10など、決
算アクティビティ
が適用される年を
指定するフラッ
ト・リスト。

はい いいえ はい—XML なし

付録 F
Financial Close Managementのアーティファクト・リスト
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Account Reconciliation Managerアーティファクト
表 F-2 Financial Close Management Account Reconciliation Managerアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

勘定科目タイプ 階層構造に従っ
て、プロファイル、
照合、および調整
を分類します

はい いいえ はい—XML なし

経過期間プロファ
イル

経過期間バケット
のコレクション

はい いいえ はい—XML なし
通貨 一般的に受け入れ

られる換算の手
段。Financial
Close
Management
は、ISOに準拠し
ている通貨コード
および記号などの
通貨の詳細をシー
ドします。

はい いいえ はい—XML なし

カスタム属性 フィルタ処理や検
索を容易にするた
めに情報を分類し
ます。カスタム属
性は、テンプレー
ト、スケジュール、
タスク・タイプお
よびタスクに割り
当てられます。た
とえば、特定のカ
スタム属性を持つ
タスクのみが含ま
れるように、タス
ク・リストをフィ
ルタ処理できま
す。

はい いいえ はい—XML なし

カスタム通貨 ISOに準拠してい
ない通貨

はい いいえ はい—XML なし
ダッシュボード定
義

スケジュールおよ
びタスク・リスト
のビュー、詳細に
ドリルダウンでき
る概要

はい いいえ はい—XML フィルタ、CSSユ
ーザー、経過期間
のプロファイル

フィルタ リスト・ビュー、
ダッシュボードお
よびレポート・バ
インダに表示され
るレコードを制御
します。

はい いいえ はい—XML カスタム属性

付録 F
Financial Close Managementのアーティファクト・リスト
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表 F-2 (続き) Financial Close Management Account Reconciliation Managerアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

フォーマット 照合の方法と、照
合をレビュー用に
送信する前に提供
する必要のある情
報を決定します

はい いいえ はい—Zip
ノート: アーティ
ファクトは抽出さ
れる必要があり、
圧縮されたコンテ
ンツの形式は保持
される必要がある
ため、編集は推奨
されません。

カスタム属性

頻度 照合を準備および
更新する頻度。頻
度は、システム設
定で定義され、プ
ロファイルと期間
に関連付けられま
す。

はい いいえ はい—XML なし

グローバル統合ト
ークン

パラメータ化され
た URLの作成を
有効にします

はい いいえ はい—XML カスタム属性
ノート: グローバ
ル統合トークンは
カスタム属性に依
存している可能性
がありますが、常
にそうとはかぎり
ません。

グローバル設定 アップロード・フ
ァイルの最大サイ
ズ、データロー
ド・コンテキスト
および「期限まで
の日数」システム
設定を含みます。
これらの設定は、
管理者によって確
立され、Financial
Close
Managementユ
ーザー・ベース全
体に適用されま
す。

はい いいえ はい—XML なし

期間 勘定科目照合が完
了する時間の単位
(2013年 1月、
2013年 2月など)

はい いいえ はい—XML 頻度

パワー・ユーザー
のセキュリティ

パワー・ユーザー
によりアクセスさ
れる勘定科目セグ
メントのセキュリ
ティ・フィルタ

はい いいえ はい—XML プロファイル・セ
グメント、CSSロ
ール

付録 F
Financial Close Managementのアーティファクト・リスト
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表 F-2 (続き) Financial Close Management Account Reconciliation Managerアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

プロセス プロファイルを特
定の照合プロセス
(貸借対照表照合
プロセスやローカ
ル GAAP照合プ
ロセスなど)に関
連付けます

はい いいえ はい—XML なし

プロファイル・セ
グメント

値のフィルタ処理
およびレポートを
容易にするため
の、セグメントに
格納されたプロフ
ァイル勘定科目
ID

はい いいえ はい—XML なし

プロファイル 照合が発生する方
法と時期を決定す
る構成設定が含ま
れます

はい いいえ はい—Zip
ノート: アーティ
ファクトは抽出さ
れる必要があり、
圧縮されたコンテ
ンツの形式は保持
される必要がある
ため、編集は推奨
されません。

カスタム属性、フ
ォーマット、期間、
勘定科目タイプ、
レート・タイプ、
プロファイル・セ
グメント

レート・タイプ プロファイルまた
は照合で使用する
ために、外国為替
レートに関連付け
られます

はい いいえ はい—XML なし

リスク評価 リスク・レベルに
従ったプロファイ
ルと照合の分類を
可能にします。リ
スク評価を使用し
て、レポート用の
勘定科目を選択す
ることや、策定者、
頻度または他の属
性を簡単に割り当
てることができま
す。

はい いいえ はい—XML なし

付録 F
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表 F-2 (続き) Financial Close Management Account Reconciliation Managerアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

チーム 策定者、レビュー
担当者、参照者、
およびコメント作
成者の役割を使用
して定義およびプ
ロビジョニングさ
れます。次に、プ
ロファイルまたは
照合のこれらの役
割を名前付きユー
ザーに割り当てる
代わりに、役割が
チームに割り当て
られます。

はい いいえ はい—XML なし

ユーザー・プリフ
ァレンス

Financial Close
Managementア
プリケーションに
使用される、タイ
ムゾーンに固有の
プリファレンス

はい いいえ はい—XML なし

Supplemental Data Managerアーティファクト
表 F-3 Financial Close Management Supplemental Data Managerアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

通貨 一般的に受け入れ
られる換算の手
段。Financial
Close
Management
は、ISOに準拠し
ている通貨コード
および記号などの
通貨の詳細をシー
ドします。

いいえ いいえ いいえ なし

接続 メタデータのイン
ポートまたはデー
タの転記など、オ
ンライン統合のた
めに別のアプリケ
ーションに接続す
る詳細です。

はい はい いいえ いいえ

データ収集期間 データ収集のため
にフォームをデプ
ロイできる期間、
年および頻度の組
合せです。

いいえ いいえ いいえ 期間

付録 F
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表 F-3 (続き) Financial Close Management Supplemental Data Managerアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

データ・セット 補足スケジュール
で使用される属性
のセットです。

はい はい いいえ ディメンション

ディメンション データ・エント
リ・スケジュール
で参照できるメタ
データを含むレコ
ードのフラット・
リストです。

はい はい いいえ なし

フィルタ リスト・ビュー、
ダッシュボードお
よびレポート・バ
インダに表示され
るレコードを制御
します。

いいえ いいえ いいえ 統合プロファイ
ル、フォーム・テ
ンプレート、デー
タ・セット、ディ
メンション、シナ
リオ・ディメンシ
ョン

フォーム・テンプ
レート

補足データ・スケ
ジュールの定義
で、これをデプロ
イして、ステーク
ホルダー間の情報
を収集および確認
するための期間を
オープンできま
す。

はい はい いいえ データ・セット

頻度 補足データを準備
および確認する頻
度です。頻度はシ
ステムで定義さ
れ、期間と関連付
けられます。

いいえ いいえ いいえ なし

統合プロファイル オンライン統合を
持つ他のアプリケ
ーションからどの
メタデータをプル
するかの定義で
す。

はい はい いいえ 接続

期間 補足スケジュール
を準備する時間の
単位です(たとえ
ば、2015年 1月、
2014年第 1四半
期)

はい はい いいえ 頻度

プリファレンス スケジュールの書
式設定オプション

いいえ いいえ いいえ なし

Financial Close Management移行の考慮事項
• すべての Oracle Hyperion Financial Close Managementユーザーが Oracle

Hyperion Shared Servicesの一部として移行されます。

付録 F
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• Close Managerで、次のアーティファクトは移行できません。
– フィルタ
– ユーザー・プリファレンス
– スケジュール
– アラート

• Account Reconciliation Managerで、次のアーティファクトは移行できません。
– 照合
– 取引
– 通貨レート

• Supplemental Data Managerでは、次のアーティファクトは移行できません。
– フォーム・インスタンス
– レポート定義

Financial Close Managementアプリケーションの移行と
製品間アーティファクトの依存関係

Oracle Hyperion Financial Close Managementには、製品間アーティファクトの依存関係はあ
りません。

移行におけるエクスポートとインポートのオプショ
ン

移行のエクスポート・オプション
Oracle Hyperion Financial Close Managementには、製品固有のエクスポート・オプションは
ありません。
移行のインポート・オプション
Financial Close Managementには、次のインポート・オプションがあります:

インポート・モード
• 置換 - インポートしたアーティファクトで選択したアーティファクトを上書きします
• すべて置換 - インポートしたアーティファクトで既存のアーティファクトをすべて上書
きします

ノート:

エクスポートおよびインポートのオプションにアクセスするには、Oracle Hyperion
Shared Services Consoleを起動し、「管理」、「移行オプション」を選択します。

付録 F
Financial Close Managementアプリケーションの移行と製品間アーティファクトの依存関係
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サンプルの移行定義ファイル
Oracle Hyperion Financial Close Managementの移行定義ファイルで使用されている
製品コードは FCCです。

ノート:

移行定義ファイルで正しい構文が使用されていない場合、「MDFファイルのフォ
ーマットが正しくありません」というエラーが表示されます。

例 F-1 ファイル・システムへのエクスポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="Application" product="FCC" project="Financial 
Close" application="Financial Close Management" />
      <Target type="FileSystem" filePath="/FCM-Financial Close 
Management" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Alert Types" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Custom Attributes" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Integration 
Applications" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Integration Types" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Periods" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Task Types" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Templates" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Years" pattern="*" />
   </Task>
</Package>

例 F-2 ファイル・システムからのインポート

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="FileSystem" filePath="/FCM-Financial Close 
Management" />
      <Target type="Application" product="FCC" project="Financial 
Close" application="Financial Close Management" />

付録 F
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      <Artifact recursive="true" parentPath="/Alert Types" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Custom Attributes" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Integration Applications" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Integration Types" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Periods" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Task Types" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Templates" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Years" pattern="*" />
   </Task>
</Package>

ライフサイクル管理のログ・ファイル
Oracle Hyperion Financial Close Managementの Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理のログ・ファイルについては、Oracle Enterprise
Performance Management Systemインストールおよび構成トラブルシューティング・ガイド
に記載されています。

付録 F
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G
Financial Managementとライフサイクル管理
Financial Managementアーティファクトについて

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、次のタイプの Oracle Hyperion Financial Managementアーティファクトのリポジトリ・
コンテンツを移行できます:

• アプリケーションのベース・レベル・データ
• アプリケーションのスナップショット
• 構成
• ドキュメント
• ディメンション
• フォーム
• 内部取引
• 仕訳
• メンバー・リスト
• フェーズ送信
• ルール
• セキュリティ
Financial Managementアーティファクトのリストは、Financial Managementのアーティファ
クト・リストを参照してください。

Financial Managementの役割の要件
Oracle Hyperion Financial Managementに対して Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理の操作を行うユーザーには、次の役割が割り当てら
れている必要があります:

• LCM管理者
• アプリケーション管理者

Financial Management移行の前提条件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Hyperion Financial Managementをインスト
ールおよび構成し、これらが実行されていることを確認します。
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• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理の操作を行うユーザーに LCM管理者とアプリケーション管理者の役割が割り
当てられていることを確認します。

• Financial Management製品固有のアーティファクトを移行する前に、Shared
Servicesアーティファクト (ユーザー、グループおよびプロビジョニング)を移行し
ます。ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ)の移行を参照してください。
Shared Servicesアーティファクトのリストは、Shared Servicesとライフサイク
ル管理を参照してください。

• Financial Managementアプリケーションの移行の Financial Managementアーテ
ィファクト移行情報を確認します。

Financial Managementアプリケーションの移行
• 移行する前に、アプリケーションをネイティブ Oracle Hyperion Financial

Managementに作成する必要があります。
• Financial Managementでは、Oracle Hyperion Shared Services (ユーザー、グルー
プおよびプロビジョニング)およびタスクフローのアーティファクトも Financial
Management固有のアーティファクトとともに移行する必要があります。

Financial Managementのアーティファクト・リスト
Oracle Hyperion Financial Managementアーティファクトは、Oracle Hyperion Shared
Services Consoleの「Financial Management」アプリケーション・グループにリスト
されます。

ノート:

Shared Services Consoleに表示されるアーティファクトは、実装ごとに異な
ります。

アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトが
インポートされた時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間の
パラメータをサポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファク
トを最後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更
ユーザーのパラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・
エディタを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、ア
ーティファクトは製品内でのみ編集できます。

付録 G
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• 依存 - アーティファクトの依存関係を一覧表示します。たとえば、Financial Management
イベントのアーティファクトを移行する場合は、Financial Managementカレンダのアー
ティファクトも移行する必要があります。

アプリケーションのベース・レベル・データ・アーティファクト
表 G-1 ベース・レベル・データ・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

データ 所有者情報や為替
レートなどを含む
ベース・レベル・
データ。

いいえ いいえ はい セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン

ノート:

分散 EPMインストールの Financial Managementのデータ・アーティファクトをエ
クスポートまたはインポートするには、Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理に共有ファイル・システム・パスが必要
です。この共有/ディスク・フォルダへのアクセス権を持つドメイン・アカウントを
使用して、サービスを起動する必要があります。このドメイン・アカウントで
hfmLcmServiceAppPool(IIS)を構成します。

アプリケーションのスナップショット・アーティファクト
表 G-2 アプリケーションのスナップショット・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

アプリケーション
のスナップショッ
ト

アプリケーション
の完全なバックア
ップ(後から復元
可能)

いいえ いいえ はい なし

ノート:

アプリケーションのスナップショットを移行するには、すべてのユーザーがアプリ
ケーションからログアウトする必要があります。アプリケーションに対してアクテ
ィブなタスクが存在しない場合、システムはすべてのユーザーをログアウトしてア
プリケーションを停止します。アプリケーションのスナップショットは、その他の
アーティファクトの処理後、移行の最後にエクスポートされます。インポートの際、
アプリケーションのスナップショットを他のアーティファクトとともに選択するこ
とはできませんが、アプリケーションがターゲットにまだ存在しない場合は、アプ
リケーション・シェルを作成するためのアプリケーション定義アーティファクトを
含める必要があります。
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構成アーティファクト
表 G-3 構成アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

アプリケーション
定義

アプリケーショ
ン・シェルの作成
に使用します

いいえ いいえ はい なし

アプリケーショ
ン・モジュール構
成

システム管理者
は、アプリケーシ
ョンのすべてのユ
ーザーに対して
Financial
Managementモ
ジュールを使用不
可にできます

はい はい はい なし

ドキュメント・アーティファクト
表 G-4 ドキュメント・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

カスタム・ドキュ
メント

Microsoft Word
や Excelドキュ
メントなどの、ユ
ーザー定義ドキュ
メント

はい いいえ いいえ セキュリティ・ク
ラス

データ・エクスプ
ローラ・レポート

データ・グリッド
に含まれている情
報を示します

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト

フォルダ 他のファイルを含
んで階層を形成す
るファイル

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス

リンク リポジトリ・オブ
ジェクトへの参照
です。リンクはフ
ォルダ、ファイル、
ショートカット、
および他のリンク
などの参照に使用
できます。

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス

関連コンテンツ レポートなどの別
の Oracle製品の
コンテンツへのリ
ンク

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス

タスク・リスト 特定のユーザーに
ついて、タスクの
詳細ステータスを
示すリスト

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス
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ディメンション・アーティファクト
表 G-5 ディメンション・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

勘定科目 高機能の会計を可
能にするディメン
ション・タイプ。
勘定科目として定
義可能なディメン
ションは 1つの
みです。

はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

Appsettings メタデータ属性 はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

ConsolMethod メタデータ属性 はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

通貨 メタデータ属性 はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

カスタム(1–4) ユーザーが作成お
よび定義するディ
メンションです。
チャネル、製品、
部署、プロジェク
ト、または地域が
カスタム・ディメ
ンションになるこ
とがあります。

はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

エンティティ 組織単位を表すデ
ィメンションで
す。例: 部門、子
会社、工場、地域、
製品など、組織で
の財務報告単位。

はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

ICP 勘定科目に存在す
るすべての内部取
引残高を表すディ
メンションです。
このディメンショ
ンは、勘定科目デ
ィメンションと任
意のカスタム・デ
ィメンションを組
み合せて使用する
予約ディメンショ
ンです。

はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

期間 四半期や月などの
期間を示すディメ
ンション

はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

シナリオ データを分類する
ためのディメンシ
ョン(Actuals、
Budget、
Forecast1、
Forecast2など)

はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

付録 G
Financial Managementのアーティファクト・リスト
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表 G-5 (続き) ディメンション・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

値 アプリケーション
に保管されている
様々なタイプの値
を表し、入力通貨、
親通貨、調整、お
よび連結の詳細
(比例、消去、およ
びコントリビュー
ションの詳細な
ど)を含められる
ディメンション

はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

ビュー 期別、年次累計お
よび四半期累計の
期間単位など、カ
レンダに関する機
能の様々なモード
を示すディメンシ
ョン

はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

年 データの会計年度
や暦年を示すディ
メンション

はい いいえ はい—XML セキュリティ・ク
ラス

フォーム・アーティファクト
表 G-6 フォーム・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

Webフォーム ユーザーがデータ
ベースにデータを
入力できるように
する、Web上のグ
リッド表示

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト

Webグリッド データを入力およ
び表示するための
オブジェクト

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト

内部取引アーティファクト
表 G-7 内部取引アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

ICT照合テンプレ
ート

内部取引照合プロ
セスの一連の事前
定義コンポーネン
ト

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト

付録 G
Financial Managementのアーティファクト・リスト
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表 G-7 (続き) 内部取引アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

ICT理由コード 内部取引のステー
タスの説明

はい いいえ はい—テキスト、
XML

なし
内部取引システ
ム・レポート

内部取引照合プロ
セスの情報

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト

ICTシステム・レ
ポート

内部取引の情報 はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト

勘定科目別に内部
取引照合

選択した勘定科目
別の内部取引照合
レポート

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト

取引 ID別に内部
取引照合

取引 ID別の内部
取引照合レポート

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト

仕訳アーティファクト
表 G-8 仕訳アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

仕訳グループ ユーザー定義の要
素の 1つです

いいえ いいえ はい—テキスト、
XML

なし
仕訳システム・レ
ポート

仕訳の情報を表示
します

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト

仕訳テンプレート 各期間に共通する
調整情報を転記す
るために使用する
仕訳の機能です。
たとえば、共通す
る勘定科目 ID、エ
ンティティ ID、ま
たは金額を含む標
準テンプレートを
作成すると、これ
を多数の通常仕訳
の基準として使用
できます。

はい いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス、ディメンシ
ョン、メンバー・
リスト、仕訳グル
ープ

付録 G
Financial Managementのアーティファクト・リスト
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メンバー・リストのアーティファクト
表 G-9 メンバー・リストのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

メンバー・リスト ディメンションの
メンバー、関数、
他のメンバー・リ
ストを示す名前付
きのグループで
す。システムまた
はユーザーにより
定義されます

はい いいえ はい—XML ディメンション

フェーズ送信アーティファクト

ノート:

フェーズ送信アーティファクトを移行するには、ソースと宛先の両方でフェ
ーズ送信を使用可能にしておく必要があります。

表 G-10 フェーズ送信アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

フェーズ送信 プロセス管理単位
のステージ

はい いいえ はい—XML なし

ルールのアーティファクト
表 G-11 ルールのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

ルール アプリケーション
内のデータの計算
を自動化します

はい いいえ はい—XML ディメンション

付録 G
Financial Managementのアーティファクト・リスト
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セキュリティのアーティファクト
表 G-12 セキュリティのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

セキュリティ・ク
ラス

ユーザーのアクセ
ス権を指定するデ
ィメンション・メ
ンバーの属性

はい いいえ はい—テキスト、
XML

なし

セキュリティ・ク
ラスのアクセス権

セキュリティ・ク
ラスのユーザーに
割り当てられた権
限

いいえ いいえ はい—テキスト、
XML

セキュリティ・ク
ラス

Financial Managementの移行に関する考慮事項
• 必要な依存関係を手動で選択する必要があります。
• Oracle Hyperion Financial Managementがターゲット環境に存在しない場合は、Oracle

Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理によりアプ
リケーション・シェルが作成されます。アプリケーション・シェルを作成するには、アプ
リケーション定義アーティファクトを選択する必要があります。

• 分散 Financial Management環境では、その環境内のすべての Financial Managementア
プリケーション・サーバーに読取り/書込みアクセス権を与えたインポート/エクスポー
ト・フォルダを UNCパスに構成します。

Financial Managementアプリケーションの移行と製品
間アーティファクトの依存関係

Oracle Hyperion Financial Managementには、製品間アーティファクトの依存関係はありませ
ん。

移行におけるエクスポートとインポートのオプショ
ン

ノート:

以前のリリースでは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleにおいて、Oracle
Hyperion Financial Management用に「依存アーティファクトを含む」オプション
が提供されていました。このオプションは使用できなくなりました。かわりに、必
要な依存関係を手動で選択する必要があります。

付録 G
Financial Managementの移行に関する考慮事項
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移行のエクスポート・オプション
Financial Managementには、製品固有のエクスポート・オプションはありません。
移行のインポート・オプション
インポート時に、ディメンション・アーティファクトとフェーズ送信アーティファク
トには、宛先環境で既存のアーティファクトを置換またはマージするオプションがあ
ります。その他の Financial Managementアーティファクトはいずれも、インポート時
に既存のアーティファクトを置換します。
Financial Managementのインポート・オプションは次のとおりです:

• ディメンションのインポート・モード
– 置換 - アーティファクトをインポートしたアーティファクトで上書きします。
– マージ - アーティファクトをインポートしたアーティファクトとマージしま
す。

ノート:

このオプションは、移行で定義されたすべてのディメンションに適用
できます。

• フェーズ送信割当てインポート・モード
– 置換 - アーティファクトをインポートしたアーティファクトで上書きします。
– マージ - アーティファクトをインポートしたアーティファクトとマージしま
す。

ノート:

エクスポートおよびインポートのオプションにアクセスするには、Shared
Services Consoleを起動し、「管理」、「移行オプション」を選択します。

サンプルの移行定義ファイル
提供されているサンプル移行定義ファイルは、Oracle Hyperion Financial Management
アプリケーションの移行用です。Financial Managementの移行定義ファイルで使用さ
れている製品コードは HFMで、サンプル・アプリケーションは COMMAです。

ノート:

移行定義ファイルで正しい構文が使用されていない場合、「MDFファイルのフォ
ーマットが正しくありません」というエラーが表示されます。

付録 G
サンプルの移行定義ファイル
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例 G-1 ファイル・システムへのエクスポート
<Package>
   <LOCALE>en</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Target type="FileSystem" filePath="/HFM-LINSCRIPT" />
      <Source type="Application" product="HFM" project="Default Application 
Group" application="LINSCRIPT" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Forms" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Configuration" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Rules" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Documents" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Dimensions" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/InterCompany" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Member Lists" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Journals" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Security" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Phased Submission" 
pattern="*" />
   /<Task>
</Package>

例 G-2 ファイル・システムからのインポート
<Package>
   <LOCALE>en</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Target type="Application" product="HFM" project="Default Application 
Group" application="LINSCRIPT" />
      <Source type="FileSystem" filePath="/HFM-LINSCRIPT" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Security" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Configuration" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Forms" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Rules" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Documents" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Dimensions" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/InterCompany" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Member Lists" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Journals" pattern="*" />    
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Phased Submission" 
pattern="*" />
   </Task>
</Package>

ライフサイクル管理のログ・ファイル
Oracle Hyperion Financial Managementの Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理のログ・ファイルについては、Oracle Enterprise
Performance Management Systemインストールおよび構成トラブルシューティング・ガイド
に記載されています。

付録 G
ライフサイクル管理のログ・ファイル
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H
Planningとライフサイクル管理
Planningアーティファクトについて

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、次のタイプの Oracle Hyperion Planningアーティファクトを移行できます:

• 構成
• Essbaseデータ
• グローバル
• プラン・タイプ
• リレーショナル・データ
• セキュリティ
Planningアーティファクトのリストは、Planningのアーティファクト・リストを参照してく
ださい。

Planningの役割の要件
Oracle Hyperion Planningに対して Oracle Hyperion Enterprise Performance Management
Systemライフサイクル管理の操作を行うユーザーには、次の役割が割り当てられている必要
があります:

• LCM管理者
• Planning管理者
• アプリケーション作成者

ノート:

ライフサイクル管理のリスト作成、エクスポートおよびインポート操作を実行する
には、Planning管理者の役割が必要です。また、Planningアプリケーションを作成
するには、アプリケーション作成者の役割が必要です。

Planningの移行の前提条件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Hyperion Planningをインストールおよび構
成し、これらが実行されていることを確認します。

H-1



• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理の操作を行うユーザーに LCM管理者、Planning管理者およびアプリケーション
作成者の役割が割り当てられていることを確認します。

• タスク・リストの LCM管理者に読取りアクセス権限が割り当てられていることを
確認します。

• Planningアプリケーションを移行する前に、Shared Servicesアーティファクト (ユ
ーザー、グループおよびプロビジョニング)を移行します。Shared Servicesアーテ
ィファクトのリストは、ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ)の移行を参照し
てください。

ノート:

Planningまたは Oracle Essbaseに対してライフサイクル管理を使用す
るには、Essbaseで従来のセキュリティ・モードではなく、Shared
Servicesを使用している必要があります。

• 次のアプリケーション・レベルのカレンダ・プロパティは、ソースと宛先のアプリ
ケーションで一致している必要があります:

– 開始年
– 基本期間(12か月、四半期、カスタムなど)

– 開始月
• 期間ディメンション・メンバーは、ソースと宛先のアプリケーションで一致してい
る必要があります。たとえば、ソースの期間ディメンションに"Quarter 1"メンバー
がある場合、宛先にも"Quarter 1"メンバーが存在する必要があります。

• ソースと宛先のプラン・タイプは一致する必要があります(たとえば、ソース・ア
プリケーションにプラン 1というプラン・タイプがある場合、宛先アプリケーショ
ンにもプラン 1というプラン・タイプが存在する必要があります)。

• ソースと宛先のプラン・タイプは、同じ順序で割り当てられる必要があります(た
とえば、ソース・アプリケーションにプラン 1とプラン 2いうプラン・タイプが
ある場合、どちらも宛先アプリケーションでも同じ順序で現れる必要があります)。

• ソースに「単一通貨」アプリケーション・タイプがある場合は、宛先アプリケーシ
ョンも同じタイプにする必要があります。

• アプリケーション・タイプ(全般、Project Financial Planning、Public Sector Planning
and Budgeting)は、ソースと宛先アプリケーションの両方で一致している必要があ
ります。

• Oracle Hyperion Public Sector Planning and Budgetingの場合、構成オプションは、
ソースと宛先アプリケーションで一致している必要があります。たとえば、ソー
ス・アプリケーションのタイプが「職階および従業員」の場合、宛先アプリケーシ
ョンのタイプも「職階および従業員」である必要があります。

• 意思決定パッケージのオプションがソース・アプリケーションに対して有効になっ
ている場合、宛先アプリケーションに対しても有効である必要があります。

• ライフサイクル管理を使用してサンドボックス・データを移行するには、Planning
アプリケーションをエクスポートする前にキューブをリフレッシュする必要があ
ります。

付録 H
Planningの移行の前提条件
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Planningのアーティファクト・リスト
Oracle Hyperion Planningアーティファクトは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleの
「Planning」アプリケーション・グループにリストされます。

ノート:

Shared Services Consoleに表示されるアーティファクトは、実装ごとに異なりま
す。

アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトが最後に
変更された時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間のパラメータを
サポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトを最
後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更ユーザーのパ
ラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・エディ
タを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、アーティファク
トは製品内でのみ編集できます。

• 依存 - アーティファクトの依存関係を一覧表示します。たとえば、ユーザー・プリファレ
ンス・アーティファクトを移行する場合は、ユーザー変数アーティファクトも移行する必
要があります。

構成アーティファクト
表 H-1 構成アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

アドホック・オプ
ション

抑制オプション、
精度オプション、
置換オプション、
Webグリッドの
データに影響する
その他のオプショ
ン

いいえ いいえ はい—XML アドホック・フォ
ーム

付録 H
Planningのアーティファクト・リスト
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表 H-1 (続き) 構成アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

データ・ロードの
設定

データを Oracle
Essbaseデータベ
ースに直接ロード
できるようにする
ためにユーザーが
設定できるパラメ
ータ

いいえ いいえ はい—XML 関連付けられたデ
ィメンション

プロパティ-アプ
リケーションの定
義およびアプリケ
ーションの設定

ユーザーが、電子
メール通知、別名
表および表示オプ
ションなどのプリ
ファレンスを設定
できるようにする
機能

いいえ いいえ はい—XML なし

ユーザー・プリフ
ァレンス

ユーザーがアプリ
ケーション、表示、
印刷およびユーザ
ー変数に設定でき
るプリファレンス

いいえ いいえ はい—XML ユーザー変数

ユーザー変数 ユーザーのメンバ
ー選択に基づい
て、データ・フォ
ームを動的に配置
し、指定されたエ
ンティティのみを
表示します。たと
えば、
Departmentとい
うユーザー変数を
使用すると、特定
の部署および従業
員を表示できま
す。

いいえ いいえ はい—XML 関連付けられたデ
ィメンション

Essbaseデータ・アーティファクト
表 H-2 Essbaseデータ・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

Essbaseデータ Planning
Essbaseデータ

いいえ いいえ いいえ なし

グローバル・アーティファクト
複数のプラン・タイプに関連付けられた標準的なディメンションが共通ディメンショ
ンにリストされます。この項には、関連付けられた属性ディメンションも含まれてい
ます。

付録 H
Planningのアーティファクト・リスト
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表 H-3 グローバル・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

Calculation
Managerルー
ル・セット

同時または連続の
計算が可能なルー
ルおよびその他の
ルール・セットを
含むオブジェクト

はい はい はい—XML なし

共通のディメンシ
ョン—属性

ディメンションの
メンバーの属性や
特質に基づいて分
析できるディメン
ション・タイプ。
共通の標準ディメ
ンションに関連付
けられています。

はい いいえ はい—CSV なし

共通のディメンシ
ョン(標準—勘定
科目)

高機能の会計を可
能にするディメン
ション・タイプ。
勘定科目として定
義可能なディメン
ションは 1つの
みです

はい いいえ はい—CSV なし

共通のディメンシ
ョン(標準—通貨)

通貨を示すディメ
ンション

はい いいえ はい—CSV なし

共通のディメンシ
ョン(標準—エン
ティティ )

組織単位を示すデ
ィメンション。た
とえば、部門、子
会社、工場、地域、
製品、またはその
他の財務報告単位

はい いいえ はい—CSV 通貨ディメンショ
ンは最初にロード
されます。

共通のディメンシ
ョン(標準—期間)

四半期や月などの
期間を示すディメ
ンション

はい いいえ はい—CSV 年

共通のディメンシ
ョン(標準—要求
ディメンション)

予算要求を表す示
すディメンション

はい いいえ はい—CSV なし

共通のディメンシ
ョン(標準—シナ
リオ)

データを分類する
ためのディメンシ
ョン。たとえば、
Actuals、Budget、
Forecast1、
Forecast2

はい いいえ はい—CSV 期間および年のデ
ィメンション、為
替レート
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表 H-3 (続き) グローバル・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

共通のディメンシ
ョン(標準—バー
ジョン)

データのシナリオ
のコンテキスト内
で使用される、起
こりうる結果。た
とえば、Budget -
Best Case、
Budget - Worst
Case (Budgetが
シナリオ、Best
Caseおよび
Worst Caseがバ
ージョン)など

はい いいえ はい—CSV なし

共通のディメンシ
ョン(標準—年)

データの会計年度
や暦年を示すディ
メンション

はい いいえ はい—CSV なし

複合フォーム 複数のデータ・フ
ォームのメンバー
が同時に表示され
るため、たとえば、
あるグリッドにデ
ータを入力して、
別のグリッドで集
約された結果(収
益の合計など)を
確認できます

はい いいえ はい—XML 関連付けられたデ
ータ・フォーム

カスタム・メニュ
ー

管理者が作成する
企業に固有または
アプリケーション
に固有のメニュー
です。ユーザーは
メンバーを右クリ
ックして、メニュ
ー・アイテムを選
択し、URL、デー
タ・フォームまた
はワークフローを
開くことができま
す。

はい いいえ はい—XML メニューのタイプ
がワークフローの
場合は、プランニ
ング・ユニットに
なります

ダッシュボード ビジネス・ニーズ
に適した方法で編
成および表示され
る、キー情報の概
要表示。

はい はい はい—XML 関連付けられたデ
ータ・フォーム

付録 H
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表 H-3 (続き) グローバル・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

意思決定パッケー
ジ

新しいサービス、
プログラム、ビジ
ネス目標、または
結果ベースの管理
の結果や結果ベー
スの予算策定の提
案。意思決定パッ
ケージには、意思
決定パッケージの
実施に含まれるコ
ストを識別し正当
化する予算要求が
含まれます。

はい はい はい—XML 意思決定パッケー
ジ・タイプ

意思決定パッケー
ジ属性

意思決定パッケー
ジのグループ化、
フィルタ、または
並べ替えに使用す
るカスタム属性

はい はい はい—XML スマート・リスト

意思決定パッケー
ジ・タイプ

意志決定パッケー
ジや予算策定者が
作成可能な予算要
求の種類を定義す
る基本的なデータ
や動作を指定する
テンプレート

いいえ いいえ はい—XML 関連付けられたフ
ォーム、マッピン
グ、ディメンショ
ン

為替レート ある通貨から別の
通貨に変換する際
に使用する数値で
す。たとえば、
1USDを EURに
変換する場合、為
替レートの
0.8936に米ドル
を乗じます。これ
により、$1に相当
するユーロは
0.8936と算出さ
れます。

はい いいえ はい—CSV 通貨、期間、およ
び年

ジョブ カスタマイズされ
たアクション

はい はい はい—XML 関連付けられたデ
ィメンション

プランニング・ユ
ニット階層

予算プロセスの一
部とするアプリケ
ーションのプラン
ニング・ユニット
およびメンバーを
指定します

はい はい はい—XML エンティティ、シ
ナリオ、バージョ
ンおよびその他の
関連付けられたデ
ィメンション

付録 H
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表 H-3 (続き) グローバル・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

レポート・マッピ
ング

Planningアプリ
ケーションとレポ
ート・アプリケー
ションの間のディ
メンションをマッ
ピングすると、集
計のためにレポー
ト・アプリケーシ
ョンの Planning
データに対するレ
ポート、スマー
ト・リストでの集
約および問合せ、
および複数のレポ
ート・アプリケー
ションへの
Planningデータ
のリンクが有効に
なります

はい はい はい—XML 関連付けられたデ
ィメンションおよ
びスマート・リス
ト

スケジュール 定期的に実行する
よう設定されてい
るアクションのス
ケジュール情報。

はい はい はい—XML 関連付けられたビ
ジネス・ルール、
レポート・マッピ
ング、ジョブ

スマート・リスト ユーザーが、デー
タを入力するかわ
りにセルのデータ
からアクセスする
カスタム・ドロッ
プダウン・リスト

いいえ いいえ はい—CSV なし

分散パターン 親から子へのデー
タを分散する方法
を判別するカスタ
ム拡散パターンで
す。パターンは、
「一括割当て」およ
び「グリッド分散」
メニューから選択
できます。

いいえ いいえ はい—XML なし

代替変数 定期的に変更され
る情報のグローバ
ル・プレースホル
ダ

いいえ いいえ いいえ なし

タスク・リスト 特定のユーザーに
ついて、タスクの
詳細ステータスを
示すリスト

はい いいえ はい—XML タスクのタイプが
データ・フォーム
の場合は、関連付
けられたデータ・
フォームになりま
す。タスクのタイ
プがワークふとー
の場合は、プラン
ニング・ユニット
になります。
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表 H-3 (続き) グローバル・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

有効な組合せルー
ル

Planningフォー
ムのデータ・エン
トリに有効なディ
メンション交差を
定義するルール。

はい はい はい—XML 関連付けられたデ
ィメンション

プラン・タイプのアーティファクト
プラン・タイプは Planningアプリケーション情報を Essbaseデータベースに保管するために
使用されます。別のデータベースには、アプリケーションの各プラン・タイプのデータが保
管されます。また、このデータベースには、アプリケーションの設計、サイズおよびパフォ
ーマンスを最適化するためにこのプラン・タイプに関係した情報が含まれています。デフォ
ルトの Planningプラン・タイプには、Plan1、Plan2、および Plan3があります。

表 H-4 プラン・タイプのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

属性ディメンショ
ン

ディメンションの
リスト。ディメン
ションのメンバー
の属性や特質に基
づいて分析が可能

はい いいえ はい—CSV なし

計算スクリプト データベースの集
計方法や集約方法
を定義する一連の
コマンドです。集
計プロセスとは別
に、割当てや他の
計算ルールを指定
するコマンドが計
算スクリプトに含
まれることもあり
ます。

はい いいえ はい なし

Calculation
Managerのルー
ル

コンポーネントで
グループ化された
テンプレートと計
算を含めることの
できるオブジェク
ト

はい はい はい—XML なし
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表 H-4 (続き) プラン・タイプのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

データ・フォーム Webブラウザな
どのインタフェー
スからデータベー
スにデータを入力
でき、データまた
は関連テキストを
表示して分析でき
るグリッド表示で
す。一部のディメ
ンション・メンバ
ー値は固定され、
データが特定の視
点から表示されま
す。
データ・フォーム
には、ビジネス・
ポリシーおよびプ
ラクティスの実装
に役立つ事前定義
されたデータ検証
ルールが含まれま
す。入力したデー
タが検証ルールに
違反した場合は、
データ・フォーム
にエラーまたは警
告が生成されま
す。

はい いいえ はい—XML 関連付けられたメ
ニュー、ユーザー
変数およびディメ
ンション

レポート・スクリ
プト

プロダクション・
レポートを生成す
る、Planningレ
ポート・ライタ
ー・コマンドを格
納したテキスト・
ファイル

はい いいえ はい なし

ルール・ファイル 必要な一連の結果
値を生成するため
にアプリケーショ
ン内に作成される
論理式または式

はい いいえ いいえ(はい -
Oracle Essbase
Administration
Services)

なし

標準ディメンショ
ン

1つのプラン・タ
イプに関連付けら
れているディメン
ションのリスト

はい いいえ はい—CSV 属性ディメンショ
ン(存在する場合)

代替変数 定期的に変更され
る情報のグローバ
ル・プレースホル
ダ

いいえ いいえ いいえ なし

付録 H
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リレーショナル・データのアーティファクト
表 H-5 リレーショナル・データのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

勘定科目注釈 プレーン・テキス
トまたは URLリ
ンクになってい
る、勘定科目に関
連付けられたコメ
ント

いいえ いいえ はい—XML Account、Entity、
Scenario、および
Versionの各ディ
メンション

お知らせ システムへのログ
イン時に、ホー
ム・ページに表示
される情報

いいえ いいえ はい—XML なし

セル・テキスト セルに関連付けら
れたテキストの注
釈

いいえ いいえ はい—XML なし

プランニング・ユ
ニット

シナリオ、バージ
ョン、およびエン
ティティの交差に
おけるデータ・ス
ライス。プラン・
データの準備、確
認、注釈付けおよ
び承認のための基
本単位

いいえ いいえ はい—XML Entity、
Scenario、および
Versionの各ディ
メンション

サンドボックス変
更

各サンドボックス
のデータを変更す
るためのフォーム
の詳細です。
Oracle Hyperion
Enterprise
Performance
Management
Systemライフサ
イクル管理のクロ
ーニングに使用し
ます。
ノート: ライフサ
イクル管理を使用
してサンドボック
ス・データを移行
するには、
Planningアプリ
ケーションをエク
スポートする前に
キューブをリフレ
ッシュします。

いいえ いいえ いいえ フォーム、
Essbaseデータお
よびバージョン・
ディメンション

サポート詳細 セルの値を算出し
た計算および仮定

いいえ いいえ はい—XML なし
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表 H-5 (続き) リレーショナル・データのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

タブレット・アク
セス

タブレット・ユー
ザー・インタフェ
ースで使用可能な
アーティファクト
(フォーム、タス
ク、ルールおよび
ルールセット)。

いいえ いいえ はい—XML フォーム、タスク、
ルールおよびルー
ルセット

テキスト値 データ型がテキス
トのセルにデータ
を保管するテキス
ト

いいえ いいえ はい—XML なし

セキュリティのアーティファクト

ノート:

アクセス権限は、リソースに対してユーザーが実行できる一連の操作です。

表 H-6 セキュリティのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

アクセス権限—ユ
ーザー

有効なシステム・
ユーザーとしてプ
ロビジョニングさ
れた企業の担当者

いいえ いいえ はい—XML なし

アクセス権限—グ
ループ

複数のユーザーに
同様のアクセス権
限を割り当てるた
めのコンテナ

はい いいえ はい—XML なし

Planningの移行に関する考慮事項
• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管
理で Oracle Hyperion Planningを移行先または移行元として移行を行う場合、処理
に時間がかかります。

• Planningアーティファクトには、フォームにはディメンションの依存関係がある
など、依存関係があるものもあります。ライフサイクル管理では、フォームに必要
なディメンション・メンバーのみが移行されるのではなく、すべてのディメンショ
ンが移行されます。必要な依存関係を手動で選択する必要があります。アーティ
ファクトの移行を参照してください。

• ソース・アプリケーションと宛先アプリケーションのプラン・タイプ、カレンダ、
および単一通貨や複数通貨の設定はすべて同じである必要があります。

付録 H
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• Planningがターゲット環境にない場合、ライフサイクル管理によってアプリケーション・
シェルが作成されます。

• ライフサイクル管理を使用するには、Oracle Essbaseが Oracle Hyperion Shared
Servicesモードになっている必要があります。

• Essbaseアーティファクトは Planningアプリケーション・ノードの下に表示され、デー
タ・アーティファクトは Essbaseデータ・カテゴリの下に表示されます。

• テストから本番環境への最初の移行の場合、Planningノードの下にあるすべての
Planning関連のアーティファクトを移行することをお薦めします。

• Essbaseデータの移行は、増分の移行ではなく、テストから本番環境への最初の移行の場
合のみお薦めします。

• Planningのデータ・アーティファクトをエクスポートまたはインポートするには、ライ
フサイクル管理に共有ファイル・システム・パスが必要です。

• 分散環境間でデータ移行を可能にするには、filesystem.artifact.pathが共有パスであ
る必要があります。ライフサイクル管理ファイル・システムの場所は、配布された設定の
すべての環境からアクセスできる必要があります。

Planningアプリケーションの移行と製品間アーティ
ファクトの依存関係

Oracle Hyperion Planningアプリケーションを 2つの環境間、つまり開発環境からテスト環境
またはテスト環境から本番環境に移行する場合、製品間アーティファクトの依存関係が存在
します。Planningでは、これらの他の製品のアーティファクトも Planning固有のアーティフ
ァクトとともに移行する必要があります。
• Oracle Hyperion Shared Services (ユーザー、グループおよびプロビジョニング)

• Oracle Essbase

ノート:

Planningアーティファクトとともに表示される Essbaseアーティファクトは、
ルール・ファイル、計算スクリプト、および代替変数です。

• オプション: ドキュメント・リポジトリ

ノート:

Essbaseアーティファクトは Planningアーティファクトと一緒に表示されま
す。
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移行におけるエクスポートとインポートのオプシ
ョン

Oracle Hyperion Planningアーティファクトのインポート時には、宛先環境の既存のア
ーティファクトが置き換えられます。インポート時にアーティファクトをマージまた
は削除できません。
Planningには、製品固有のエクスポート・オプションおよびインポート・オプション
はありません。

ノート:

以前のリリースでは、Oracle Hyperion Shared Services Consoleにおいて、
Planning用に「依存アーティファクトを含む」オプションが提供されていま
した。このオプションは存在しません。かわりに、必要な依存関係を手動で
選択する必要があります。

サンプルの移行定義ファイル
提供されているサンプル移行定義ファイルは、Oracle Hyperion Planningアプリケーシ
ョンの移行用です。Planningの移行定義ファイルで使用されている製品コードは HP
で、サンプル・アプリケーションは SampAppです。

ノート:

移行定義ファイルで正しい構文が使用されていない場合、「MDFファイルのフォ
ーマットが正しくありません」というエラーが表示されます。

例 H-1 ファイル・システムへのエクスポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="Application" product="HP" project="Default 
Application Group" application="HPAuto1" />
      <Target type="FileSystem" filePath="/HP-HPAuto1" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Configuration" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Global Artifacts" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Plan Type" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Relational Data" 
pattern="*" />

付録 H
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      <Artifact recursive="true" parentPath="/Security" pattern="*" />
   </Task>
</Package>

例 H-2 ファイル・システムからのインポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="FileSystem" filePath="/HP-HPAuto1" />
      <Target type="Application" product="HP" project="Default Application 
Group" application="HPAuto1" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Configuration" pattern="*" /> 
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Global Artifacts" 
pattern="*" /> 
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Plan Type" pattern="*" /> 
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Relational Data" 
pattern="*" /> 
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Security" pattern="*" /> 
   </Task>
</Package>

ライフサイクル管理のログ・ファイル
Oracle Hyperion Planningの Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System
ライフサイクル管理のログ・ファイルについては、Oracle Enterprise Performance
Management Systemインストールおよび構成トラブルシューティング・ガイドに記載されて
います。

付録 H
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I
Profitability and Cost Managementとライフサイクル管理
Profitability and Cost Managementアーティファクトにつ
いて

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementには、メタデータまたはディメンショナ
ル・アーティファクトとモデル・アーティファクトの 2つのタイプのアーティファクトがあ
ります。
Profitability and Cost Managementアプリケーションには、標準 Profitability and Cost
Management、詳細 Profitability and Cost Managementおよび管理元帳 Profitability and Cost
Managementの 3つのタイプがあります。Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理を使用して、これらの両方のアプリケーションのモ
デル・アーティファクトのリポジトリ・コンテンツを移行できます。
標準 Profitability and Cost Managementモデル・アーティファクト
AssignmentRules

Drivers

Model
    AssignmentRuleSelections
    DriverExceptions
    DriverRules
    RegularAssignments

POV

Preferences

SmartViewQueries

Stages

詳細 Profitability and Cost Managementモデル・アーティファクト
AssignmentRules

CalculationConfig

Drivers
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Model
    POV1
        Stage 1
            CalculationRules
            AssignmentRuleSelections
            DriverExceptions
            DriverRules
    POV2
        Stage 1
            CalculationRules
            AssignmentRuleSelections
            DriverExceptions
            DriverRules

POV

Preferences

Processes

Scripts

SQLTemplates

Stages

TableRegistration
    Tables
    TableJoins

Tasks

管理元帳 Profitability and Cost Managementモデルのアーティファクト
Metadata

    ApplicationData (for future use; do not select for export or 
import)
    Dimensions

Model
    POV1
        Program (contains rule sets and rules)
            
    POV2
        Program (contains rule sets and rules)
    
ModelViews

POV

Preferences

SmartViewQueries

付録 I
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Profitability and Cost Managementモデル・アーティファクトの詳細は、Profitability and Cost
Managementのアーティファクト・リストを参照してください。

Profitability and Cost Managementの役割の要件
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementに対して Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Systemライフサイクル管理の操作を行うユーザーには、次の役割
が割り当てられている必要があります:

• LCM管理者
• パワー・ユーザー
• 管理者

Profitability and Cost Managementの移行の要件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Hyperion Profitability and Cost Management
をインストールおよび構成し、これらが実行されていることを確認します。Oracle
Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成ガイドを参照して
ください。

• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理の操
作を行うユーザーに LCM管理者、パワー・ユーザーおよび管理者の役割が割り当てられ
ていることを確認します。Oracle Enterprise Performance Management Systemユーザ
ー・セキュリティ管理ガイドを参照してください。

• アプリケーションを作成し、メタデータをインポートします。

Profitability and Cost Managementのアーティファクト・リ
スト

Oracle Hyperion Shared Services Consoleに表示されるアーティファクトは、実装ごとに異
なります。
アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトがインポ
ートされた時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間のパラメータを
サポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトを最
後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更ユーザーのパ
ラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・エディ
タを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、アーティファク
トは製品内でのみ編集できます。NAの場合、アーティファクトは編集できません。

付録 I
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• 依存 - アーティファクトの依存関係を一覧表示します。たとえば、Oracle
Hyperion Profitability and Cost Managementの割当てルール・アーティファクトを
移行する場合は、Profitability and Cost Managementのステージ定義アーティファ
クトも移行する必要があります。

標準 Profitability and Cost Managementモデル・アーティファクト
表 I-1 標準 Profitability and Cost Managementモデル・アーティファクト

アーティファ
クト

説明 最終変更
時間

最終変更ユ
ーザー

ファイル・
システム
で編集可
能?

依存関係

AssignmentR
ules

単一の宛先ステージのメンバー・セットおよ
びオプションのフィルタ・セットの集合。こ
れらは、同じパラメータを使用する複数の割
当てに対して作成および再利用できます。

はい いいえ N/A Stages

Drivers Profitability and Cost Managementモデル
内で、割当ての値を計算します。ドライバ定
義は、ソース交差値を宛先交差に割り当てる
式を提供します。

はい いいえ N/A なし

Model 選択した POVに基づく特定の標準
Profitabilityモデルのモデル要素。次のモデ
ル・コンポーネントがあります。
AssignmentRuleSelections ソースから宛
先へのデータ・フローを定義します。宛先は、
ソース交差を 1つ以上の宛先割当てルール
にマッピングすることで定義します。
DriverExceptions ドライバの作成後、ドラ
イバに適用されます。ドライバは、適用先の
単一交差に関連付ける必要があります。
DriverRules ドライバの作成後、ドライバに
適用されます。ドライバは、適用先のドライ
バ・ディメンション・メンバーに関連付ける
必要があります。
RegularAssignments ソースから宛先への
データ・フローを定義します。宛先は、ソー
ス交差を単一の宛先交差にマッピングするこ
とで定義します。

N/A いいえ N/A POV、Stages

POV 年、期間、ステータスなど、選択したスナッ
プショット用のモデルのバージョン。

はい いいえ N/A なし
Preferences モデル全体に適用される設定。プリファレン

スには、ステージ内の割当てを許可するか、
またはマルチディメンショナル・ステージを
持つことができるかどうかなどが含まれま
す。選択したモデルの Oracle Essbase接続
情報は、アプリケーション・プリファレンス
で指定します。

はい いいえ N/A なし

SmartViewQu
eries

Essbaseキューブ(ASOおよび BSO)にデー
タを問い合せます

はい はい いいえ なし
Stages Profitability and Cost Managementモデル

での、モデル内のプロセスまたはアクティビ
ティ。

はい いいえ N/A なし
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詳細 Profitability and Cost Managementモデル・アーティファクト
表 I-2 詳細 Profitability and Cost Managementモデル・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユー
ザー

ファイル・シ
ステムで編
集可能?

依存関係

AssignmentRule
s

宛先ステージまたはソース・ス
テージ内のセットを識別するオ
プションのフィルタ・セットお
よびメンバー・セットの集合。

はい いいえ N/A Stages、
TableRegistra
tion

CalculationConfi
g

バルク編集拡張、ドライバ操作
タイプなど、使用可能な計算処
理。
ノート: CalculationConfigア
ーティファクトのインポートま
たはエクスポートはお薦めしま
せん。管理者にこのタイプのア
ーティファクトが必要かどうか
を確認してください。

はい いいえ N/A Processes

Drivers 詳細 Profitabilityモデルで使用
可能なドライバ。ドライバは割
当ての値を計算し、ソース交差
値を宛先交差に割り当てる式を
提供します。

はい いいえ N/A Preferences、
CalculationCo
nfig

Model 選択した POVに基づく特定の
詳細 Profitabilityモデルのモデ
ル要素。次のモデル・コンポー
ネントがあります。
CalculationRules 割当てや計
算フローの定義に使用する最上
位レベルのモデル定義アーティ
ファクトです。
CalculationRulesのタイプは、
計算済メジャー、単一ソース割
当て、複数ソース割当てです。
AssignmentRuleSelections
ソースから宛先へのデータ・フ
ローを定義します。宛先は、ソ
ース交差を 1つ以上の宛先割当
てルールにマッピングすること
で定義します。
DriverExceptions ドライバの
作成後、ドライバに適用されま
す。ドライバは、適用先の単一
交差に関連付ける必要がありま
す。
DriverRules ドライバの作成
後、ドライバに適用されます。
ドライバは、適用先のドライ
バ・ディメンション・メンバー
に関連付ける必要があります。

N/A いいえ N/A Stages、
AssignmentR
ules、Drivers、
POV

POV 年、期間、ステータスなど、選
択したスナップショット用の、
モデルの特定のバージョン。

はい いいえ N/A なし
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表 I-2 (続き) 詳細 Profitability and Cost Managementモデル・アーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユー
ザー

ファイル・シ
ステムで編
集可能?

依存関係

Preferences モデル全体に適用される設定。
ノート: アプリケーションをイ
ンポートする前に、
model.data.schemaプリファ
レンスをターゲット・システム
での正しい値に設定することを
お薦めします。ターゲット・シ
ステムにこのプリファレンスの
値が設定されていると、インポ
ート時に上書きされません。

はい いいえ N/A なし

Processes 計算のタイプごとに定義されて
いるプロセスの定義。
ノート: Processesアーティフ
ァクトのインポートまたはエク
スポートはお薦めしません。管
理者にこのタイプのアーティフ
ァクトが必要かどうかを確認し
てください。

はい いいえ N/A Tasks

Scripts 計算の前後に実行される
HPM_SQL_SCRIPT表の HPM製
品スキーマに保存されているカ
スタムの SQLスクリプト。

N/A いいえ N/A なし

SQLTemplates 各計算タイプ内でタスクを実行
するように発行された SQLの
定義。
ノート: SQLTemplatesアーテ
ィファクトのインポートまたは
エクスポートはお薦めしませ
ん。管理者にこのタイプのアー
ティファクトが必要かどうかを
確認します。

はい いいえ N/A なし

Stages 詳細 Profitabilityモデルでは、
ソース・ステージと宛先ステー
ジがあります。

はい いいえ N/A Preferences、
TableRegistra
tion

TableRegistratio
n

ユーザー定義表の詳細
Profitabilityアプリケーション
への登録およびマッピング。ア
プリケーションのソースおよび
宛先表の定義、関連する参照表
の表結合。

N/A いいえ N/A Preferences

Tasks 計算のタイプごとに実行される
タスクの定義。
ノート: Tasksアーティファク
トのインポートまたはエクスポ
ートはお薦めしません。管理者
にこのタイプのアーティファク
トが必要かどうかを確認しま
す。

はい いいえ N/A SQLTemplates
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計算制御アーティファクト
詳細 Profitability and Cost Managementアプリケーションでは、"計算プロセス"と呼ばれる高
度な新しい構成を使用して、モデルの計算方法を定義したり、リレーショナル・データベー
ス内で実行する特定の他の処理操作を定義します。これらの計算制御アーティファクトは、
ドライバ操作タイプおよびその他のプロセス・タイプに関連しています。Oracle Hyperion
Profitability and Cost Management管理者ガイドの拡張計算オプションを参照してください。
次の Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理の計
算制御アーティファクトは、計算プロセス定義および管理に関連しています:

• CalculationConfig

• Processes

• SQLTemplates

• Tasks

これらのアーティファクトの変更は、高度でドキュメントに記載されていないアクティビテ
ィであり、Oracleサポートの指示がある場合のみ実行できます。そのため、Oracleサポート
による指示があった時にのみ、計算制御アーティファクトをエクスポートまたはインポート
することが適切です。Oracleサポートからそれ以外の指示がないかぎり、Shared Services
Consoleを使用してアプリケーション・アーティファクトをエクスポートまたはインポート
する場合には、これらの計算プロセス・アーティファクトは無視してください。
異なるデータベース・プラットフォーム(Oracleまたは SQL Serverなど)または異なるバージ
ョンの製品を使用している可能性がある環境でアプリケーションを移行する場合、これらの
アーティファクトをエクスポートおよびインポートの対象から除外することが特に重要で
す。エクスポートする前にこれらのアーティファクトを選択解除してエクスポート・ファイ
ルから除外します。これらのアーティファクトのいずれかを含む以前のエクスポートからア
プリケーション・アーティファクトをインポートする場合は、事前に必ず選択解除してくだ
さい。

付録 I
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管理元帳 Profitability and Cost Managementモデルの
アーティファクト
表 I-3 管理元帳 Profitability and Cost Managementモデルのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時
間

最終変更ユ
ーザー

ファイル・
システムで
編集可能?

依存関係

メタデータ 特定の管理元帳 Oracle Hyperion
Profitability and Cost Managementモ
デルのメタデータ要素。アプリケーショ
ン・データ(選択しない)およびディメン
ションを含みます。
ディメンションには、1つ以上のディメ
ンション・メンバー・テキスト・ファイ
ルが含まれています。
ノート: アプリケーションは、ディメンシ
ョンをインポートする前に、LCMの外部
で作成する必要があります。インポート
後は、ディメンションを LCMを介して更
新することができなくなります。既存の
ディメンションを更新するには、「ディメ
ンションの更新」ジョブを使用します。

はい はい はい なし

Model 選択した POVに基づく特定の管理元帳
Profitability and Cost Managementモ
デルのモデル要素。Programモデル・コ
ンポーネントが含まれます。
Programモデル・コンポーネントには、
1つ以上のルール・セットがあり、それ
ぞれは、ソースから宛先へのデータのフ
ローをまとめて定義する 1つ以上の計算
ルールで構成されます。
ノート: ルール・セットとルールは、
Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Systemラ
イフサイクル管理内で表示も選択もでき
ません。Programをインポートすると、
アーティファクトのセット全体がインポ
ートされます。このセットによって、タ
ーゲット環境の既存の Programアーテ
ィファクトが置き換えられます。ターゲ
ット環境の Programアーティファクト
はいずれもインポートの前に削除されま
す。

N/A いいえ いいえ メタデー
タ、POV

モデル・ビュー ルール貸借一致画面およびトレース画面
で使用されるアプリケーション内のデー
タのユーザー定義ビュー。

はい いいえ N/A メタデータ

POV 年、期間、ステータスなど、選択したス
ナップショット用のモデルのバージョ
ン。

はい はい N/A メタデータ
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表 I-3 (続き) 管理元帳 Profitability and Cost Managementモデルのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時
間

最終変更ユ
ーザー

ファイル・
システムで
編集可能?

依存関係

Preferences モデル全体に適用される設定。選択した
モデルの Oracle Essbase接続情報は、ア
プリケーション・プリファレンスで指定
します。

はい はい N/A なし

SmartViewQueri
es

Essbaseキューブ(ASO)にデータを問い
合せます。

はい はい いいえ メタデータ

Profitability and Cost Managementの移行と製品間アーテ
ィファクトの依存関係

Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementアプリケーションを 2つの環境間、つま
り開発環境からテスト環境またはテスト環境から本番環境に移行する場合、製品間アーティ
ファクトの依存関係が存在します。Profitability and Cost Managementでは、次に示す他の製
品のアーティファクトも Profitability and Cost Management固有のアーティファクトととも
に移行する必要があります。
• Oracle Hyperion Shared Services (ユーザー、グループおよびプロビジョニング)

• Oracle Essbase (標準 Profitability and Cost Managementのみ)

移行におけるエクスポートとインポートのオプショ
ン

移行のエクスポート・オプション
Programは、Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの製品固有の唯一のエクス
ポート・オプションです。

ノート:

標準および管理元帳 Profitability and Cost Managementの場合、Oracle Essbaseア
ーティファクトは、Essbaseアプリケーションの下にエクスポートされます(アウト
ライン、データ、計算スクリプト)。

移行のインポート・オプション
Programは、Profitability and Cost Managementの製品固有の唯一のインポート・オプション
です。
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ノート:

標準および詳細 Profitability and Cost Managementの場合、Oracle Hyperion
Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理によって
アーティファクトがインポートされるのは、それらがターゲット・モデルに
存在しない場合のみです。既存のアーティファクトは置換またはマージされ
ません。管理元帳 Profitability and Cost Managementの場合、事前に存在す
る Programアーティファクトは削除されて置き換えられます。

サンプルの移行定義ファイル
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの移行定義ファイルで使用されて
いる製品コードは HPMです。

ノート:

移行定義ファイルで正しい構文が使用されていない場合、「MDFファイルのフォ
ーマットが正しくありません」というエラーが表示されます。

例 I-1 ファイル・システムへのエクスポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="Application" product="HPM" project="Default 
Application Group" application="Bikes72" />
      <Target type="FileSystem" filePath="/HPCM-Bikes72" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/AssignmentRules" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Drivers" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Model" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/POV" pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Preferences" 
pattern="*" />
      <Artifact recursive="true" parentPath="/Stages" pattern="*" />
   </Task>
</Package>

例 I-2 ファイル・システムからのインポート
<xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>

付録 I
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     <Source type="FileSystem" filePath="/HPCM-Bikes72" />
     <Target type="Application" product="HPM" project="Default Application 
Group" application="Bikes72" /> 
     <Artifact recursive="true" parentPath="/AssignmentRules" pattern="*" /> 
     <Artifact recursive="true" parentPath="/Drivers" pattern="*" /> 
     <Artifact recursive="true" parentPath="/Model" pattern="*" />
     <Artifact recursive="true" parentPath="/POV" pattern="*" /> 
     <Artifact recursive="true" parentPath="/Preferences" pattern="*" />
     <Artifact recursive="true" parentPath="/Stages" pattern="*" /> 
   </Task>
</Package>

ライフサイクル管理のログ・ファイル
Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Systemライフサイクル管理のログ・ファイルについては、Oracle
Enterprise Performance Management Systemインストールおよび構成トラブルシューティ
ング・ガイドに記載されています。詳細は、S9ロギングのロギング・セクションで説明され
ています。
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J
Shared Servicesとライフサイクル管理
Shared Servicesのアーティファクトについて

Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、次のタイプの Oracle Hyperion Shared Servicesアーティファクトを移行できます:

• ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ): Shared Servicesアーティファクトを使用し
て、ユーザー、グループ、委任リスト、カスタム集約の役割、および割り当てられた役割
を移行できます。製品固有のセキュリティ・アーティファクト (Oracle Hyperion Planning
アクセス権や Oracle Essbaseフィルタなど)は、Oracle Hyperion Shared Services
Consoleの製品アプリケーション・グループに個別にリストされます。製品別のアプリケ
ーションのセキュリティ・アーティファクト・リストについては、このガイドの付録を参
照してください。

• タスク・フロー: Shared Servicesタスク・フローのアーティファクトを使用して、任意
の環境から別の環境へタスク・フローの定義を移行したり、ファイル・システムでタス
ク・フローを編集したりできます。タスクフローを使用する Oracle Enterprise
Performance Management System製品は、Oracle Hyperion Financial Managementおよ
び Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementです。

Shared Servicesアーティファクトのリストは、Shared Servicesのアーティファクト・リス
トを参照してください。

Shared Servicesの役割の要件
Oracle Hyperion Shared Servicesに対して Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理の操作を行うユーザーには、LCM管理者の役割が
割り当てられている必要があります。

Shared Servicesの移行の前提条件
• Oracle Hyperion Shared Servicesと Oracle Enterprise Performance Management

Systemをインストールして構成し、これらが実行されていることを確認します。
• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理の操
作を行うユーザーに LCM管理者の役割が割り当てられていることを確認します。Oracle
Enterprise Performance Management Systemユーザー・セキュリティ管理ガイドを参照
してください。

• Shared Servicesアーティファクトを移行するときは、ソース・アプリケーションと宛先
アプリケーションの名前が一致していることを確認してください。ソースと宛先の名前
が違う場合は、次のアクションを行います:

1. ソース・アプリケーションのプロビジョニング・アーティファクトをエクスポート
し、それらをシステムにダウンロードします。
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2. ソース・アプリケーションの CSVファイル(sourceapp.csvなど)で、ソース・
アプリケーション・グループ名を宛先アプリケーション・グループ名に置換し
た後、ソース・アプリケーション名を宛先アプリケーション名に置換します。

3. ファイル名を変更して、宛先アプリケーションの名前を使用します
(destinationapp.csvなど)。

4. 更新した LCMファイル・システム・フォルダをアップロードし、宛先アプリ
ケーションにインポートし直します。

• Shared Servicesのネイティブ・ユーザーを環境間で移行するとき、ソース環境の
ユーザーをターゲット環境に移行できない場合は、エクスポートしたコンテンツを
編集してこれらのユーザーを削除してからインポートする必要があります。ファ
イル・システムで、Users.csvアーティファクトを開き、移行しない行を削除しま
す。(各行は 1人のユーザーに対応します。)編集の後、Users.csvアーティファク
トをターゲット環境にインポートでき、除外されたユーザーは作成されません。

Shared Servicesのアーティファクト・リスト
Oracle Hyperion Shared Servicesアーティファクトは、Oracle Hyperion Shared
Services Consoleの「Foundation」アプリケーション・グループにリストされます。
Foundationアプリケーション・グループの Shared Servicesアーティファクトを表示
できるのは、LCM管理者のみです。

ノート:

Shared Services Consoleに表示されるアーティファクトは、実装ごとに異な
ります。

アーティファクト・リストについて
アーティファクト・リストについて次のことに注意してください:

• アーティファクト—アーティファクト名
• 説明—アーティファクトの説明
• 最終変更時間 - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファクトが
インポートされた時間を反映します。アーティファクトの中には、最終変更時間の
パラメータをサポートしないものがあります。

• 最終変更ユーザー - このパラメータがサポートされている場合は、アーティファク
トを最後に変更したユーザーを反映します。アーティファクトの中には、最終変更
ユーザーのパラメータをサポートしないものがあります。

• ファイル・システムで編集可能 - 「はい」の場合、アーティファクトはテキスト・
エディタを使用してファイル・システム上で編集できます。「いいえ」の場合、ア
ーティファクトは製品内でのみ編集できます。

• 依存 - アーティファクトの依存関係を一覧表示します。たとえば、ネイティブ・デ
ィレクトリ・グループのアーティファクトを移行する場合は、ネイティブ・ディレ
クトリ・ユーザーのアーティファクトも移行する必要があります。

付録 J
Shared Servicesのアーティファクト・リスト
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ネイティブ・ディレクトリ(セキュリティ)のアーティファクト

ノート:

ネイティブ・ディレクトリは、Shared Servicesで使用されるデフォルトの LDAP
ベースのユーザー・ディレクトリです。

表 J-1 ネイティブ・ディレクトリのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

ユーザー ユーザーを識別す
るユーザー・ディ
レクトリ項目

はい いいえ はい—CSV なし

グループ 複数のユーザーに
同様のアクセス権
限を割り当てるた
めのコンテナ

はい いいえ はい—CSV ユーザー

役割 システムのアーテ
ィファクトおよび
機能にアクセス権
を与える権限

はい いいえ はい—CSV ユーザー、グルー
プ

委任リスト 委任管理者が管理
できるユーザーお
よびグループを識
別するリスト

はい いいえ はい—CSV ユーザー、グルー
プ

割り当てられた役
割(製品およびア
プリケーション
別)

プロビジョニン
グ・プロセスでユ
ーザーおよびグル
ープに付与された
役割

はい いいえ はい—CSV ユーザー、グルー
プ

タスクフローのアーティファクト
表 J-2 タスクフローのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

プロセス定義 ステージ、リンク、
アプリケーション
詳細などのタスク
フローの全情報

はい いいえ はい—XML ネイティブ・ディ
レクトリ・ユーザ
ー、ネイティブ・
ディレクトリ・グ
ループ

タスクフロー
ACL

タスクフローでの
ACL情報

はい いいえ はい—プロパティ ネイティブ・ディ
レクトリ・ユーザ
ー、ネイティブ・
ディレクトリ・グ
ループ

付録 J
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表 J-2 (続き) タスクフローのアーティファクト

アーティファク
ト

説明 最終変更時間 最終変更ユーザ
ー

ファイル・システ
ムで編集可能?

依存関係

タスクフロー・ス
ケジューラ

タスクフローでの
スケジューラ情報

はい いいえ はい—XML ネイティブ・ディ
レクトリ・ユーザ
ー、ネイティブ・
ディレクトリ・グ
ループ

Shared Servicesアプリケーションの移行と製品間
アーティファクトの依存関係

Oracle Hyperion Shared Servicesには、製品間アーティファクトの依存関係はありま
せん。

Shared Servicesネイティブ・ディレクトリの移行オ
プション

移行のインポート・オプション
次に、Oracle Hyperion Shared Servicesのインポート・オプションを示します:

• インポート操作 - オプションを選択します:

– 作成 - ユーザー、グループおよび役割がターゲットに存在しない場合、作成し
ます。ターゲットに存在する場合、作成操作は失敗します。グループ、役割お
よびプロビジョニングの関係を強化します。

– 更新 - ユーザー、グループおよび役割を更新します。グループ、役割およびプ
ロビジョニングの関係を置換します。

– 作成/更新 - ファイル内のエンティティごとに作成操作を試行します。操作が
失敗すると、更新操作が試行されます。

– 削除 - インポートされるユーザー、グループおよび役割を更新します。グルー
プ、役割およびプロビジョニングの関係を削除します。

ノート:

非アクティブ化されたユーザーを削除するには、ユーザーを最初にア
クティブ化してから削除する必要があります。

付録 J
Shared Servicesアプリケーションの移行と製品間アーティファクトの依存関係
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ノート:

* Shared Servicesデータがソースから宛先に移行される場合、ソースと
同じアプリケーション・グループの下にアプリケーションが登録される
ことを確認してください。

* 「作成」または「更新」オプションを選択してソースから宛先に移行す
る場合、データは作成または更新されますが、削除されません。

詳細は、アプリケーション・グループおよびアプリケーションでの操作を参
照してください。

• 「インポートを停止する前の最大エラー数」: インポート・プロセスを停止する前に許可す
るエラー数を指定します。

CSVファイル
インポート・ソース・ファイルは CSVファイルです。
CSVファイル・フォーマットは、カンマで区切られたフィールドを含んだ表データ・フォー
マットで、二重引用符で囲まれています。Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理では、Excel準拠の CSVファイルのみがサポート
されています。Excelで出力する CSVファイルは、標準の CSVファイルとは次のように異な
ります:

• 前後の空白が大きくなります。
• バックスラッシュは特殊文字ではなく、エスケープしません。
• 引用符で囲まれた文字列内の引用符は、円記号(バックスラッシュ)ではなく二重引用符で
エスケープします。

Excelはデータを CSVフォーマットにする前に変換します。
Excelは CSVファイルで次のような変換を行います。
• タブはシングル・スペースに変換されます。
• 改行は常に"\n"して示されます。
• 12桁以上の桁数は切り捨てられた科学表記で示されます。
次のエンティティに対して別々の CSVファイルを使用できます:

• ユーザー
• グループ
• 役割
• プロビジョニング情報
• 委任リスト
CSVファイル内の各セクションは、エンティティとヘッダーの 2つの必須の行により識別さ
れます。エンティティ行は、頭に#(シャープ)文字の付いた事前定義エンティティ名により識
別されます。ヘッダー行は、エンティティ行に続きます。ヘッダー行は、カンマで区切られ
たエンティティの事前定義属性のリストです。

付録 J
Shared Servicesネイティブ・ディレクトリの移行オプション
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ヘッダー行の属性の順序に意味はありません。ただし、ヘッダー行に続くデータ行で
は、ヘッダー行が属性を提示する順序でデータを提示する必要があります。データが
指定されていない場合は、カンマを使用して値が設定されていないことを示します。
エンティティ行、ヘッダー行、およびデータ行には、処理に必要が情報が表示されま
す。
CSVファイルで作成、更新、および削除の操作を行うために、次の境界が適用されま
す。
• ユーザー、グループおよび役割が処理されるのは、一度に 1行のデータ・ラインで
ある

• グループ・メンバーは、1つのヘッダーと 1つの親グループの下では複数のデー
タ・ラインが処理される

• 役割メンバーは、1つのヘッダーと 1つの親役割の下では複数のデータ・ラインが
処理される

• ユーザー・プロビジョニングは、1つのヘッダーと 1つのグループまたはユーザー
の下では複数のデータ・ラインが処理される

エラー処理は、プロセスの境界に基づいて行われます。プロセスの境界では、1つのエ
ラーは 1回の失敗としてカウントされます。
サンプルの CSVファイルおよび属性情報については、次の項を参照してください:

ユーザーの CSVファイル
ユーザーの CSVファイルのサンプル
#user
id,provider,login_name,first_name,last_name,description,email,internal_
id,password,active
admin,Native Directory,admin,administrator,user,hss admin 
user,admin@hyperion.com,"native://
DN=cn=911,ou=People,dc=css,dc=hyperion,dc=com?USER",
{SHA}W6ph5Mm5Pz8GgiULbPgzG37mj9g=,true

このサンプルのユーザーの CSVファイルでは、ログイン名 admin、名 administrator、
姓 user、説明 hss admin user、電子メール ID admin@hyperion.com、内部 ID
"native://DN=cn=911,ou=People,dc=css,dc=hyperion,dc=com?USER"、暗号化パスワ
ード{SHA}W6ph5Mm5Pz8GgiULbPgzG37mj9g=、およびアクティブ trueを使用したユーザ
ー adminがネイティブ・ディレクトリに作成されます。

ノート:

CSVファイルで指定されているプレーン・テキスト・パスワードは、暗号化
されています。

付録 J
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表 J-3 ユーザー・エンティティの属性

属性 説明と例

id
ユーザーの ID
例: admin

provider
オプション: ソース・ユーザー・ディレクトリの名
前
例: 

login_name
ユーザーのログイン名
例: admin

first_name
オプション: ユーザーの名前
例: administrator

last_name
オプション: ユーザーの姓
例: user

description
オプション: ユーザーの説明
例: hss admin user

email
オプション: ユーザーの電子メール・アドレス
例: admin@example.com

internal_id
ユーザーの自動生成された内部アイデンティティ
例: "native://
DN=cn=911,ou=People,dc=css,dc=hyperion,
dc=com?USER"

password
ユーザーのパスワード
例: {SHA}W6ph5Mm5Pz8GgiULbPgzG37mj9g=

active
ユーザーがアクティブ (true)か非アクティブ
(false)かを示します
例: true

グループの CSVファイル
グループの CSVファイルのサンプル
#group
id,provider,name,description, internal_id
WORLD,Native Directory,WORLD,Contains all users,611

このサンプルのグループの CSVファイルでは、グループ ID WORLD、説明 Contains all
users、および内部 ID 611を使用した WORLDグループがネイティブ・ディレクトリに作成さ
れます。

付録 J
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表 J-4 グループ・エンティティの属性

属性 説明と例

id
グループ識別子
例: WORLD

provider
オプション: グループのソース・ユーザー・デ
ィレクトリ
例: 

name
グループ名
例: WORLD

description
オプション: グループの説明
例: Contains all users

internal_id
グループの自動生成された内部アイデンティ
ティ
例: 611
ノート: エクスポートされたコンテンツの内部
ID列データを変更しないでください。

役割の CSVファイル
役割の CSVファイルのサンプル
#role
id,product_type,name,description
Viewer,hp–11.1.1,Viewer,Viewer

このサンプルの役割の CSVファイルでは、製品 HP–11.1.1 (Oracle Hyperion
Planning、バージョン 11.1.1)に対する役割 ID Viewer、役割名 Viewer、および説明
Viewerを使用した集約役割が作成されます。製品のタイプは、集約役割が属する製品
を示します。
表 J-5 役割エンティティの属性

属性 説明と例

id
役割の識別子
例: Designer_rep

product_type
役割が属する製品のタイプ(製品コード-製品の
バージョンと指定)
例: HP–11.1.1

name
役割名
例: Viewer

付録 J
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表 J-5 (続き) 役割エンティティの属性

属性 説明と例

description
オプション: 役割の説明
例: Viewer

プロビジョニングの CSVファイル
プロビジョニングの CSVファイルのサンプル
#provisioning
app_id,product_type,role_id,user_id,group_id
Planning,hp–11.1.1,Provisioning Manager,pturner,testgroup

このサンプルのプロビジョニングの CSVファイルでは、アプリケーション名 Planningに対
する役割割当てが作成されます。役割 IDは、Provisioning Managerで、この役割は製品タ
イプ HP–11.1.1に属します。ユーザー: pturnerおよびグループ: testgroupに、この役割が
プロビジョニングされます。
表 J-6 プロビジョニング・エンティティの属性

属性 説明と例

app_id
役割が属するアプリケーション
例: Planning

product_type
役割が属する製品のタイプ(製品コード-製品のバ
ージョンと指定)
例: hp–11.1.1

role_id
一意の役割の識別子
例: native://
DN=cn=HUB:2,ou=HUB,ou=Roles,dc=css,dc=h
yperion,dc=com?ROLE

user_id
この役割にプロビジョニングされたユーザーの一
意の ID
例: pturner

group_id
この役割にプロビジョニングされたグループの一
意の ID
例: testgroup

委任リストの CSVファイル
委任リストの CSVファイルのサンプル
#delegated list
id,name,description,manager_id,manager_provider,user_id,user_provider,group_i

付録 J
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d,group_provider
testlist,testlist,my_list,admin,Native 
Directory,,testGroup,NativeDirectory

このサンプルの委任リストの CSVファイルでは、リスト IDとリスト名: testlist、お
よび説明: my_listを持つ委任リストが作成されます。ネイティブ・ディレクトリで定
義されたユーザー adminは、このリストの委任管理者です。このリストでは、admin
はネイティブ・ディレクトリで定義されたグループ testGroupを管理できます。
表 J-7 委任リスト・エンティティの属性

属性 説明と例

id
リスト ID、通常はリスト名と同じ
例: testlist

name
委任リスト名
例: testlist

description
委任リストの説明
例: my_list

manager_id
リストを管理するユーザーまたはグループの
一意の ID。各マネージャは、別の定義で識別
されている必要があります。
例: admin

manager_provider
マネージャの勘定科目を保管するユーザー・デ
ィレクトリ
例: Native Directory

user_id
リストのユーザー・メンバーの一意の ID。各
メンバーは、別の定義で識別されている必要が
あります。
例: admin

user_provider
ユーザー・メンバーの勘定科目を保管するユー
ザー・ディレクトリ
例: Native Directory

group_id
リストのメンバーであるグループの一意の
ID。各メンバーは、別の定義で識別されている
必要があります。
例: myGroup

group_provider
グループの勘定科目を保管するユーザー・ディ
レクトリ
例: Native Directory

付録 J
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Shared Servicesタスク・フロー移行のエクスポート・
オプションとインポート・オプション

Oracle Hyperion Shared Servicesには、タスクフロー固有のエクスポートまたはインポート・
オプションはありません。ただし、すべてのインポートは宛先アーティファクトを自動的に
上書きします。
タスクフローを使用する Oracle Enterprise Performance Management System製品は、
Oracle Hyperion Financial Managementおよび Oracle Hyperion Profitability and Cost
Managementです。タスク・フローには、タスク・フローとともにエクスポートされる関連
付けられたアプリケーションおよびユーザーがあります。
タスクフローの詳細は、Financial Managementおよび Profitability and Cost Managementの
製品ドキュメントを参照してください。

サンプルの移行定義ファイル
Oracle Hyperion Shared Servicesの移行定義ファイルに使用される製品コードは、HUBです。

ノート:

移行定義ファイルで正しい構文が使用されていない場合、「MDFファイルのフォーマッ
トが正しくありません」というエラーが表示されます。

例 J-1 ファイル・システムへのエクスポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="Application" product="HUB" project="Foundation" 
application="Shared Services" />
      <Target type="FileSystem" filePath="/HSS-Shared Services" />
      <Artifact recursive="false" parentPath="/Native Directory" 
pattern="Users" />
   </Task>
   <Task>
      <Source type="Application" product="HUB" project="Foundation" 
application="Deployment Metadata" />
      <Target type="FileSystem" filePath="/HSS-Deployment Metadata" />
      <Artifact recursive="false" parentPath="/Shared Services Registry" 
pattern="Properties" />
   </Task>
</Package>
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例 J-2 ファイル・システムからのインポート
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<Package>
   <LOCALE>en_US</LOCALE>
   <User name="" password="" />
   <Task>
      <Source type="FileSystem" filePath="/HSS-Shared Services" />
      <Target type="Application" product="HUB" project="Foundation" 
application="Shared Services" />
      <Artifact recursive="false" parentPath="/Native Directory" 
pattern="Users" />
   </Task>
   <Task>
      <Source type="FileSystem" filePath="/HSS-Deployment Metadata" />
      <Target type="Application" product="HUB" project="Foundation" 
application="Deployment Metadata" />
      <Artifact recursive="false" parentPath="/Shared Services 
Registry" pattern="Properties" />
   </Task>
</Package>

ライフサイクル管理のログ・ファイル
Oracle Hyperion Shared Servicesの Oracle Hyperion Enterprise Performance
Management Systemライフサイクル管理のログ・ファイルは、『Oracle Enterprise
Performance Management Systemインストールおよび構成トラブルシューティン
グ・ガイド』に記載されています。
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